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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「さあ、紅蘭、兄だと思って仲良くしなさい」

　そう言って父が紹しよう介かいした少年は、無表情のまま跪き拝はいした。

「兄なのでしょう、跪ひざまずくのはおかしいわ。立って」

と、紅蘭が言うと、少年は何も言わずに立ち上がる。

「年は、一四歳。紅蘭の七つ上だ」

　その瞳ひとみは美しいけれど、ただの黒曜石のように、何の感情も映し出さない。

「あの方は、どこからいらしたの？」

「聞かないであげておくれ。とても、辛つらい思いをしたのだ」

　父の言に紅蘭はこくりと頷うなずく。

──まるで綺き麗れいな人形のよう。

と、紅蘭は思った。







　華か安あん城じようの中庭。少年は、どんなに美しい梅の花を見ても桃ももの花を見ても、にこりともしない。ただ、一人静かに虚こ空くうを睨にらんでいる。

　紅蘭は少年に近付くと、その手にひとつの球根を握にぎらせた。

「その球根、そこの土に埋うめるのよ。ここはね、私がお父様からいただいた花畑なの」

　少年は虚うつろな瞳で、ただ紅蘭に言われるがまま、球根を埋めた。







「咲さいたわ！　ねぇ、来て、来て！」

　紅蘭は、少年の腕うでを摑つかんで花畑へと連れて行く。

　庭のあちこちに雪が残る中、昨年、少年が球根を植えたところに、大ぶりの黄色い花が咲いていた。

「水すい仙せんよ、去年植えた水仙が咲いたの。ねぇ、綺麗でしょ？」

　紅蘭は、少年の顔を下から覗のぞき込む。

「これが……僕が植えた球根から育ったの？」

「そうよ」

「知らなかった……。僕でも、まだ何かできることがあるのかな」

「もちろん、いくらでもあるわ。これから一いつ緒しよにいろんなこと、やっていきましょうね」

　少年の瞳に、人としての輝かがやきが戻もどった瞬しゆん間かん。少年の初めて見せた笑え顔がお。

　黒曜石のような瞳は、潤うるんでいて、笑みと共に涙なみだもこぼれ落ちそうだった。

（光の宿った彼の目は何て綺麗なんだろう……）

　初めて世界に向けて開かれた少年の瞳を見た紅蘭は、なぜかそこから目を離はなすことができなくなっていた。

　そしてその日の思い出は、紅蘭の大切な宝物になった。







　そして、十年。

　かの少年を紹介した父は、既すでにこの世になく、少年だけがいまも紅蘭の傍かたわらにいる。
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「見合いの宴うたげ!?」

「はい。いま、勅ちよつ許きよいただいた宴は姫ひめ様の見合いの宴です。申し遅おくれており、失礼いたしました」

　夏げ至しの宴を行う、ぐらいの軽い口調で告げるのは、花か国こく宰さい相しようの朱しゆ英えい、字あざなは伯龍。

　その向かいに座った花国公主、紅蘭は大きく目を見開いた後、手元の木簡を確かく認にんする。

　しかし、確認するまでもなく、伯龍からの上奏文に、

「可よろしい」

と、書いたばかりの墨すみも乾かわかぬ自筆の文字が目に映った。

　紅蘭は、何度か目をこすり、しばたたかせてみたが、「可」の文字が消えるはずもない。自身を落ち着かせようと、息を大きく吸い込んでから、紅蘭は伯龍に問う。

「で、誰だれの見合い？」

　伯龍は、紅蘭の問いに表情をまったく変えることなく答えた。

「ですから、先ほど申しましたように姫様の、婿むこ君ぎみを選ぶための見合いです」

「なぜ私が見合いなんて──」
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「姫様も今年で御おん年とし一七歳、お年とし頃ごろでいらっしゃいますから」

　伯龍は、そう答えながら唇くちびるに美しい笑みを刷はく。

　紅蘭は、伯龍の書いた上奏文を再び読み返した。

「私の……婿君選び？　〝宴〟とはあっても、どこにも見合いだなんて書いていないわ。騙だましたわね、伯龍！」

「公主様を騙すだなど恐おそれ多い、ただ私が何の宴か書き忘れただけにございます」

　伯龍は飄ひよう々ひようと答える。

　しかし、亡なき花か文ぶん王おうが全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せ、国中の誰もが認める名宰相の伯龍に限って、うっかり忘れたなどということはあるはずがない、絶対にわざとだ、やられた！　と紅蘭は思った。

「で、どういうわけで私が婿君選びの宴など開かなければならないの？」

「花国に残された王族はいまや姫様のみ。姫様がどこかへ嫁とつがれては、花国が滅ほろんでしまう恐れがあります。それで、自おのずと婿君と縁えん組ぐみされるしかないかと」

「そんなこと私だってわかっているわ。そうじゃなくて、なぜ私が見合いで婿むこ殿どのを選ばなきゃならないか、ということを聞いているのよ！　婿君となる方ぐらい自分で見つけられるわ！」

　紅蘭は椅い子すから勢いよく立ち上がると、文ふ机づくえ越ごしにその上半身をぐいと伯龍に寄せた。

「それに、そんな婿君選びなんかより先に、まずは私が女王として即そく位いする儀ぎが先だと思っていたのに。いきなり、見合いだなんて……」

　言いかけた紅蘭の言葉を遮さえぎるように、伯龍が口を挟はさむ。

「いきなりではありません。姫様とて、ご自身がいま切せつ迫ぱくした状じよう況きように置かれていること、ご承知のはず」

　そう言われて、紅蘭は身を引きながら口を噤つぐむ。

　西さい域いきの血が混ざったかのような高い鼻び梁りよう。整った眉まゆの下の黒くろ橡つるばみ色いろの瞳ひとみは、射るように紅蘭を見つめている。紅蘭が主、伯龍が従であることを忘れさせてしまいそうな、強い眼まな差ざし。

　少年の頃の憂うれいを帯びた何も映そうとしない黒曜石の瞳は、輝きを取り戻したあの日を境に、いつしか強い意志を持つようになっていた。

　いまここで伯龍を言い負かす自信は紅蘭にはないし、伯龍の意図するところも理解している。

　伯龍の言うように、紅蘭の、そしてこの国の置かれた状況を考えると、確かに婿君選びをするのが上策である。紅蘭も、王族である自らに伴ともなう責任は重々承知していた。

「わかったわ」

「姫様ならそうおっしゃって下さると思っていました」

　そう言って、伯龍は唇の端はしを上げる。

　かつて物言わぬ人形にしか見えなかった少年は、いつしか自在に表情を操あやつるようになっていた。しかし、紅蘭はいまだ彼の出自について、何も知らない。

　父王が「兄と思え」と言ったのだから、ある程度の身分を持つ者であろうことは推測できた。ただ、それを明らかにすることは、伯龍を悲しませることになるのではないか。かつての、世界をすべて拒きよ否ひしたような少年に戻もどしてしまうのではないか。そんな恐れが、紅蘭に問うことを禁じていた。

「では、詳くわしい段取りについては、宦かん官がんの伍ご会かいが準備しております。後ほどご確認ください」

「他ほかに、私が目を通す必要のある書簡は？」

「本日は先ほどの宴の件が最後です」

　すべての上奏文に目を通した最後の最後、「これは何の宴なの？」と問うことも忘れてしまう気が抜ぬけた頃合いを見計らったかのように出してくるとは、相変わらず用よう意い周しゆう到とうなことだ、と紅蘭は思う。

　下唇を嚙かみながら、紅蘭は執しつ務む室のある紫し微び宮きゆうをあとにし、寝しん室しつのある白びやく蓮れん宮きゆうへと向かった。

　紅蘭自身、いま、我が儘ままを言えるような立場にこの国が置かれていないことはよくわかっている。
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　白蓮宮に戻ると、待ち構えていたといった顔で伍会が紅蘭に告げた。

「見合いの宴は、十日後を予定しております」

「十日後!?」

　あまりにも急な展開に、紅蘭は思わず大きな声を上げて、聞き返した。

「ええ、十日後にございます。いえ、私は最初、反対したのですよ。なぜ、わざわざ婿君選びの宴など開くのか、と」

「え？　伍会は反対してくれたの？」

　予想外の言葉に、紅蘭は問い返した。

　紅蘭が小さな頃から、後宮で身の回りの世話をしていた伍会は、宦官の中でも古参中の古参で、いまは宦官すべてを束ねる最高位、大だい長ちよう秋しゆうの位に就ついている。伝統を重んじ、「公主様なのですから、もっとおしとやかになさいませ」と小さな頃からことあるごとに、紅蘭の立ち居振ふる舞まいを注意し続けて来た伍会のことだから、見合いの宴と聞いたら張り切って準備をしているだろうと思ったからだ。

「はい。いまは戦乱の世。戦いくさに敗れた国の后こう妃ひや公主たちは、選ぶ余地もなくそのまま戦勝国の将に連れ去られたり王に捧ささげられたり、そうなる前に自ら命を絶ってしまう者も多くいると聞きます。幸いにも、我が国はそこまでの憂うき目に遭あうこともなく、董とう国こくの側から『太子の後宮に入れるように』とのお声が掛かかったのです。これを幸いと言わずして何と言いましょうか」

　女によ官かんたちに夕の膳ぜんの指示を出しながら、伍会は、甲かん高だかい声でとうとうと語り続ける。

「たとえ、花国がなくなってしまったとしても、姫ひめ様が董国のような大国の後宮に上がって、そこでお后きさきになれれば、花国の血筋は董国の王族の中に繫つないでいけるわけです。王に見み初そめられ后になり、さらに国こく母もとなることこそ、女性として生まれたからには最高の誉ほまれでございましょう」

　自らが姫様とこの国の一番の幸せを考えているのです、とでも言わんばかりの顔で、胸を反らしながら伍会は話を締しめくくった。

　なるほど、そういう考えで反対したわけね、と、紅蘭は溜ため息いきを吐ついた。

「私はけしてそうは思わないわ。幸いにも、この王都まで攻せめられることなく、私は無事に命を繫ぐことができた。なら、女であるとか男であるとか、性別に関係なく、花国に残された最後の王族として、国を守るためにできることがある。そう思っているわ」

　紅蘭の答えを聞き、今度は伍会の方が溜息を吐く。おそらく、

（また、女性らしからぬお転てん婆ばなことを考えていらっしゃる）

とでも言いたいのであろう。見なかった振りをして、紅蘭は先を続けるよう促うながした。

「それで？　宴うたげの話を続けてちょうだい」

「はい、宴を開くとなったならば、どこの馬の骨とも知れぬ身分の男性を婿殿として迎むかえるわけには参りませんから、厳選に厳選を重ねた、中ちゆう原げんの主立った国の王族、貴族の方々を中心に大勢招待する予定でおります。ええ、こうなったら、我が古き伝統を持つ花国の王家にふさわしい殿方を集めてみせますとも。董国が何を言って来ても、『ああ、このお方なら仕方ない』と諦あきらめざるを得ない殿方を婿に選んでしまえばいいのですから。相変わらず、朱宰さい相しよう殿の才覚には舌を巻くばかりです」

　伍会の最後の一言に、紅蘭は一いつ瞬しゆん、眉をひそめた。

「伯龍がすべて考えたことなの？」

「ええ、ほぼ朱宰相殿のお考えにございます。私は先ほども申しましたように、董国の後宮に上がる方が姫様にとっては幸せだと思っておりますから。とはいえ、決まってしまったことですから、仕方がありません。この伍会、見合い当日までに、腕うでによりを掛けて、姫様をそれはそれは美しく磨みがき上げて差し上げようと思っております。今日も、お肌はだによいお食事を用意いたしましたので、どうぞゆっくりとお召めし上がりくださいませ」

　そう言って伍会が立ち去ると、入れ替かわるように夕の膳を持った女官たちが部屋へと入って来た。







　董国とは、花国の北東に位置する新興国家である。

　周囲の小国を滅ほろぼしながら領土を広げ続ける董国は、以前から花国の国境も脅おびやかしていた。そして、先年の戦ではとうとう、賢けん王おうと誉れ高き花文王を喪うしなった。

　これにより、花国の王族は紅蘭を残すのみとなったが、董国は花国を滅ぼすことはせず、その代わり、

「公主・紅蘭を太子の後宮に入れるべし」

と、言ってきたのだ。

　そして、矢のような催さい促そくがいまも送られ続けている。

　紅蘭は、長いこと無視を決め込んでいたが、外交上、そんな子どもだましが通らないこともわかっていた。

　花文王が倒たおされたとき、花国自体が滅ぼされても仕方がなかった。

　それでも国家としての存続を許されたのは、花国の姫を後宮に迎えることで、この件は手打ちにしたいという董国側の思おも惑わくがあったせいだろう。軍事的に劣おとった花国が、その催促を突つっぱねるためには、それ相応の理由がなければ難しい。

　ここで、紅蘭が女王として立てば、それは董国の後宮入りを拒こばむ意志を対外的に宣言することになり、実質的な宣戦布告と取られる恐おそれがある。

　確かに伯龍の考えた策なら、董国を黙だまらせることができるだろう。大国から婿むこ君ぎみを迎えることに成功さえすれば、婿君の故国が董国に対たい抗こうする後ろだてとなる。その思惑にふさわしい婿君を早急に探すために、見合いの宴を開く。

　その理り屈くつは、紅蘭にもわかっていた。

「馬ば鹿かみたい、きっと花国に伝わる神話を信じて私を後宮に入れたいだけなのよね」

　豚ぶた肉にくと野菜が煮に込こまれた羹あつものを一口飲んでから、「はぁっ」と溜息を吐く。

　隣となりで給きゆう仕じをしていた仲の良い女官の尚しよう桜おうが、心配そうな表情を浮うかべながら紅蘭を見つめる。尚桜の母は紅蘭の乳母うばであり、幼い頃ころから本当の姉し妹まいのように育って来た。兄弟姉妹も友人と呼べる存在もいない紅蘭にとっては、女官というより唯ゆい一いつ無二の親友といったところである。

　いま花国が置かれている状じよう況きようを考えると、ついつい憂ゆう鬱うつになってしまい、なかなか食の進まない紅蘭に、尚桜はそっと声を掛けた。

「『花国の王族の女性は〝鳳ほう凰おうの卵を抱いだく姫〟、その姫を手に入れた者こそが華かの大地すべて、天下を統一する王となる』という、あの伝説ですか」

　紅蘭は、尚桜の声に我われに返ると、「そう」と言って頷うなずいた。







　この華の大陸には、昔からある神話が伝わっている。




　太古の昔、江こう華が、竜りゆうとなりて暴れ狂くるう

　華の地は溢あふれる水になすすべもなく

　山も丘おかも人も家もすべてが水みな底そこの藻も屑くずと消ゆ

　華の地に残されし者はただ二人

　伏ふつ羲き、妹の女じよ媧かのみ

　湿しつ地ちの中を百日、歩けども歩けども二人の前に生命はなく

　二百日が過ぎ、二人は夫ふう婦ふの契ちぎりを結ぶ

　三百日が過ぎしとき伏羲は湿地に杖つえを差す

　ぐるぐる杖をかき混ぜて、そこに大地を生み出せり

　女媧は大地に子を産み増やす




　伏羲は儀ぎ国こくの王となり

　女媧は花国の女王となりき

　女王の裔すえは鳳凰の卵を抱き

　その隣に立ちし者こそ華の地を統すべる王とならん




　つまり、花国の王族はこの女め神がみ・女媧の子孫だというのである。

「私は女神様の子孫だなんてまったく自覚はないけれど、まだ信じている人たちはいるのでしょう？　そんな理由で、皆みなから求められるなんてまっぴらだわ。董国がしつこく私を後宮に入れたがっているのも、あの侵しん略りやく好きの王のことだから、私を手に入れれば天下一統できるとでも思っているんじゃないかしら。馬鹿げたこと」

「いっそ、伏羲の子孫が作った儀国の公子様がいらっしゃればいいんでしょうけれど……」

「儀国は董国に滅ぼされてしまったのよね。見合いの宴も、創世神話を信じ、野心を持った者たちが集まるだけじゃないのかと心配だわ。伍会は、家いえ柄がらのよい公子様や貴族の方々を集める気満々みたいだけれど、高貴な身分ゆえに、花国の神話に夢を見ることはないかしら」

　紅蘭は、見合いの宴に対しての最大の不安を口にする。

「そうですね、神話を信じている国は多いかと思います。特に、古い王家の方々なら。しかし、董国は……姫様が先ほどからご心配しているような野心を持っていないかもしれません」

「どうして？」

　尚桜は、冷静に分ぶん析せきするように、紅蘭に説明を続けた。

「いまの董とう国こく王おうは、もともとはただの家臣、下げ剋こく上じようで先の景けい霊れい王おうから王位を簒さん奪だつしたのでしたよね」

「そうね。そのときに国号もいまの董に変えて──我が国や周辺諸国に、頻ひん繁ぱんに戦いくさを仕し掛かけて来たのも、いまの王になってからね」

「はい。しかもその侵略の仕方が──滅ぼした国が祀まつる始祖神ごと葬ほうむってしまうという神をも恐れぬやり方。儀国の王族が滅ぼされた後、伏羲とその子孫である王族が祀られる祖そ廟びようも祀し堂どうもすべて破は壊かいし尽つくされたと聞きます。そのような国が、神話を信じて姫ひめ様を欲しがるでしょうか？」

「なるほど、確かにそうね。では、天下一統のために伝説を信じて私を欲ほつしているのではないとしたら──董国が欲しているのは、私なんかではない。この国の地の利、そして肥ひ沃よくな大地かもしれないわね。でも、どうして、他人から奪うばわずに自分たちで国を豊かにしようと知ち恵えを使わないのかしら。私には理解できないわ」

「ええ、本当に」

　尚桜は、紅蘭の言葉に頷く。

　董国は、中原の北ほく端たんに位置し、常に北の異民族からの脅きよう威いに晒さらされてきた。異民族による侵略を防ぐために、長城を築いていると聞くが、それには多くの労働者を必要とするだろう。夫ぶ役えきのため農村から若い男は消え、自然、生産力も落ちることになる。そのため、より生産性の高い農地と民たみを持つ国を求め、南へと侵略の触しよく手しゆを広げる。

（そんなことの繰くり返しでは、永遠に戦は終わらないし、苦しむ民の数が増えるだけだわ。──とはいえ、あの董国も、なぜか我が国に対してだけは、無理やり力押しの侵略をして来ない。なぜ？　それぐらい、花国が農地として魅み力りよく的だということかしら……）

　紅蘭は、思案しながら再び羹を口に運ぶ。

　尚桜と二人話し込むうちに、夕の膳ぜんは、すべての皿が卓たくに並べ終えられていた。尚桜以外の女によ官かんたちは既すでに全員下がっている。

「ああ、今日もまた何品も豪ごう華かな皿が並んでいるわ。いつも、こんなに食べられないと言っているのに、伍会ったら。尚桜、こちらの肉の皿は箸はしを付けないでおくから、後でいつものように皆で分けて食べてちょうだいね」

「どうもありがとうございます、姫様。下働きの者たちは、いつもとても喜んでおります」

　礼を述べる尚桜に、紅蘭は本音を呟つぶやく。

「話は戻もどるけれど、神話をどうでもいいと思っているのは、私も董国王と同じかもしれないわ。私が女神の血を引いていて、私と結けつ婚こんした者がこの華の全土を治められる王になれるだなんて夢物語、さらさら信じてなんていないの。そんなことより、私が婿君に求める第一の条件は、この国の未来を託たくすことができる人物かどうかよ。この国と民を理解して、愛してくれる相手じゃないと私はいや。たとえ家柄がよくても、そんな人物が他国にいるとは思えないわ」

「そうですね。この国と民を愛して善政を行ってくださる宰さい相しよう様が姫様のお婿様になってくださったら私たちも安心ですわ。第一、姫様は宰相様のことが大好きでいらっしゃいますもの」

　尚桜は、半分からかうような口調で、紅蘭が隠かくしていた気持ちを言い当てる。

　突とつ然ぜん、本音を見み透すかされて、紅蘭は頰ほおが熱を持ったように火ほ照てるのを感じた。

「ちょ、待ってよ、尚桜！　そうじゃなくて、国を託すのに誰だれが最適かという話をしているのであって、好きとか嫌きらいとか……そういうことを言っているんじゃないのよ！」

「はいはい、姫様。わかっておりますよ。でも、私は宰相様と姫様がご結婚されたら、と本気で応おう援えんしております」

　気心の知れた者だからこそ掛かけられる言葉を紅蘭に向けながら、尚桜は声を上げて笑う。

　紅蘭は照れ隠しのように、話を伯龍のことから、見合いの宴うたげへと戻した。

「そんなことより──私もただ黙って見合いを受け入れるつもりはないの。表向きは物わかりよく承しよう諾だくするつもりだけれど、どこかでひっくり返してみせる──私にだって策があるわ」

「さすが、姫様。姫様はお小さい頃から、私たちが考えも及およばないことをされますもの。隠れ鬼おにで遊んでいても、皆が予想もつかないところに一人で隠れていらして探すのに苦労いたしました。そのうち、伍会様がやって来て、『公主様ともあろう者が、このようにお転てん婆ばな遊びをしてはなりません。琴ことでも弾ひいてお遊びくださいませ』なんて怒おこり出して……」

　尚桜は、幼い頃の事を思い出して笑えみを浮うかべながら、今度の宴ではどのような知恵を見せてくれるのだろうか、と期待に満ち溢あふれたような眼まな差ざしを紅蘭に向けた。

　紅蘭は尚桜に頷うなずきながら、心の中だけでそっと呟く。

（それに、いろいろ理由を並べ立ててみたところで、理由はしごく単純。私には、伯龍と作るこの国の未来しか考えられないから）

　最愛の父を喪うしなった後、泣き暮らし政務もおぼつかなかった紅蘭。

　父の後を追うように病で母后が亡なくなったときは、紅蘭まで後を追おうとした。

「国を滅ほろぼすおつもりですか？　あなたまでいなくなったら、この国の民たちは明日からどうしたらよいのです？　そんなことをして花文王が喜ばれるとでも？」

　そう言って、泣き叫さけぶ紅蘭をこの世に止とどめてくれた伯龍。

　泣いて泣いて、涙なみだが涸かれ尽くすまでの間、紅蘭に代わって国が乱れないよう黙だまってすべてを取り仕切ってくれていた伯龍。

　彼がいなかったら、紅蘭も、花国も、ここまで生きながらえていたかどうかわからない。

「尚桜、後で久しぶりに鍛たん錬れんに付き合ってちょうだい。気持ちを切り替かえたいの。こんな気分のまま、寝ねられないわ」

「かしこまりました、剣けんにします？　それとも弓にいたしますか？」

「そうね、今日は剣を」

　そう言って、紅蘭は蒸むした粟あわを口に運んだ。
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　翌日の朝。

　紅蘭は、執しつ拗ように追ってくる影かげから逃にげようと、広大な華安城、白蓮宮の廊ろう下かを走っていた。

「姫様、まるで男のような身なりでどこへいらっしゃるのですか！　それに、今日は見合いの宴用に準備した衣い装しようができあがってくるのです。その衣装合わせがあるのですよ！」

「衣装合わせなんて、どうでもいいわ。衣装の良し悪あしで私の結婚が決まるわけではないでしょう！」

　紅蘭は、それだけ言うと、振ふり返りもせずに走り続ける。もちろん、王族が宮きゆう殿でんの廊下を走るなどあってはならない。

　その後ろを、伍会が追う。しかし、大長秋としての立場ゆえ、他ほかの宦かん官がんたちの手本になるべきと思ってか、伍会の方は紅蘭のように走ることはせず、あくまでも急ぎ足で追うだけだから、次し第だいに紅蘭との間は開いて行く。

　伍会は他の宦官の目を気にしているのかもしれないが、華安城の王宮は残念ながらよその裕ゆう福ふくな国のように、たくさんの宦官、女官が数多あまたひしめく場所ではない。

　その証しよう拠こに、ここまですれ違ちがった宦官は一人もいなかった。

　華安城の北側、白蓮宮は王族が寝ね起おきをしたり食事をしたりする、いわゆる生活の場、後こう寝しんにあたる。さらに白蓮宮を包むように宮城の北奥には、後宮と呼ばれる后こう妃ひたちが住まう場所がある。しかし、いまはほとんどの宮が、その扉とびらを堅かたく閉とざしていた。ごく少数の宮に、紅蘭の日常をたすける女官や宦官が住まうだけである。長いこと主人を持たず、手入れもされず放置されて、美しい装そう飾しよくが退色してしまった宮も数多い。

　花文王は、皇后以外に妃きさきを持たなかった。

　そのため、後宮のほとんどの棟むねが使われることなく、宦官も女官も多くを必要としなかった。

　花文王が妾しよう妃ひを持たなかったのは、皇后への愛ゆえである。ただ、そのことは結果的に、国庫の倹けん約やくに繫つながり、戦いくさ続きの世の中で小国を存続させるだけの軍を備える蓄たくわえとなった。

　たとえ自国が平和主義であっても、他国から侵しん略りやくされ応戦せねば、国境が侵食されるだけでは済まず、国家自体がなくなってしまう。そのため、最低限の応戦は必要となり、その分、国庫は否いや応おうなく減っていく。自おのずと、侵略されるばかりの国は倹約せねば生き残れぬ仕組みとなってしまっている。

　そんな不条理な世の中、贅ぜい沢たくな暮らしをしない父と母のおかげで、その一人ひとり娘むすめも、華か美びなことは好まず、質しつ実じつ剛ごう健けんに育った。

　王族が紅蘭だけとなったいまも相変わらず、後宮のほとんどの宮舎は閉ざされ、紅蘭は紫微宮で政務を行い白蓮宮で食事と睡すい眠みんを取るという生活を続けている。

　そして、いまや一人しかいなくなった王族をせめて見合いの宴のときぐらいは美しく飾かざり立てようと必死に追いかける宦官を、紅蘭は振り切るように紫微宮へと走り込む。

「姫様！　走るだなんて公主として大変はしたのうございます！　どうか、お待ちください」

「待てないわ、伍会。今日は、華か安あんの港みなとと井い南なんの郷さとに行くのよ。先の戦でどこも男手が減って困っているの。今日は、港にたくさん積荷が届く日だし、井南の郷では黍きびの収しゆう穫かくもしなくてはならないわ。そんなときにいつもみたいな格好はしてられないのよ」

　そう叫ぶ紅蘭の出いで立ちはというと、貴人が身につけるたっぷりとした袍ほうはかろうじて羽織っているものの、その下には女性が着けるはずの裳もを纏まとわず、代わりに身分の低い兵士たちが穿はくような細身の袴はかまに革かわの長ちよう靴かを身につけていた。

「ああもう、王族ともあろう者が、そのように身分の低い者のごとき身なりで外出されるなど……伍会は情けのうございます！」

「いつものヒラヒラとした裳では、いくらたくし上げても、畑仕事ができないでしょう！」

「ですから、王族の姫ひめ様が畑仕事をするなんて、あり得ませぬ！　姫様には、王族としての自覚がおありなのですか？」

　伍会の言葉に、紅蘭は一いつ瞬しゆん、足を止めて振り返る。

「充じゆう分ぶんにあるわ。父上から教わったのよ。『人の上に立つ者は、誰よりも多く働くべし』と。私が王族だと自覚しているからこそ、困った民たみを助けに行く、ただそれだけのこと」

「ですが、姫様は女性でいらっしゃるのですから、お城で大人しくなさっていても民も不平不満は言わぬでしょう。花文王も許してくださるはず」

「あのね、伍会。女だから、男だから──なんて関係ないのよ。民のために何もせず、民が必死に汗あせ水みず垂らして働いて納めた租そ税ぜいで、のうのうと遊び暮らしている者は、ただの盗人ぬすつと。租税を納めて良かった、と思って貰もらえる働きをしなくちゃ」

　言いながら、紫微宮正面の石段を駆かけ下りた紅蘭は、待っていた二頭立ての馬車に飛び乗る。

「お待たせ、伯龍。出してちょうだい」

「姫様～！」

　伍会の叫びは空むなしく紫微宮の前庭にこだまする。

「まったく相変わらずですね」

　呆あきれたような声こわ音ねで、伯龍は呟つぶやく。

「姫らしくないかもしれないけれど私をこう育てたのは伯龍よ」

　紅蘭は微笑ほほえみながら答えた。

　伯龍も、紅蘭に満足げな笑みで応こたえる。

「人の上に立つ者は、誰だれよりも多く働くべし」の教えは、父と共に、伯龍もその身をもって教え続けてくれたことだった。

　言葉少ない伯龍ゆえ、面と向かって「よくできました」と褒ほめてくれることはあまりない。

　しかし、十年も共にいるのだ。たとえ呆れた声を出していたとしても、その表情から、伯龍が何を考えているか、紅蘭にはわかる。自分に対して心底呆れ困っているのか、それとも心の中ではそれでいいと背中を押してくれているのか。紅蘭は、自分にはわかると自負していた。

　そして、自分がこのような公主として育ったことを、古いしきたりに縛しばられた家臣は嘆なげこうとも、伯龍はきっと満足してくれているはずだ、と。

　伯龍は、紅蘭が隣となりに収まったことを確かく認にんすると、馭ぎよ者しや席に収まった季き雲うんに声を掛かける。

「では、出発しますよ」

「はいはい、待ちくたびれましたよ、宰さい相しよう殿どの」

　のんびりとあくびをしながら、馬に鞭むちを当てるのは、黄こう孟もう大将軍。字あざなを季雲と言う。

　本来、公主の行ぎよう啓けいともなれば、馬車一輛りようではなく、その前後にずらりと禁軍の兵士たちが列を成すはずである。

　しかし、護衛は大将軍という禁軍の頂点に立つ人物とは言え、季雲ただ一人。

「そのような軽装で、いつも兵士も連れず──少しは体面もお考え下さいませ！　姫様～！」

　叫さけぶ伍会の声を尻しり目めに、馬車は中門を越こえ、さらに華安城の東、青せい龍りゆう門をくぐって城下へと出て行った。







「見て、伯龍！　船がたくさん！」

「何か新しい穀物が手に入るといいですね。水害にも干かん魃ばつにも強い穀物が」

　馬車の横に掛けられた御み簾すを上げて声を上げる紅蘭に、港にやって来た目的などお見通しだとばかりに、伯龍は頷うなずく。

　華安の港。桟さん橋ばしには、たくさんの商船が停てい泊はくし、商人に雇やとわれた労働者たちが、荷を降ろしたり積み上げたりと忙いそがしげに動き回っている。

　華の大陸、中央やや北よりを流れる江華は、今日も黄おう褐かつ色しよくの水をたたえていた。夏の強い日差しを照り返し、黄金こがね色いろの水面みなもが輝かがやいている。水の色が青ではなく黄褐色なのは、上流の黄こう砂さを多く含ふくむためである。

　対岸は遥はるか遠く、桟橋からでは到とう底てい見ることができない。青い空と黄色い水面とを区切る、水平線が浮うかぶばかりである。

　この江華に多くの支流がぶつかる位置に、花国はあった。華安城のすぐ南を流れる井い水すいもまた、江華の支流である。

　江華はどこを見み渡わたしても、橋がない。

　水平線の彼方かなたまで続く広い河に橋を架かける土木技術などなく、河を渡わたるには必ず船を必要とする。自然と水運が盛さかんな土地となった。

　遠く下流で渤ぼつ海かいへと流れ着く大河は、いまでは船による物流になくてはならない存在となり、この華安の港は交通運輸の要かなめであった。

　幼い頃ころから、父に連れられて何度も訪おとずれたこの華安の港。紅蘭は、他の河を見たことがなかったから、この風景が江華独特のものであると、商人たちから聞いて初めて知った。

「黄色の河ばかりではない」と聞いて、ひどく驚おどろいたのを覚えている。

　しかし、紅蘭にとっては、この黄金色に輝く水面こそが、河なのだ。

　父に手を引かれ、伯龍と並んで、たくさんの船が出たり入ったりするのを眺ながめる。そんな時間が、紅蘭にとってはかけがえのない時間だった。

　上流から押し流されて来た土ど砂しやを多く含む江華周辺の大地は、堆たい肥ひを必要としないぐらい肥ひ沃よくで、他ほかの土地よりも農耕に適している。これも、父が教えてくれたことだ。

　しかし、江華は花国に恵めぐみだけをもたらす存在ではない。

　暴れ竜りゆうのごとき大河は、時に大だい洪こう水ずいを起こし、人も家か畜ちくも家屋も農地もすべて押し流す。

　おそらく、花国の始祖とされる女め神がみ・女媧の時代、多くの人を失う大災害は本当に起きたのであろう。その後、花国の歴代の王たちは、治水技術の研究に明け暮れた。

　それでも、江華はまだ人には制せい御ぎよしきれない怪かい物ぶつである。

　そこで紅蘭が力を入れているのが、農業であり、栽さい培ばい穀物を多様化することだった。干害、水害があったとしても、多数植えた穀物のうち一品種でも収穫できれば、大だい飢き饉きんは防げるだろう。もちろん、豊作の年には余よ剰じよう分を蓄たくわえておく必要もあるが。

　そう考え、収穫時期や栽培に適した環かん境きようが、それぞれ異なる数種の穀物の栽培を試みていた。

　今日、港を訪れたのも、馴な染じみの商人が西域から穀物を届けてくれるからである。

「呂りよ才さい！」

　見知った顔を見つけ、紅蘭は馬車を降りて走り寄る。伯龍と季雲も、後を追った。

「これはこれは、公主殿でん下か、ご機き嫌げん麗うるわしう……」

「挨あい拶さつはいいわ、呂才。挨拶するなら、他国のことを教えて。どこの地域が豊作で、どこの地域が干魃に苦しんでいるのか」

　拱きよう手しゆして恭うやうやしく頭を下げようとする呂才を、紅蘭は手で止めた。呂才は、久しぶりに会った娘むすめを見るような笑顔を浮かべつつ、紅蘭の問いに答える。

「公主様は相変わらずでいらっしゃいますなぁ。さて、北の方は夏になっても気温が上がらず、江華の上流では夏前に長雨が続いたせいか、いまは一いつ滴てきの雨も降らず困っているそうで……」

「ありがとう、後で詳くわしく聞かせてちょうだい。それと、頼たのんでいた穀物の種は手に入った？」

「ええ、手に入りましたとも。ムギという穀物は、花国では栽培されたことはありませんでしたね」

「……ムギ？　ええ、聞いたことのない名前だわ」

「さようでございますか。それでは、現物を持って参りましょう。おおい、ムギを持って来てくれ」

　呂才は、積荷を運ぶ労働者に声を掛ける。

「季雲、手伝ってあげて」

　紅蘭の命めいに、季雲は走って労働者に手を貸した。

「これは何と恐おそれ多い、黄大将軍閣かつ下かではありませんか」

「気にしないでくれ。うちのお姫ひめ様の方針だ。身分の上下や肩かた書がきにかかわらず、動ける者が動く。だいたい俺は、そこの頭のいい宰相様と違ちがって力仕事ぐらいしか手伝えないんでな」

　穀物のつまった麻あさ袋ぶくろを軽々と肩に担かつぎながら、季雲は答える。

「俺がふだん使ってる戟げき刀とうより、よほど軽いぜ。見たところ、そっちは手が足りてねぇみたいじゃないか。他に運ぶもんがあったら手伝うから言ってくれ」

「いえいえ、これ以上は──」

「俺は、大将軍って言ったって、まだ名前だけの青二才。いくらでも使ってくれてかまわない。今日は、そのつもりで姫様に付いて来たんだからな」

　跪ひざまずきそうになる呂才に対して、季雲はくだけた笑顔で応える。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。先年の戦いくさ以来大きな戦もなく季雲も腕うでがなまっていることでしょう。いざというとき国のために働いてもらうためにも、ここで鍛たん錬れん代わりに働いてもらうとしましょう」

　伯龍も、呂才に気さくに応じ、笑みを浮かべた。







　季雲が、大将軍に就任したのは、先の董国との大戦の後のことである。董国との戦により、花文王に仕えた忠臣たちの多くは、王と共に命を落とし、花国の家臣団は若い世代へとやむなく代だい替がわりするしかなかったのだ。

　季雲自身が言うように、大将軍の位を戴いただいてはいるものの、まだ大将軍として戦場で剣けんを振ふるった経験はない。

　紅蘭が父、花文王を喪うしなったように、季雲もまた、父、黄こう毅き将軍を喪っていた。

　多くの家臣たちが、紅蘭と同じような立場にある。自らの意志にかかわらず、若くして家名を継つぐしかない状じよう況きように追い込まれてしまったのだ。

　しかし、不幸中の幸いとでも言うべきか。

　皆みなが同じような状況に置かれたがゆえに、

「姫様とてお辛つらい状況なのだ。我われ々われが泣いてなどいられぬ。我々の手で、姫様を、花国を支えていかねばならぬ」

と、家臣たちが皆、同じ方向を向いて、未来に向かって歩み出すことができたとも言える。

　花国はいま、紅蘭を中心とした次世代の若者たちによる新しい体制で、まさに船出を始めようとしているところなのだ。

　新しい花国という船は、錨いかりを上げて大河の流れに身を任せようとしている。季雲自身も、もう以前の自由気ままな立場に二度と戻もどれないことは、重々理解していた。

　それでも、このように紅蘭や伯龍から命を下されると、かつての身軽だった頃を思い出す。人に指示されて動く方が、やはりまだ気が楽なのだった。







　季雲が、麻袋を紅蘭の足あし下もとに下ろす。紐ひもをほどき、呂才は袋の口を開けて見せた。

「これがコムギです」

　黄金色の種が、袋の中にぎっしりと詰つまっている。

「これはまた随ずい分ぶんと硬かたそうだな、おいこりゃ、どうやって食うんだ？」

　季雲は袋の中から、一ひと粒つぶつまみ出すと、前歯で齧かじる。

「ああ、将軍、無理です。コムギの外皮は硬いので──」

「じゃあ、どうやって食うんだ？」

「西域では、臼うすを使い粉状に挽ひいて食べているそうです。あちらに袋が──」

「季雲、取って来てください」

　伯龍の言葉に、季雲はまたも労働者より素す早ばやく動き、別の麻袋を持って戻って来た。

　呂才が袋を開くと、そこには白い粉が詰められていた。

「これは……いったいどうやって食べているのかしら？　こんなに細かく挽いた粉だと、黍きびや粟あわのように、蒸むして食べるのは難しそうね」

「西域では水で溶といて、焼いているとか」

「ふうん……なるほど。面おも白しろいわね」

　紅蘭は顎あごに指先を当て、頷うなずきながら笑えみを浮うかべた。

　どうやって料理してみようか──紅蘭は、コムギを眺めながら既すでに思案を巡めぐらせている。

「それに、コムギは秋に播まいて冬に育てることができるそうです」

「それは──冬の間、輪作に使えるわね！」

　紅蘭は、大きな声を上げ、興奮のあまり思わず隣となりにいる伯龍の腕を摑つかんだ。

　目を見開いた伯龍に見下ろされ、思わず気まずくなりそっと手を放す。

「確かに、いまは夏から秋に収しゆう穫かくする穀物が多いですから、使えますね。同じ作物ばかり植え付けていると、土も細りますし。輪作できるとよいでしょうね」

「ええと……た、確かにそうよね、伯龍」

　上ずりそうな声を抑おさえ、紅蘭は答えた。

　手を扇おうぎにして、火ほ照てった顔を仰あおぐ。

　視線がさまよい、あちこち見回しているうち、紅蘭の目は一人の青年の姿を捉とらえた。

　荷札をひとつひとつ確かく認にんしながら、素早く手に持った木簡に書き付けていく。他にも同じような作業をしている者はいるが、その青年は小走りに荷と荷の間をすり抜ぬけ、ものすごい速さで木簡に筆を走らせていた。

「あれは──何をしているのかしら、呂才」

　振り返った呂才はしたり顔で頷く。

「ああ、彼は、暗算の達人なのです」

「暗算の達人？」

　紅蘭は、そのまま呂才の言葉を繰くり返した。

「ええ、ただ荷札の文字を写して歩いているわけではないのです。荷の数を計算しながら、書き付けているのですよ」

「あの速さで！」

「はい、あれはなかなか他ほかの者には真似まねできませんなぁ」

（世の中には、いろいろな才を持った人物がいるのね。身分や出自にかかわらず、あのように優すぐれた者を適材適所で官かん吏りに取り立てていけば、政治ももっとうまく回っていくはずだわ）

　暗算の達人を見つめながら政まつりごとについて思案していた紅蘭に、呂才が声を掛かける。

「そういえば、今回持って来たムギはもう一種類あるんです」

　手持ち無ぶ沙さ汰たにしていた季雲は、呂才の指す荷へと向かった。

　呂才の手で開けられた袋の中には、先ほど見たコムギとそっくりな穀物の種が詰まっている。

「これは──コムギではないの？」

「はい、これはオオムギという種で、コムギより冷害や乾かん燥そうに強いのだそうです」

「それは、助かるわね。両方植えておいて──もしその年の冬が寒くてコムギがダメになったとしても、こちらは収穫できるかもしれない──ということね」

「その通りです、公主殿でん下か。それに、こちらのオオムギは粉にせず、粒のまま西域でも食べているとのことでした」

「なるほど──ということは、花国の食生活を考えると、まずはこちらの方が受け入れやすいかもしれないわ」

「そうですね」

　呂才も頷く。

「とりあえず、両方とも馬車に積めるだけ貰もらっていくわ。積めない分は後で季雲に取りに来させます。伯龍、支し払はらいを」

「毎度ありがとうございます」

　呂才は拱きよう手しゆしながら、深く頭こうべを垂れた。

「季雲、もう一仕事だ。姫様の命で、これらのムギを馬車に積めるだけ積んでくれ。といっても、我々も乗るから人が二人乗る場所は確保しておいてほしい。──おそらく後でまた荷を取りに来てもらうことになるかと思うが頼たのめるか」

「この後は、確か黍の収穫に井南の郷さとに向かうんだったな？」

「そうだ、できるだけ郷に持って行きたい」

　支払いを済ませた伯龍は、紅蘭の考えていることを先回りして季雲に命めいを下す。

「わかりましたよ、そいじゃ、ちょっと待っててくださいな」

　そう言って季雲は、再びムギの袋ふくろの山へと走って行った。

「今日は大きな収穫があったわ」

　紅蘭は、瞳ひとみを輝かがやかせて呂才に礼を言う。

「もったいないお言葉です」

「それに、さっきの──暗算の達人。ああいった異才を持った人物も、世の中にはいるのね。いまは貴族しか宮きゆう廷ていの役人に登用できないけれど、ああいった人物を出自に関係なく登用することができれば、国も変わっていくのかもしれないわ。ね、伯龍」

「そうですね、それにはまず法を変える必要があるかと」

「国を安定させるために、ゆくゆくは、新しい法を考えていきたいわ」

　紅蘭の言葉に、伯龍は満足そうに頷きながら、顔をほころばせた。
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「これが稲いな穂ほ？　春に一いつ緒しよに田植えをした稲いねがここまで──」

「そうですよ、坊ぼつちゃん。よく頑がん張ばりましたね。坊ちゃんが、植えてくだすった苗なえがこうやって収穫して食べられるまでに育ったんです」

　紅蘭は、幼い頃ころから父と共に華安城近くのいくつかの農村を訪おとずれていたが、そこに新しく伯龍も加わった。

　紅蘭が、伯龍に水すい仙せんの球根を育てさせて以来、伯龍は笑顔を見せるようになった。

　伯龍が笑ってくれるようになったことが、紅蘭にとってはただただ嬉うれしかった。共に、訪れる農村でも、少年らしい表情を浮かべるようになっていた。

「伯龍、君が花国に来てもう二年になるか。君にできることは花を育てたり、稲を育てたりすることだけじゃない。まだまだいくらでもあるんだ。手始めに、うちの娘むすめに勉強を教えてやってはくれないかね。君はなかなかの秀しゆう才さいだと聞いているよ」

「はい、僕でできることなら」

　伯龍の肩かたを叩たたきながら言う花文王に、伯龍は頷いた。







「姫ひめ様、姫様」

「ん……」

「井南の郷に着きましたよ」

　紅蘭は、目をこすりながら目ま蓋ぶたを開く。

「……夢を見ていたわ」

「さようですか、どのような夢を？」

　問う伯龍の声があまりにも間近、すぐ真上から降ってくることに違い和わ感かんを覚え、その声の主を寝ねぼけまなこで探す。

　目の前に、紅蘭のものではない紺こん地じの袍ほうの柄がら。視界と頭がはっきりとしてくると、それが伯龍のものだとわかる。自分が伯龍に寄りかかってうたた寝をしていたことに気付いた紅蘭は、

「きゃっ」

と小さく悲鳴を上げて、伯龍を両手で突つき飛ばすようにして飛び退のいた。

　紅蘭の背が、ムギの詰つまった麻あさ袋ぶくろにぶつかる。

「危ない」

　伯龍の手が伸のびて、再び紅蘭を自分の方へと引き寄せた。

「寄りかかってきたのは姫様です」

「ごめんなさい」

　憮ぶ然ぜんと答える伯龍に、紅蘭は謝るしかない。

（あ～あ、夢の中の伯龍はあんなに可愛かわいかったのに──って、それよりも、収しゆう穫かく、収穫。頭を切り替かえなくちゃ）

　心の中で夢を反はん芻すうした後、高鳴る鼓こ動どうを何とか抑えようと伯龍以外のことを無理やり考えながら紅蘭は馬車を降りた。

「ようこそ、いらっしゃいませ。公主殿下」

と、叩こう頭とうする郷人たちを、紅蘭は立ち上がらせる。

「いいのよ、もういつもそんなことしなくていいって言っているでしょう。私たちは同じ人と人なの。それに、今日は黍きびの収穫を手伝いに来たんだから。私のこともただの郷の娘だと思って使ってちょうだい」

　伍会がここにいたら、「下々の者とそのように気軽にお話しになるなんて」と顔をしかめて説教を始めるだろうな、と紅蘭は思う。

　伯龍はそんな態度の紅蘭には慣れきっている。涼すずしい顔で横に立っていた。

「それに今日は、いいものを持って来たのよ。来て来て」

　郷人たちを手で招いて馬車まで呼ぶと、紅蘭はコムギとオオムギの入った袋の口を開けて見せる。

「新しい西域の穀物が手に入ったの。しかも、冬に栽さい培ばいできる穀物よ」

「おおっ」

　紅蘭の説明に、郷人たちの間にどよめきが起きる。

「ね、輪作にぴったりでしょう」

　郷人たちは、笑え顔がおで頷うなずいた。

　中の一人、郷の長おさが、器うつわを手に紅蘭に近付く。

「我われ々われからもひとつ報告があります。公主様に教わりながら栽培を始めた野生のツルマメが、上手うまく根付きました。昨日、収穫したものを煮にてみましたので、どうぞお召めし上がりください」

「まあ、丘きゆう金きん、ありがとう。それは是ぜ非ひ食べてみたいわ！　みんなの分はあるの？　みんなで一緒に食べましょうよ」

　紅蘭の言葉を合図に、郷の女たちが大きな鍋なべを持って屋内から出て来た。

　女たちは、豆の羹あつものを椀わんにすくっては、次々と郷人たちに渡わたす。

　あたたかい食べ物を前にして、郷人たちの緊きん張ちようも緩ゆるんだようで、次し第だいに紅蘭、伯龍との距きよ離りを縮めると、声をかけ始めた。

「姫様、先年の戦いくさで姫様が手ずから手当てしてくださった傷、こんなに綺き麗れいに治りましたよ」

　そう言って、裾すそをまくり上げる男の頭を、隣となりからぴしゃりと叩くのは男の妻。

「あんた、汚きたない足を姫様に見せるんじゃないよ」

「汚くなんかないわよ。国のために立派に戦ってくれた足だわ」

と、紅蘭は声を上げて笑う。

「さあ、羹を召し上がってください」

　すすめられて紅蘭は、一さじすくって口に運んだ。

　煮込まれた豆は、とても柔やわらかく、嚙かむと甘みがふわりと広がった。

　口の中でほろりと崩くずれるが、ふだん食べている黍や粟あわよりも粒つぶ自体が大きいせいか、食べているという満足感が大きい。

「これ、美味おいしいわ。伯龍も食べてみて」

「いただいていますよ、これは肉のないとき充じゆう分ぶんに代わりとなりそうですね。なかなか食べ応ごたえがあります」
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　豆をゆっくりと嚙みしめてから、伯龍も郷人たちに感想を述べた。

「そういえば、宰さい相しよう様は独り身ですよね？　まだ結けつ婚こんされないんです？」

　赤ん坊ぼうをおぶった女が、伯龍の器におかわりを注つぎ足しながら尋たずねる。

「子どもは可愛いもんですよ。宰相様の子なら、きっと頭のいい子に育つでしょうねぇ」

　片手で赤子を抱だき、幼子の手を引いた女が、伯龍に無む邪じや気きな笑顔を向けた。

　突とつ然ぜんの問いに、まず紅蘭が驚おどろき、激しくむせる。

「ああ、公主様、大だい丈じよう夫ぶですか」

　傍そばにいた若い娘むすめが、急いで紅蘭の背をさすった。

「よく煮込んだつもりだったけれど、硬かたかったかしら……」

　娘は、咳せき込む紅蘭を心配そうに見つめる。

「いえ……、ゴホゴホ……大丈夫よ」

（伯龍が何て答えても動どう揺ようしないようにしよう）

　落ち着こうと深呼吸しようとして、よけいに咳せきが止まらなくなった。

「このように、まだまだ危なげな公主殿でん下かをお助けせねばなりませんから。私は、国と結婚したようなものですよ」

　涼しい顔で答える伯龍が妙みように憎にくたらしくて、紅蘭は咳き込みながら目だけで伯龍を睨にらんだ。

「まったく、こんなに国のことを考えてくださる宰相様のいらっしゃる国に暮らせるなんて、うちらは幸せ者もんだよ、花国に生まれて本当によかった」

と、郷人たちは伯龍の答えに満足したように頷いている。

　そのとき、ふと思い出したように、二人の子を連れた女が口を開いた。

「ああ、そんな宰相様を見込んで相談があるんですよ。近ちか頃ごろ、郷さとの周りに流る民みんがうろついているんです」

「流民？」

「ええ、おそらく先年の戦で焼け出された郷の者もんでしょう。元はうちらと同じ、農民だってわかっちゃいるんですけど、薄うす汚よごれた身なりを見るとこっちも何かされるんじゃないかって、子連れのせいか身構えちゃいましてね。実際、何かあったわけじゃないんだけど」

「うん、あたしも洗せん濯たく行くとき、ちょっとだけ怖こわいなぁって思ってた」

　紅蘭の背をさすってくれている娘も話の輪に入って来る。

「そうでしょう。うちみたいなとうの立った女ですら怖いんだから若い子はよけい怖いよね」

　彼女たちの言うように、元は同じ農民に違ちがいない。ただ、どちらの郷の近くで戦が起きたか、幸不幸を分けるのはただそれだけだ。

　おそらく流民たちは、董国との国境近くの郷に住んでいた者たちだろう。先年の戦で、董国によって焼かれた郷に住んでいたのだ。

　そして、彼らが住んでいた郷を元の通りに戻もどせないのは、王族と官かん吏りの責任である。

「伯龍、それはすぐに何とかしないといけないわ。今日、帰ったら対策を考えるわよ」

　公主としての顔を取り戻し、真しん剣けんな顔で訴うつたえる紅蘭に、伯龍も首しゆ肯こうした。







「さて、黍きびの収しゆう穫かく、やっちゃいましょうか」

　豆の羹を食べ終わった紅蘭は、腰こしを上げる。

　羹ですっかり温まり、額からは汗あせが流れている。

「こちらの畑です」

　丘金に案内されて歩きながら、紅蘭は袍ほうの袖そでで額の汗を拭ぬぐう。背後から伯龍が、そっと紅蘭に手しゆ巾きんを手て渡わたした。

「ありがとう」

　言いながら紅蘭は、その手巾で流れる汗を拭う。

「さて、これが今日収穫する予定の黍でございます」

　紅蘭の背より高く育った黍は、お辞じ儀ぎをするように黄金こがね色いろの穂ほ先さきを垂らしている。

　紅蘭は丘金から渡された鉄てつ鎌がまを手に、背せ伸のびして穂を摑つかむと、その束を刈かり取った。

　刈り取る際に零こぼれる黍の実を狙ねらって、雀すずめが飛んでくる。雀たちは、可愛かわいらしい声で鳴きながら、穂から落ちた黍をしきりについばんでいた。

　一刻もしないうちに、汗が吹ふき出して、紅蘭の首筋を伝う。

　黍の穂が屋根のように日差しを遮さえぎっていてくれたのだが、穂を刈り取れば刈り取るほど、強い陽光が直接、紅蘭の肌はだを焼いた。

「ああ、伍会にまた怒おこられてしまうわね」

　日差しで赤くなった手の甲こうを見て、紅蘭は笑う。

「俺たちは、日に焼けた公主様の方が好きでさぁ」

「あんたったら、公主様に対して何を恐おそれ多いこと言ってるの」

「おい、鎌を振ふり回すんでねぇ！」

　先ほどの民と妻の声が、黍の穂の向こうから聞こえて来る。

「ありがとう。そう言ってもらえて嬉うれしいわ」

　答えながら紅蘭は、流れる汗を袖そで口ぐちで拭った。

　手巾は帯に挟はさんでしまった。鎌を一度置くのも面めん倒どうで、目ま蓋ぶたに落ちてくる汗を、今度は手の甲で乱暴に拭ふき取った。

「あ、姫ひめ様」

　隣で同じように黍を刈り取っていた伯龍が、紅蘭に近付く。

「まったく……お顔が泥どろだらけでいらっしゃいますよ」

　言いながら、伯龍は自らの袖で紅蘭の顔を拭った。

　間近に迫せまった伯龍の額にも、首筋にも、汗が滲にじんでいた。

　伯龍に聞こえてしまうのではないかと心配するほど、紅蘭の心臓が早はや鐘がねを打つ。

「あ……ありがとう」

　頰ほおの火ほ照てりを隠かくすように、紅蘭は伯龍から視線をはずす。

「あ……」

　それまで何のためらいもないように、なめらかに動いていた伯龍の腕うでが止まる。

「ああ、失礼いたしました。姫様が子どもの頃からまったく変わっていらっしゃらないので、つい」

　謝る伯龍に、紅蘭は口を尖とがらせる。

「ひどい、伯龍ったら。私を子ども扱あつかいしていたの？」

　周囲の民たちも、どっと笑った。

「それは宰相様がひどい、姫様はこんなにもお美しくお育ちなのに」

「本当だ、うちの郷に初めていらしたときは、まだ俺の腰ぐらいまでしかなかったけどな。いまじゃ、立派なご婦人におなりだ」

「本当よ、伯龍。こんな美しい姫を前にして、子ども扱いなんて！」

　高鳴る鼓こ動どうを隠すように、紅蘭はわざと大きな声を上げた。

　再び民たちがさざめくように笑う。

（皆みなで食べ、皆で笑う。こんな時間が永遠に続けばいいのに。そして、伯龍にもずっと、隣となりで笑っていてもらいたいのに。見合いなんてしないで、ずっとこうしていたい──いや、夢想するだけじゃダメね。そうできるように、自分で何とかしていかなくては！）

　紅蘭は、再び黍の穂を強く摑んで刈り取っていった。







　荷運びの終わった季雲と合流した紅蘭と伯龍は、別れを惜おしまれながら井南の郷を後にした。

　紫微宮の正面に馬車が寄せられると、伍会が走って宮きゆう殿でんから飛び出して来る。

　昼の長い季節だというのに、もうすっかり日は傾かたむいていた。

「姫様～、まったくこんな時間まで何をしていらっしゃったのですか！　衣い装しよう合わせをする時間がもうないではありませぬか。それに、お髪ぐしからお顔から、何から何まで泥だらけでいらっしゃいますのは、どういうことでしょう！」

　ねぐらに帰って行く鳥たちの鳴き声のように高い声で、伍会は喚わめき散らしている。

「畑仕事を手伝いに行ったのだから、泥だらけになるのは当たり前でしょう。伯龍だって泥だらけだわ」

　紅蘭の背後で、伯龍は頷うなずく。

「しかし、姫様は女性であらせられますし、九日後には見合いの宴うたげを控ひかえていらっしゃるのですよ。ああ、よく見ると日焼けまでしていらっしゃるではないですか！　公主殿下が日焼けなさるなど前ぜん代だい未み聞もん！　姫様も、まもなく見合いをして結けつ婚こんする妙みよう齢れいの身分高き女性だということをいい加減、自覚なさって下さいませ。この伍会には、頭の痛いことばかりでございます」

　伍会は大おお仰ぎように頭を抱かかえてから、手を叩たたいて女によ官かんたちを呼び寄せる。

「早く姫様を白蓮宮にお連れして。至急、肌のお手入れを。湯ゆ浴あみの後、澡そう豆ずで全身を磨みがき上げて差し上げるように」

「かしこまりました」

　女官たちは、両手を重ね拱きよう手しゆすると、頭こうべを垂れた。

「ちょっと待って、勝手に決めないで！　そんな贅ぜい沢たくなもの必要ないわ！」

　紅蘭は、伍会に対して抗こう議ぎの声を上げる。

　澡豆には、土瓜根からすうりのね、麝じや香こう、白びやく檀だんをはじめとする多数の生薬に、今日、郷さとの民たみたちがごちそうしてくれた豆類も入っている。

　それを、食べもせず身体からだに塗ぬりつけて洗うだけなど贅沢の極きわみであり、そこまでして美び肌はだを保つことに紅蘭は日ひ頃ごろから抵てい抗こうを感じていた。

　王族が絹織物をまとい、金や玉ぎよくで身を飾かざり、澡豆や白粉おしろいで肌を整えても民たちが不満の声を上げないのは、民たちが安心して暮らせる世を保つ義務と責任を果たしているからである。

　紅蘭は幼い頃、母と交かわした会話を思い出していた。

　母は白粉など塗らずとも色白で、とても美しい人だった。

　女官にすべてを任せず、手ずから紅蘭の髪かみをよく梳すいてくれた。

「お母様、その櫛くし、とても綺き麗れいね。大人になったら、私にちょうだいね」

「ええ、いいわよ。紅蘭が、民や国のことをきちんと考えられる大人になっていたらね」

　鳳ほう凰おうの透すかし彫ぼりがされた櫛を見て無む邪じや気きにねだる紅蘭に答えながら、形の良い唇くちびるに笑えみを刷はく。

「民や国のことを考えられる大人？　それって何？」

「この見事な細工の櫛はね、民たちがたくさん働いてくれたから、ここにあるのよ」

「民たちが一いつ生しよう懸けん命めい作ってくれた櫛、ということ？」

「確かに、これを直接、細工してくれた民もいることでしょう。でも、それだけではなくね。この櫛はとても高価なものなの。それこそ、普ふ通つうの民であれば一年食べられるぐらいの価値があるものよ。でも、そういった高価な櫛を使い、民たちが袖を通すことのできない絹織物を身に纏まとっても、民たちから石を投げられないでいられるのは、上に立つ者としての責任を果たしていると民がどうにか認めてくれているからなの」

　母は、花国に初めて、どんな身分の者でも等しく治ち療りようを受けることのできる施せ療りよう院を私財を擲なげうって建てたのだと、その礼と感謝の気持ちを込めて民たちが皆で櫛を贈おくったのだと、後に伯龍から教わった。

「紅蘭はまだ子どもだから、何もしなくても綺麗な絹を纏っていられるわ。でもね、あなたが婿むこ君ぎみを迎むかえるほど大人になったら、民たちはあなたにも王族としての責任を無言のうちに求めるでしょう。そのときに胸を張って、美しい簪かんざしや玉で着き飾かざってられるように、日々、民のために努力するのですよ。もし、民たちが苦しむ世になったなら、まずその身を飾る絹を脱ぬぎなさい。簪や玉を売ってでも、飢うえに苦しむ民たちのための食しよく糧りようを他国から買い付けなさい。私たちは民や国を生かすために存在しているのですから」

　そう、母は紅蘭に教えてくれた。

　逆を言えば、その義務と責任を放ほうり出して、美しく着飾ることはできないのだ。

　紅蘭は、自らが澡豆のような高級な物を使用してよいほど、国のために働いているとは、まだ思えなかった。伍会と女官たちに無理やり連れて行かれそうになりながら、紅蘭は振り返って伯龍に助けを求める。

「今回は、見合いの宴という特別な儀ぎのための準備ですから。これも、国のため。美しく飾り立てて自らの価値をつり上げるのは、姫様の愛する民のためと考えてごらんになっては？」

「もうっ、伯龍まで！」

（見合いの宴を提案されただけでも腹立たしいのに、他ほかの男に選ばれるための準備をしろだなんて、国のためとはいえ本当にひどい！　……といっそ言えたら楽なのに）

　紅蘭は溢あふれる苛いら立だちを抑おさえつつも、咎とがめるように伯龍を睨にらむ。

「ああ……そうだわ、ちょっと待って、これだけは──いますぐ、そう、いますぐ伯龍と話をさせてちょうだい。政まつりごとに関する大事な話なの。後できちんと湯浴みするから」

　そう言うと、紅蘭は女官たちを振り切って、伯龍のもとに駆かけ寄った。

「伯龍、今日聞いた流る民みんたちのことなのだけれど。井南の郷以外にも、兵へい役えきで男手を失って、困っている郷はたくさんあったわね？　これから、黍きび以外にも粟あわや稲いねの収しゆう穫かくが控えているわ。人手が足りないとき、足りない場所に、その流民たちを派は遣けんすることはできないかしら？」

「それは、流民たちに新しい郷を与あたえるのではなく、日によって働かせる場所を変えるということですか？」

「そう。もちろん、ずっとそのままというわけにいかないのは、わかっているわ。もともと彼らが住んでいた郷を、ゆくゆくは元通りにしてあげたい。でも、まだそれを実行に移すには、充じゆう分ぶんに国庫が潤うるおっていないと思うの。だから、暫ざん定てい的に──そうだわ、宮城内に空いている宮はたくさんあるのだから、そこに住まわせてあげて、贅沢な膳ぜんは出せないけれど何か食べ物を配るぐらいの余よ裕ゆうはあるわよね？」

「ええ、それぐらいであれば」

　伯龍は、一いつ瞬しゆん思案するように斜ななめ上に視線をさまよわせたあと、首を縦に振ふる。

「そして、その者たちに畑仕事でも土木作業でも、何か手が足りないところがあれば手伝ってもらう。その日働いた分の対価は国が払はらう。そうしていくうちに国全体の収穫高も上がっていくはずだから、彼らに対価を払ったとしても彼らの郷を元に戻もどす余裕も国庫に生まれるのじゃないかしら。帰る道すがら、ずっと馬車の中で考えていたのだけど……伯龍はどう思う？」

「姫ひめ様にしては、よいお考えだと思いますよ」

　伯龍は紅蘭の提案に、頷いてみせた。

「〝姫様にしては〟って、まったく一言多いんだから」

「姫様が湯浴みをしていらっしゃる間に、これからどこの郷でどれぐらいの人手が足りなくなりそうか、まとめておきます。明日あしたにはお渡わたしできるように」

　紅蘭の文句も気にせず、涼すずしい顔で伯龍は答える。

「ありがとう、伯龍。では、明日。よろしく頼たのむわね」

「御ぎよ意い」

　拱手し会え釈しやくする伯龍を背に、紅蘭は女官たちの元に戻る。

（私はやはり、伯龍と共にこの国の未来を作っていきたい──）

　そう、強く思いながら。
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「尚しよう桜おう、頭がとても重くて一歩も動けそうにないんだけれど──それどころか、このまま後ろに倒たおれてしまいそうだわ」

　見合いの宴、当日。

　ふだん王族にしては、簡素すぎる装しよう束ぞくと装身具で暮らしている紅蘭にとって、苦行としか思えないほどの初めての重装備が施ほどこされていた。

　結ゆい上げた髪には、無数の玉が飾られた簪がこれ以上挿さすところがないというほどひしめき合っている。金の耳みみ飾かざりに、管くだ玉だまの首飾りも紅蘭の自由を奪うばっていた。

　桃もも色いろの絹の深衣の上に羽織る真しん紅くの袍ほうの裾すそは長く、その上に子どもが何人も寝ね転ころがることができそうなぐらいだ。その裾には見事な鳳凰の刺し繡しゆうがあしらってあった。

「姫様、私も──あちこち窮きゆう屈くつでございますが、鎧よろいを着た鍛たん錬れんと思って我が慢まんしております。ですから、姫様もいま少しご辛しん抱ぼうを。お出ましになるときは私が裾をお持ちいたしますので」

　そう答える尚桜も、紅蘭ほどではないが、ふだんは着け慣れぬ衣装と装身具に苦しそうな顔を見せている。

「伍会、尚桜も大変そうだから、私、この袍を脱いだらだめかしら？」

「姫様、何をおっしゃいますやら。もう、桂けい花か殿でんには各国の由ゆい緒しよ正しき家柄のお客様方が正装してお待ちでいらっしゃいます。それを、宴の主役がこの日のために誂あつらえた袍を脱ぐなどと──体面をお考えくださいませ」

「やはりだめなのね」

　わざとらしく頭を抱かかえる伍会を横目に、紅蘭は項うな垂だれる。

　本日、宴でまず賓ひん客きやくたちに挨あい拶さつをする場所は、国家の重要な儀ぎ礼れいや祭さい祀しを行う正せい殿でんとも呼ぶべき桂花殿である。その後背、紅蘭がふだん執しつ務むを行う紫微宮にもっとも近い梅ばい花か殿でんが、紅蘭と女によ官かんたちの準備、休息の場として使われていた。

　正殿とはいえ、花文王の時代から国庫に負担がかからないよう華か美びな儀式は縮小する方向にあったので、この桂花殿、梅花殿を含ふくむ前ぜん朝ちようと呼ばれる宮は、年に数度しか使うことがなかった。人手も足りないため、ほぼ埃ほこりをかぶった状態で放置されていたわけであるが、今日のために急ぎ磨みがき上げられたのだった。

「とはいえ、鍛錬と思うにしても、これは暑すぎるわね、尚桜」

　紅蘭は自らの手を扇おうぎのようにして煽あおいではみるが、まったく涼しくならない。どころか、手を動かす労力で余計に暑くなってしまった気がする。

「ああ、暑い。本当に、脱いでしまいたいわ」

　紅蘭の声に、団扇うちわを持った女官が走り寄る。

　しかし、紅蘭のもとに辿たどり着く一歩手前で、

「あっ」

と声を上げたかと思うと、自身の裾に躓つまずき、紅蘭の袍の裾へと倒れ込んでしまった。

「そなたは姫様に対して何と無礼な！　しかも、ああああ……今日のために誂えた、この花国の王族の象しよう徴ちようである大切な鳳ほう凰おうの刺繡を踏ふみつけるなど何たる不敬！　もし少しでも傷がついていたり泥どろがついていたりしたなら──」

　怒ど鳴なりながら女官に手を上げようとする伍会の腕うでを、紅蘭が摑つかむ。

「伍会、やめなさい」

　伍会を制止すると、紅蘭は女官の方を向き優やさしく声を掛かけた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　あなたは、先日新しく入った方ね。確か……、玉ぎよく蓮れん──だったかしら？　急いで桂花殿を掃そう除じしてくれたと聞いているわ。どうもありがとう」

　その途と端たん、女官は感かん極きわまったのか、わっと声を上げて泣き出した。

「うちらのような者もんにまで、もったいねぇお言葉──な、名前まで覚えて……」

「『者もん』ではなく『者もの』、『ねぇ』ではなく『ない』ですよ！　お客様の前でそのような言こと葉ば遣づかいをしたら、ただでは──」

「『ただでは？』ですって、伍会、何てことを言うの？　彼女は、ついこの間まで農村の娘むすめだったの。城の女官たちが使う言葉がすぐに覚えられなくても仕方がないでしょう」

「姫様、正しくは農村の娘ではなく、流る民みんの娘です。まったく、こんな汚きたならしい娘たちをこの晴れの日に──」

「伍会、玉蓮たちにそのように冷たく当たらないでちょうだい。彼女たちを城に入れたのは、私の考えなのだから」

　紅蘭は、玉蓮が傷つかないように伍会の言葉を途中で止める。

　若い臣下たちは、身分の上下にかかわらず、紅蘭が誰だれにでも分け隔へだてなく接することを快く受け入れる者が多いが、格式を重んじる年配の臣下にまではなかなかその意図するところが伝わらない。紅蘭は、そっと溜ため息いきを吐はいた。

「それに、この人事は私の決めたものですが、何かご不満でも？　伍会殿？」

　自らの仕事を終えたのか、梅花殿に入って来た伯龍が、伍会の背後から声をかける。

「──っ」

　二人に責められた伍会は、息を吞のんで、そのまま押し黙だまった。居い心地ごこちが悪そうに、下を向く。

「伯龍も、今日は随ずい分ぶん立派な格好をしているのね」

　紅蘭同様に、通常は動きやすさを優先した装束を身につけている伯龍も、さすがに今日は一国の宰さい相しようとして、文句のつけようのない格好をしている。

　頭には革かわ製の黒い冠かんむりを被かぶり、上衣は床ゆかまで届く長い黒の袍。下半身は女性と同じように裳もを着けているため、動きにくそうである。上衣に締しめた帯には、いかにも高級そうな石でできた立派な佩はい玉ぎよくが下げられているのがほの見えた。

（──なんて格好いいのかしら──まぁ、口が裂さけても本人には伝えられないけれど）

　礼らい服ふくに身を包んだ伯龍に目を奪われた紅蘭に、当の伯龍は涼しい顔をしながら手元の羽う扇せんで自らを煽いでいる。

「ええ、私とてこのように窮屈なのを我慢しているのですから、姫ひめ様も今日は──いえ、宴の終わる日までは、どうか我慢してください」

　そして、いまさら気付いたとでもいうように、紅蘭の豪ごう勢せいな衣装に目を瞠みはる。

「しかし、馬ま子ごにも衣装。人は服装、馬は鞍くらとはよく言ったもので。今日の姫様はまあ、いつもよりは見られるようになったじゃないですか。これなら、大国の公子様方の前に出ても恥はずかしくはないでしょう」

「ひどいわ、もっと正直に褒ほめてくれてもいいのに、相変わらず冷たい言い方をするのね」

　紅蘭は、伯龍の言葉に軽く頰ほおを膨ふくらませてから、跪ひざまずいて泣きじゃくる玉蓮の手を取って、立ち上がらせる。

「伍会の言うことは気にしないでね、玉蓮。いまは、ここがあなたの居場所よ。そうだわ、煽いでくれるのよね？　私が暑いことに気付いてくれてありがとう。伯龍ったら、自分ばっかり煽いで涼しそうだけど、私は玉蓮に煽いでもらうことにするわ。ね、よろしくね」

「はい、かしこまりましたです、姫様」

　玉蓮も頷うなずき、泣き笑いしながら、団扇で紅蘭を煽ぎ始めた。

「各国の賓客たちはお揃そろいになりましたので、少し涼すずまれたらお出ましをお願いいたしますよ、姫様」

「わかっているわ、伯龍」

──彼女が泣き止やんだら出るわ──

　紅蘭は頷いた後、伯龍に顔を向けると、視線と口の動きだけでそう伝えた。
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「煽いでくれてありがとう。さあ、充じゆう分ぶんに涼んだから行きましょうか」

　紅蘭は、団扇を煽いでいた娘に笑え顔がおを向けてから、伯龍に告げ立ち上がった。

　尚桜も素す早ばやく続いて、紅蘭の裾を持つ。

　伯龍に先導される形で、紅蘭たちは桂花殿へ続く廊ろうを進んだ。

　桂花殿が近付くに連れ、宴に参加する賓客たちのざわめきが伝わってきた。

　事前に目を通した釣つり書がき通りなら、桂花殿には三十人ほどの婿むこ君ぎみ候補が集まっているはずだ。

　一歩踏み出すごとに、そのざわめきは人の声として次し第だいにはっきりと聞き取れるようになっていく。

「華大陸で一番古い王家と聞いていたからどんなに立派な宮城かと楽しみにしていたのですが、古くさいだけの城ですね」

「なんだか、掃除が行き届いていないような……。ここだけの話、女官たちもどうにも野や暮ぼったい女たちばかりで、これでは花国の姫君と言ってもたかが知れているかもしれませぬ」

「とはいえ、どんな醜女しこめであろうとも、その姫を手に入れれば華の地、全土の王となれるのであれば、それぐらいは我が慢まんせねばなりませぬな」

　紅蘭は、一いつ瞬しゆん歩みを止めそうになった。

　歴史と伝統しか持たない小国。しかし、創世神話だけは魅み力りよく的。

　そう思って集まって来たであろう約三十人を相手に、いまから一ひと芝しば居いを打たなければならないのだ。紅蘭は、すうっと深く息を吸って、胃の辺りに感じた不快感を身体からだから追い出すと、再び先ほどと同じ歩調で歩き始める。

　その様子を見ていた伯龍は、紅蘭に一礼すると、先に桂花殿へと向かった。

　伯龍は、客たちの前に進むと、一連の舞まいを思わせる流れるような動きで、拱きよう手しゆし頭を下げた。

「花国宰相、朱英と申します」

　場のざわめきが一瞬で止まる。慌あわてて、広間に集まった客たちも次々に拱手した。

「このたびは、このような小国にお集まりいただき有り難がたく存じます。まこと貧びん乏ぼうな小国ゆえ、皆みな様さま方に満足なもてなしもできずご不便をおかけすることも多々あるかとは存じますが、どうか野暮な蛮ばん国こくゆえと、ご容よう赦しやいただければ幸いです」

　伯龍のよく通る声が、桂花殿に響ひびき渡わたる。

　野暮でも野蛮でもない、その真逆の優ゆう雅がな所作に、皮肉を込めた挨あい拶さつ。

　先ほど、花国を馬ば鹿かにして笑っていた者たちは、息を吞む。

　場の空気が一瞬で変わった。

（伯龍は、私が客人たちの悪口に一瞬傷ついたのに気付いて、あのような挨拶をしてくれたのね。ありがとう、伯龍。大丈夫、私も──できる）

　太たい鼓この音が鳴り響き、続いて、

「花国第一公主、凰おう姫き、出しゆつ御ぎよ」

の声。

　紅蘭も、いま一度、深呼吸をしてから広間へと進んだ。

　客人たちは、皆、一いつ斉せいに拝はい跪きする。

　しかし、紅蘭は玉座には見向きもせず、客たちの正面に立ったまま、声を掛けた。

「皆様、どうか面おもてをお上げになってくださいませ。私はまだただの公主でしかなく、王ではありません。また、大切なお客様に頭を下げていただくわけにはまいりませんもの」

　伯龍の挨拶で張り詰つめた空気が漂ただよっていた広間に、穏おだやかな紅蘭の声が響いた。

　しかし、「面を上げよ」と言われても、賓ひん客きやくたちはすぐに顔を上げられずにいる。素直に従ってよいものか。既すでに婿君選びの試験が始まっていて、これもその関門のひとつなのではないか、と疑っているようだ。顔を下に向けたまま、目だけで周囲の様子を窺うかがっている者が多い。

「それに、頭を下げなくてはならないのは私の方なのです。どうか、皆様。跪かずにお立ち上がりください。そして、まずは私の話を聞いてくださいませんか」

　再びざわめきが広間に広がる。王族ならまだしも、婿君候補の中には、貴族の子し弟ていもいる。王族を前に拝跪の姿勢をやめよと言われ、戸と惑まどうのも無理もない。それでも、まずは公子たちが、ゆっくり少しずつ顔を上げ立ち上がり始めた。それを見た貴族たちも、順に顔を上げる。

　皆が自分を値ね踏ぶみするような視線を向けていることに気付きながらも、気にしない素そ振ぶりで紅蘭は話を続ける。

「私の中には、花国を統治するにあたって確固とした理想像があります。それは、誰一人として飢うえない国であり、そのためには王族自らが民たみと共に働き汗あせを流す、そのような国です。これは、我が父、花文王が理想としたものでした。父は志半ばで亡なくなりましたが、私はその遺志を継つぎたいと思っております。そして、私と共にその志に沿そった国を作ってくださる方でなければ、婿君としてお迎むかえすることはできません」

　客たちは皆、紅蘭の意図をはかりかねたように首を傾かしげる。

──これは、見合いの宴うたげが始まる前に、婿としての選考基準を話しているのだろうか？──

　皆、そういった面おも持もちで紅蘭の次の言葉を待っていた。

　紅蘭はいったん言葉を切って、深く息を吐はく。

「皆様方は、私の婿君選びの宴だと聞かされて、本日、ここまで足を運んでくださったことでしょう。しかし、申し訳ございません、私はこの宴をただの見合いの宴にしたいと思ってはいないのです」

　伯龍が目を見開いてから、責めるように紅蘭を凝ぎよう視しする。

　広間は騒そう然ぜんとした。

（この反応は予想の範はん囲い内。そして、伯龍がきっと怒おこっているだろうことも想定の範囲内。でも、何とかお客様の機き嫌げんを損そこねずに計画を進行しなくては）

　紅蘭は、広間のあちこちから上がる疑問の声も、ものともしない落ち着いた素振りを演出しつつ、再び話し始める。

「見合いということは、ここに集まってくださっている多くの国の公子様方の中から、たったお一人を選ぶということ。つまり、結果的にたったひとつの国としか今後は深く交流できないということになってしまいます。それは、なんと残念なことでしょう」

　紅蘭は、集まった皆を見回してから、わざと大きな溜ため息いきを吐ついて見せた。

「花文王が目指していた理想は、もうひとつあります。それは、戦いくさのない世を作ること。先ほど、誰だれ一人として飢えない国と申しましたが、それは身分にかかわらず誰でも不自由なく生きていくことのできる国です。誰もが理り不ふ尽じんに命を奪うばわれることなどあってはならないのです」

　紅蘭は語調を強めながら、賓客たちの反応を窺った。この絵空事のような考え方をいったいどれぐらいの人たちが受け入れてくれるだろうか、という不安がよぎる。

　それでも、これは皆に伝えたいこと──いや、絶対に伝えねばならないのだ、と胸を張る。

「しかし、このように戦乱が続く世では、その理想を貫つらぬくことはできません。戦が起きれば、まず最初に踏ふみにじられ命を奪われるのは弱い立場の民たちです。弱き者たちの命を蹂じゆう躙りんするようにして生きながらえる国など、何のための国家でしょうか。国を囲う城じよう壁へきは、民を守るものでなければならないはずです」

　いつの間にか、広間のざわめきはとうに収まっていた。

　しかし、この静せい寂じやくは、先ほど伯龍が客たちの声を黙だまらせたときとは違ちがう。皆、息をするのも瞬まばたきをするのも忘れたかのように、紅蘭の話に引き込まれているがゆえの静寂である。

「そのような国家を作っていくためには、たったひとつの国と姻いん戚せき関係を結び、たったひとつの国と交流を続けるだけでは難しいでしょう。そして、このように多くの国の公子様や貴族の皆様方とお話しできる機会など、そう滅めつ多たにあることではございません。私にとっては、初めてのこと、これは何という僥ぎよう倖こうかと思いました」

　皆が自分の話に聞き入っているのを確かく認にんすると、紅蘭は拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめた。

（ここからが勝負よ）

「このような機会を一人の殿との方がたを選ぶという宴にしてしまうのは、なんともったいないこと──！　ここにいらっしゃるすべての皆様と、理想の国家を作るにはどうしたらよいか話し合い、今後も深い交流を積み重ねていけたらどんなに幸せでしょうか……、私はそう考えたのでございます。もちろん、見合いの宴だからといらしてくださった方もいらっしゃることでしょう。ですから、『話が違う、帰らせてもらう』と思われても、それは私の不徳の致いたすところです」

　紅蘭は、詫わびを口にしたが、どこからも不平の声は聞こえて来なかった。

「皆様方は、この花国にとってとても大切なお客様。心ばかりの品を用意させていただきました。せめて、それをお受け取りいただいてから、席を立ってくださるなら望外の喜びに存じます。また、これは私個人の我が儘ままであり、私がこのようなことを言い出すなど、宰さい相しようですらあずかり知らぬこと。ですから、もし私のこの我が儘をご不快に思われましても、どうか我が国との国交を絶とうと思わないでいただきたいのです。これは、世間知らずの子どもの我が儘、宰相以下家臣たちには何の咎とがもございません」

　紅蘭は、頭を下げながら横目でちらりと伯龍の様子を窺った。

　頭を抱かかえたり口をぽかんと開けて呆ぼう然ぜんと立ちすくむ家臣たちも多い中、すぐ傍そばに控ひかえている伯龍の表情は、一見、何も変わらないように見える。

　しかし、子どものときから長年、伯龍と付き合ってきた紅蘭にだけはわかった。

　いつも冷静なその瞳ひとみが、

（ここまでお膳ぜん立だてしたというのに、いったい何をやらかしてくれたんだ、この姫ひめ様は）

とでも言いたげに、紅蘭を睨にらんでいることを。







「玉蓮、例のものを」

　後ろに控えていた女によ官かんたちが、紅蘭の合図でそれぞれに散る。

　しばらくすると、女官たちは各国への贈おくり物を台車に載のせて運び、広間へと戻もどってきた。

　玉蓮は、紅蘭の元に走り寄り、木簡を手て渡わたす。

　それは、贈り物の目録であった。

　紅蘭の指示で動いた女官たちは、すべて数日前に急きゆう遽きよ雇やとい入れた元流る民みんたち。古くから勤めていた女官のうち、このことを知っているのは尚桜だけだった。

「青せい国こく、第三公子、荀じゆん蒼そう殿でん下か」

　紅蘭の声に、一人の公子が、

「はっ」

と、応じて会え釈しやくした。

「どうかこちらまでいらしてください」

　紅蘭の声に近付く公子は、細身ながら王族というより数々の戦場を経験して来た武人のように鍛きたえ上げられた体たい軀くを持ち、鋭するどい眼まな差ざしをたたえていた。しかし、その冴さえ冴えとした瞳は人を寄せ付けない類たぐいのものではなく、その奥に人としての温かみを備えているように見える。

「荀蒼、字あざなは仁じん叔しゆくにございます。どうか、仁叔と呼んでくださいませ」

　そう言って、紅蘭の前で再び頭を下げる。その口調も、硬かたくはきはきとしていて、武人にふさわしい話し方だった。

「ありがとうございます、それでは私のことも紅蘭と呼んでくださいませ」

「はっ」

「青国には、鉄鉱石十斤きんを用意いたしました。もしよろしければ受け取ってください」

「はっ、有り難がたき幸せに存じます」

　かしこまる仁叔に、紅蘭は笑え顔がおを浮うかべ目録の木簡を手渡す。

　仁叔が下がると、再び紅蘭は声を上げ、別の公子を呼んだ。

「江こう国こく、第五公子、江こう亮りよう殿下」

「はい」

　次に呼ばれた公子は、まるで女性のように美しく整った顔立ちだが、その肌はだは日に焼けて、片目は眼帯で覆おおった隻せき眼がんである。しかし、それが全体の均きん衡こうを崩くずすことなく、むしろ彼の醸かもし出す雰ふん囲い気きにとても似合っていた。

「俺のことも、どうか字で、子し翠すいと、呼んでいただけると嬉うれしいですね」

「わかりました、子翠殿下。あなたの国には、西域の珍めずらしい玻は璃りの瓶びんと盃さかずき、それに葡ぶ萄どう酒を用意いたしました。あなたが使ってくださってもかまいませんし、何ならこれを交易で使ってくださってもかまいません」

「ほうっ……」

　子翠は、紅蘭の言葉に驚きよう嘆たんしたような声を上げる。

「いったいこれは、どうやってご用意されたんですか？」

「私の私財で、馴な染じみの商人から手に入れたものなのです。精せい一いつ杯ぱいこの日のために頑がん張ばったのですが……。他国の方からしたら、大した物ではないと感じられるかもしれませんね」

　謙けん虚きよに答える紅蘭に、子翠は興味深そうな眼差しを向けた。

「それはそれは。予想を超こえたお姫様でいらっしゃいますね──いまのお話を伺うかがって、俺は、姫様のことを『はい、そうですか』と簡単に諦あきらめたくはなくなりました。先ほどの条件を満たせば、婿むことして選んでいただける余地がまだあると考えてもよろしいのでしょう？」

「えっ？」

　予想外の子翠の反応に、紅蘭は固まった笑顔のまま一歩後あと退ずさる。

「そ、それは……」

「まさか、こんな反応が返って来るとは考えていらっしゃらなかった、というお顔をしていらっしゃいますね。もちろん、すぐに答えを出してくださらずとも、かまいませんよ。宴うたげはまだ二日ありますしね、その間に、俺のことも少しは婿候補として考えていただけるよう努力しましょう。どうか、この子翠をお見知りおきください、聡そう明めいなお姫様」

　子翠は優ゆう雅がに一礼すると、紅蘭の前を辞した。







　子翠は、自らが立っていた位置に戻ると、隣となりの仁叔に声を掛かける。

「あの、お姫様はただ者じゃないようですね。交易っていうものを、大変よくご存じとは……いやぁ、恐おそれ入りました」

「江公子殿下、それはいったいどういうことですか？」

「子翠と呼んでくれてかまいませんよ。その代わり、俺も仁叔殿と呼ばせていただいてもよろしいですかね？」

「もちろん、構いません、子翠殿」

　仁叔の堅かた苦くるしい返事に苦く笑しようしながら、子翠は問う。

「仁叔殿は、武官でしょう？」

「はい。自分は、第三公子ゆえ王位には遠い。ですから、兄の太子を守るため、自ら志願して軍へと入ったのです。子翠殿も、確か武人であられると伺っておりますが」

「確かに、おっしゃる通り俺も武官ですが……。我が国の武官と、貴国の武官では、随ずい分ぶんとその性質が異なるようですねぇ。青国はガチガチの法治国家だと噂うわさには聞いていましたが、王族も武官もみんなおたくみたいにお堅いんです？」

　子翠は、くだけた口調で仁叔に話しかける。

「か、堅い？」

　仁叔は思ってもみなかったことを指し摘てきされたとばかりに、大きく目を見開いた。

「ご自身では気付いてらっしゃらないのですか。これは、さぞかし荀将軍の隊は規律が厳しいことでしょうなぁ」

「なっ、そなた、我が軍を愚ぐ弄ろうする気か？」

　仁叔は、眉み間けんに皺しわを寄せ、刀の柄つかに手を掛けそうになる。

「まあまあ、これは単なる冗じよう談だんというものです」

と、子翠は手で制した。

「宴の初日からいきなり私し闘とうはご勘かん弁べんを。親しくなるには、きわどいぐらいの冗談を言う、そんな中で俺は長年暮らして来ましたのでね。こんな物言いしかできないんです。お許しを」

「そなたの国は皆みな、そのようにふざけた……」

「うちの国は兆ちよう江こうと東の大海に面していましてね。確かに俺も軍の人間ではありますが、主な仕事は海かい賊ぞくと河か賊ぞくの退治。荒あらくれ者の相手ばかりしているせいで、こんなふざけた口の利きき方しかできなくなってしまったんですよ。いかにもお坊ぼつちゃん、という話し方をしていては、諜ちよう報ほう活動すらできやしないんです。任務に支障を来きたしますからね」

「なるほど、そういった事情が……軍と国のためということですか」

　これも任務遂すい行こうのためか、納なつ得とくしたとばかりに仁叔は頷うなずく。

「いやぁ、別に無理をして荒くれ者に合わせているわけではありませんよ。むしろ、おとなしい公子の振ふりをするのも、そろそろ限界といったところですね。ふだんの調子で話をさせてもらえると、ありがたいんですがねぇ」

　子翠は訴うつたえるような笑みを浮かべ、仁叔に視線をやった。

　仁叔はしばらく無言で、斜ななめ上の虚こ空くうを見つめていた。子翠のここまでの話を反はん芻すうしていたのだろう。

　しばらくすると、何かに気付いたというように、仁叔はポンと両手を叩たたく。

「そなた……、もしかして〝河か賊ぞく公こう子し〟？」

「ああ、そんな二つ名で呼ばれているらしいですねぇ。ま、俺自身は、河賊じゃなく河賊を討とう伐ばつする側なんですが、どういうわけだか、俺の方が賊であるかのように呼ばれるとは……この風ふう貌ぼうがいけないんでしょうかねぇ、ハハハ」

　子翠は、わざと眼帯に掛かった前まえ髪がみを片手でかき上げながら、豪ごう放ほう磊らい落らくに笑う。これが、子翠の言うところの「ふだんの調子」なのだろう。

「ということは、そなたも将軍──や、江国の水軍すべてを束ねる大将軍ではないですか！」

「まあ、一応は、そういうことになっていますが……。それよりも、いま俺は軍の話をしたいわけじゃない、あのお姫ひめ様がただ者じゃないってことを話したいんですが、よろしいですか？」

　子翠は、仁叔の前で「違ちがう違う」とばかりに人差し指を左右に振る。

「ただ者ではない？　それは、戦いくさをなくそうと考えるようなところでしょうか？」

　仁叔はそう問いながら、首を傾かしげる。

「なるほど、ふむ。おたくだとそういう考えになってしまうわけですね。俺がただ者ではないと思ったのは実はそこじゃあないのですよ。うちの国は、さっきも言ったように華の地の東のはずれ。東とう大たい海かいと兆江に面しているため、他国との交易で国庫を潤うるおしているんですが……」

「うむ、江国が貿易大国だというのは、自分も知っています。それが、姫様と何か関係が？」

「まあ、そんな国で育つと自然と交易の知識が頭に入るものでしてね。それですぐに気付いたんですが……、あのお姫様、交易ってものをよ～くご存じでいらっしゃる」

「それは、いったいどういうことです？」

　仁叔はさらに首を傾げた。

「まあまあ、お堅い軍人さんにもわかるように、俺が説明して差し上げましょう」

「かたじけない」

　頭を下げる仁叔に、子翠は両手を上げる。

「そう素す直なおに来られると、ちょっと調子が狂くるいますね。おたくの国は大軍を抱かかえていて、それは華の地の誰だれもが知ってることでしょう。もし、華の大地を統一する国があるとすれば、青国に違いないと思うぐらいの大国。そう思っている者も多いはずです。その大国の将軍様がこのように謙虚なお人ひと柄がらとは……皆、思いも寄らぬことでしょう」

「我が国はそのような大それたこと考えてはおらぬのだが──」

「まあ、それはそうでしょう。もし、そのようなことを考えているなら、董国ととっくに戦を始めているでしょうからね。しかし、おたくの国は大軍を抱えてはいるが、国内に鉱山がない。つまり、兵士すべてに武器をまかなうには他ほかの国より苦労するってことじゃあないですか？」

　遠い異国の公子に、国内の事情をすっかり見み透すかされていることに驚おどろいたように、仁叔は目を瞠みはる。

「うっ、確かに、その通りだが……」

「そんなおたくの国に、鉄鉱石をくれたんですよ、あのお姫様は。そして、東の端はしっこの俺の国は、ふだんから東の和わ国こくや加か羅ら国こくとはよく交易しているわけですが、西域の国と交易するのは位置的にちょっと大変なんです。そんなうちに西域の珍しい物をくださった。しかも、『交易に使っていい』とまでおっしゃって。それは、うちの国がいま賜たまわった品で東の国々と交易してもよいということ、つまり、うちがふだんどうやって国を潤しているのかも理解しているし、交易ってものがどういうことか熟知してるってことじゃあないですか」

　仁叔は、子翠の言うことを理解しようと、真ま面じ目めな顔をしてその説明に聞き入っていた。

「その証しよう拠こに、ほら、いまお姫様の前にいるのは沙さ国こくの公子。あそこの国は西域に近い代わりに海が遠い。その国に海が遠いと手に入れるのに苦労する塩を渡わたしていらっしゃる」

「あ……」

　常に軍の前線に立ち、戦ばかりで交易のことなど考えたこともない、生きつ粋すいの軍人である仁叔にも、ようやく得心がいったようで、その表情が変わる。

「それは、理解できたって顔ですね？」

「あ、ああ。そなたの説明がわかりやすかったゆえ、ようやく自分にも理解ができたようです、かたじけない」

「俺は、最初の挨あい拶さつを聞いて、何、世よ迷まい言をほざいていやがるんだと、実は思っていたんです。どうせ、城の中でぬくぬくと暮らして、戦の何たるかも国の何たるかも知らないから、ああいう言葉が出るんだろうとね。しかし、あのお姫様は常に前線に立って戦っている俺たちと同じぐらい、世の中の仕組みをわかってらっしゃる。その上で、あの発言をしたんでしょう」

「──あ……！」

　仁叔の表情が、さらに変わる。いまも各国からの客人たちに贈おくり物の目録を渡し続ける紅蘭を、目をぱちぱちさせながら見つめていた。

「あのお姫様なら、本当に花文王の理想ってもんを継ついでくれるのかもしれない。そう思ったら、ただお土産みやげをいただいて、はい、さよならっていうんじゃ、つまらないと思ったんですよ、俺は。あの姫様の隣に立って、一いつ緒しよに新しい地平を見てみるのも楽しそうだと思ったんです」

「ああ──確かに。自分は、父から『国のために、あの伝説の姫を手に入れて来い』と命じられただけだったのですが。伝説など関係なく……、姫様自身が、この華の地を変える力を持つ姫なのですね」

　そうだ、と言うように子翠は頷く。

「これは、説明などするのではなかったかな。ああ、しまった、俺としたことが。敵を増やしてしまったな。抜ぬけ駆がけはなし、正々堂々といきましょうや」

　白い歯を見せてにっこり笑いながら、子翠は仁叔の肩かたを気安くポンポンと叩いた。

「ま、地の俺はこんな感じなんで、三日間よろしく頼たのみますよ」

　一方の仁叔は「うむ」と、相変わらず姿勢をまっすぐ正したまま答えた。







「丁てい国こく、大たい夫ふ、文ぶん進しん殿どの」

「はい」

　詩を詠えいずるような、澄すんだ声が広間に響ひびき渡る。

　丁国は、華の大地の北ほく端たんに位置する小国だが、そんな弱小国家の単なる貴族とは思えぬほど、優ゆう雅がな所作で、文進は紅蘭の前に進み出た。

「初めまして、姫様。私のことも、どうか字あざなで玄げん宝ほうとお呼びくださいませ」

「ありがとうございます、玄宝殿。あなたの国には、黍きびと粟あわの種を百石こくずつ贈らせていただきます。お受け取りください」

　そう告げた後も、文進の顔には作り笑え顔がおが貼はり付いたままだった。

（他の国の方々は、贈る品を告げた後、心の底から嬉うれしそうな笑顔に変わったのに……選ぶ品を間違ったかしら）

　紅蘭は戸と惑まどいながらも、それを極力表情に出さないように、同じく作り笑顔で玄宝に告げる。

「ごめんなさい、あまり嬉しくなかったでしょうか？　北の方の国は、今年の夏、冷害で苦しんでいると聞いていたので、来年、播まくための種をと思ったのですけれど」

「……あ、ああ、これは、失礼いたしました。私は、丁国でも末まつ端たんに連なる身の上ゆえ、すぐに国の政まつりごとにまで考えが及およばず。姫様のお心こころ遣づかい、まこと有り難がたく存じます」

　拱きよう手しゆして叩こう頭とうするその所作は、伯龍にも負けないくらい優雅なものだったが、紅蘭の中にはぬぐい去れない疑問が残る。

（大夫ということは、丁国の中に領地を持つ貴族のはず。傀かい儡らいの王族ならまだしも、自ら税を徴ちよう収しゆうしようという大夫が冷害の心配をしないとは……よほど間が抜けた者でなければあり得ないのだけれど、それにしては所作が綺き麗れいすぎるのよね。とはいえ、いまはそれよりも、この宴うたげを誰にも不満を持たせずに続けることが大事だわ）

　紅蘭は頭の片かた隅すみへとその疑問をいったん追い払はらうように、軽く頭を振ってから、賓ひん客きやくたちに告げた。

「これで皆みな様さま方への贈り物はすべてです。この後、菊きく花か殿でんにて簡単な食事の席を設けております。もしよろしければ、このまま菊花殿にお移りいただきたく存じます」
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　菊花殿には、上座に紅蘭の膳ぜん、そして客人同士はお互たがい向かい合うよう二列に、それぞれの膳が設しつらえられていた。

　すべて紅蘭の指示した手て筈はず通り、玉蓮たちが準備した膳には熱々の食事が載のせられている。

　見慣れぬ料理に、あちこちから、驚いたような声が上がる。

　膳の上で湯気を立てているのは、白く丸いふわりとした何か。

　その横には、肉や魚、野菜を煮にたものが更さらに並んでいる。

　仁叔は、物知りの子翠なら知っているだろうかというように、窺うかがうような視線を向けた。それに気付いたかのように子翠は、首を左右に振ふる。

「いや、俺もこんな料理は見たことがないねぇ」

「どこか外とつ国くにの料理なのだろうか、それとも花国の伝統料理なのか……？」

「さあ。ま、何から何まで楽しませてくれるじゃないですか」

　子翠は、心底この宴を楽しんでいるように、笑った。

「料理については後ほど説明いたしますが、まずは我が国までいらしてくださった旅の疲つかれを癒いやしていただきたく花国特産の米の醸じよう造ぞう酒しゆを用意いたしました。皆様、盃さかずきをお手にどうぞ」

　鳳ほう凰おうの絵が描えがかれた屛びよう風ぶを背にした自分の席に着いた紅蘭は、まず自らの盃を掲かかげる。

「おい、酒が澄んでいる」

「水みたいな透とう明めいな色だ」

　客人たちのざわめきに微笑ほほえみながら、紅蘭は声を張る。

「皆様とのこの良き出会いを祝して、乾かん杯ぱい！」

「乾杯！」

　ざわめいていた客人たちも、急いでそれぞれの盃を持つと、紅蘭に続き唱和した。

「いつも飲んでいる酒より、よほど上品な味がする。水のようにするすると飲めてしまいそうだ。青国は花国の隣となり、中原の国だから、おたくはこのような酒、飲み慣れているのかな？」

　子翠は盃を乾ほしながら、仁叔に問う。

「いや、自分も初めて飲む。青国でも米で酒を造るが、もっと白く濁にごった酒です」

「ふうむ、おもしろい。何から何まで驚かせてくれる──ということか」

　子翠の乾した盃には、後ろから女によ官かんがすかさず酒を注つぎ足した。

「さて、皆様。我が国の醸造酒はいかがでしたでしょうか。これは、米の麴こうじを九回加えて発はつ酵こうさせたものです。麴の残り滓かすはすべて搾しぼって、取り除いてしまうので、このように澄んだ酒ができあがります。皆様のお口に合いましたなら、大変嬉しく思います。さて、次はこの膳の上の料理について、説明させていただきます」

　そう言って、紅蘭はコムギの載った皿を手に取って見せる。

「この白い丸いものは、コムギという穀物を挽ひいた粉を水で溶とき、練ってから蒸むしたものです。コムギとは西域で食べられている穀物で、私もつい最近出会ったものです。西域でどのように食べているのか詳くわしい調理法はわかりません。粉に挽き焼いて食べているということまではわかったのですが……とりあえず、私たちが食べ慣れている方法で蒸してみるのがよいかと思い、調理してみたものです。味見してみたところ、何とでも合いそうな癖くせのない味でした。もしよろしければ隣の皿にある肉や魚、野菜などを挟はさんでお召めし上がり下さい」

　客人たちは、紅蘭に言われた通り、蒸し立てのコムギに肉や魚の具を挟み、口へと運ぶ。

「美味おいしい！」

「なんだこれは、黍や粟の蒸したものよりもふわふわとしていて肉や魚によく合うな」

　あちこちから賞賛の声が聞こえ、紅蘭はようやくほっと息を吐はいた。

　背後から、伍会が紅蘭にそっと近寄り、他ほかの客に聞こえない小声で紅蘭に囁ささやきかける。

「これは、私が指示していた料理と違ちがうようですが、朱宰さい相しよう殿との謀はかり事ごとですか？　先ほどの、婿むこ君ぎみ選びはしないという発言といい、姫ひめ様はこの宴をどうするおつもりで？」

「ああ、料理は先日、港に行ったとき手に入れたコムギを使って、井南の民たみたちと試行錯さく誤ごして作ったものよ。伯龍は関係ないわ、ほら」

　紅蘭が指し示した方向に立つ伯龍は、驚おどろきと呆あきれが混ざったような顔でこの宴を眺ながめている。

「しかし、せっかく我が国の伝統料理を、一流の料理人に何日も前から準備させておりましたのに、そんな農民が作った料理など……」

　伍会は蔑さげすむような視線を、コムギの皿に向ける。

「王宮で食べる料理など、ここに集まったようなお客様方は食べ飽あきているでしょう。現にほら、皆みな、美味しそうに笑顔を浮うかべて食べているわよ」

　皆が食べ慣れている黍や粟を蒸したものも、同じ膳に並べてあるが、コムギで作った新しい料理の方がどんどんなくなっていくため、玉蓮たちは大おお忙いそがしで厨ちゆう房ぼうと菊花殿を往復している。

「伍会、あなたも食べてみたらいいわ。絶対においしいから」

「私は仕事中にそのような……」

　拒こばむ伍会の口に、紅蘭はコムギの蒸し物の肉挟みを押し込む。

「むっ……」

　口に入れたものを吐き出すような真似まねはできず、仕方なく飲み込んだ伍会の顔が一いつ瞬しゆん緩ゆるんだように見えた。

「ま、まあ、まずくはございませんが、このような勝手の数々……」

「この宴は賓客をもてなすためのもの。勝手かどうかより、皆様が、喜んでくださるのが一番でしょう」

　そう言って、紅蘭は今度は魚ぎよ介かいの煮に物ものを挟んだコムギの蒸し物で、伍会の口を塞ふさいだ。







（酒と食べ物で、そろそろお客様たちの気持ちも緩んだかしら。まあ、これでもし怒おこって帰ると言われても仕方がないわね）

　紅蘭は客人たちの様子を見み渡わたしながら、次の一手に進もうかと考えた。

　これを言ったら、後で伯龍にこっぴどく叱しかられるかもしれない。

　そう覚かく悟ごを決めながら、紅蘭は皆に向けて口を開いた。

「先ほどの婿君の条件についての話なのですが……」

　それまで笑え顔がおで酒しゆ宴えんを楽しんでいた客人たちの箸はしがピタリと止まる。

「申し訳ございません、既すでに私の理想を実じつ践せんしてくれる婿君に最適な者が傍そばにいるため、その者を超こえる方が皆様方の中にいらっしゃらない場合は、婿君として選ぶことはできません」

　静せい寂じやくの中、紅蘭は、客人たちのピリピリとした無言の圧力に身を切られそうな痛みを感じていた。さらに背中には、伯龍の責めるような視線を感じる。

（この期ごに及んで、さらに何を言おうとしているのだ）

とでも思っていることだろう。

　静まり返った空気を、まず覆くつがえしたのは子翠だった。

「『その者を超える者がいない場合』ということは、逆を言えば、我われ々われの中にその方を超える人物がいれば、婿として選んでくださるということなのですよね？」

　紅蘭は、頷うなずくことも否定することもできず、その場で固まった。

「だって、そういうことでしょう？　俺は、ここまでの姫様のもてなしに感服して、このまま諦あきらめて国に帰ることはしたくない、しないと決めたんです。どうせ帰ったところで、ただの側室腹の王位とは無む縁えんの第五公子に戻もどるだけですしね。それなら、ここでもう少し姫様と夢を見ていたい。そう思ったんですが……、『その者』とは具体的に誰だれなんでしょう？　教えてくだされば、まだその方を目指すことができると思うんです。教えていただけないでしょうかね」

　子翠の言葉を受け、仁叔も声を上げた。

「自分も──国のために、ここでおめおめと帰るつもりはありません。勝負する相手がわかるなら、正々堂々と戦うために教えていただきたい」

（どの国とも、今後平等に交流したいという本心、さらに婿君の条件を満たす人物が既にいることを伝え、見合い自体を諦めてもらおうと画策したもてなしだったのに……。これは、ちょっとやり過ぎたかしら。まさか、私個人にこのように興味を持ってくれる方かた々がたが現れるとは）

　首筋に冷たい汗あせが流れるのを感じる。

（もしこの中に、伯龍を超える人物がいたとしても、私の気持ちは伯龍から動かない。──と言っても、もし伯龍以上にこの国と民を共に守ってくれる優ゆう秀しゆうな人物がここにいるのなら、私は公主として……花国に残されたたった一人の王族として、その者を伴はん侶りよに選ばなければならないのだわ。そうしないと、先ほどまで宣言してきたことが、すべてただの噓うそになってしまう。だから、もし、そのような人物が現れたら伯龍のことを想おもう心に封ふう印いんをして……）

　紅蘭は、下した唇くちびるをぐっと嚙かみしめる。

　そして、伯龍には後で怒られることを覚悟の上で、正直に白状することにした。

「それは──伯龍、我が国の朱宰相です。彼の政治手しゆ腕わんを超える方がいらっしゃるなら……」

「我々の中から婿を選ぼうと、考えてくださるということですね？」

　紅蘭の言葉を引き継つぐように問い返したのは、丁国の玄宝だった。

　紅蘭は、首を縦に振ふるしかなかった。







「朱宰相に戦いを挑いどむに当たって、敵の情報がないのは無策すぎますね。彼がどのような政治を行っていらっしゃるのか、教えていただけると嬉うれしいのですが」

　玄宝の問いに、またも紅蘭は小さな違い和わ感かんを覚える。
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（先ほどは政まつりごとに考えが及およばないと言った人が、伯龍の行っている政を知りたい？　矛む盾じゆんしている。何だか正体の摑つかめない人だわ。単に、伝説の恩おん恵けいに与あずかりたいから、その場その場で思いつきを言っているだけなのかしら？）

「確かにそうですね、俺たちの勉強不足と言われちゃそれまでだが、もし教えてもらえるなら朱宰相の国に対するお考えってものをできれば聞いておきたいですね」

　紅蘭が思し索さくに耽ふけっている間に、伯龍が客人たちからの質しつ問もん攻ぜめに合っている。

　表情を変えず、静かに睨にらむ伯龍の視線に気付いた紅蘭は、逆に客たちへ問いの矛ほこ先さきを向けた。

「あ、こうしたらどうでしょう？　私の方も、皆みな様さまの国でどのような政が行われているのか、非常に興味があるのです。私と同じ考えで国の舵かじ取とりをできる方かどうか、僭せん越えつながら判断させていただくためにも、是ぜ非ひ、皆様の政に対する姿勢やお考えを伺うかがいたいのです。それは、先ほど申し上げたように、国と国の交流を深めることにもなりますし」

「そうですね、見合いの宴うたげなのですから、『お互たがいをよく知る』というのは、とても大切なことですね。姫様が皆様方のことをより深く知りたいと仰おおせです。私の話などより、皆様のお国の話、皆様の国の政について、どうぞお聞かせくださいませ」

　伯龍は、この機を逃のがさず、すかさず見合いへと宴の趣しゆ旨しを戻そうとする。

　紅蘭も、握にぎった主導権を手放すまいと、客人たちに積極的に問いかけた。

「まあまあ、ここは何より交流、我が国と皆様方との交流をはかるのも大事ですし、同じ華の大地に立つ国同士、お互いをよく知るということは、無用な争いを避さけることにもなるでしょう。さあ、皆様のお国について教えていただけますか？」

　最初に、紅蘭の問いに答えたのは、江国の子翠だった。

「我が国は華の大地の東とう端たんに位置し、東大海に面した港町を擁ようする国で、他国との交易を盛んに行っています。華の大陸の東には、まったく文化の違う島国があって、そこからやって来る者たちの話を聞くのも面おも白しろいですよ。そうそう、異国の民も、街ではよく目にします。民は商業を生業なりわいとしている者たちが、圧あつ倒とう的に多いですね」

　子翠の発言を受けて、先ほど塩を紅蘭から受け取った沙国の公子が、話し始めた。

「江国では、東の国との交易を行っていらっしゃるのですね。我が国は華の地でも、江国とは一番遠い西の端はしにあります。江国のように海に面していないため、おもに西域との交易を行っているので、我が国でも外国人は多く見かけます。とても淡あわい髪かみの色で、顔立ちも我々とは随ずい分ぶん異なった異国の民たみがよく街を歩いていますよ」

　そう言う沙国の公子自身も、西域の血が入っているのか、淡い栗くり毛げの髪に淡い紫むらさきがかった不思議な瞳ひとみの色をしていた。

「沙国が交易を行っているのは、我が国の領土内に砂さ漠ばくが多くて、農業を行うことが難しいから──なのですが。これだけ様々な穀物を自国内で栽さい培ばいして、食すことのできる中原は羨うらやましいですね。まさか、コムギまで今日、食べることができるとは思っていませんでした」

「まあ、沙国では西域のようにコムギをもう食べていらっしゃるのね。私は、我が国の黍きびや粟あわの調理法と同じようにして蒸むしてしまったのですけれど、お味はどうでしたか？　沙国ではどうやって食べているのかしら？」

　文化の違ちがう国の民の言葉に興味を覚えた紅蘭は、話を書き留めておこうと急いで懐ふところから竹簡を出す。伯龍に小声で指示された女によ官かんが、急いで紅蘭の元に小さな硯すずりと筆を持って駆かけ寄った。

「我々は水で溶といたものを焼いて食べています。さらに西の方では、水で溶いて練ったコムギをしばらく寝ねかせてから窯かまで焼くと聞いたことがありますよ。そうすると、なぜかふっくら焼き上がるのだとか。西の方では焼くという発想しかなかったので、蒸すというのは驚おどろきでしたが、蒸してもふわっとした食感になるのですね。新しん鮮せんで、とても美味おいしくいただきました」

「なるほど、寝かす……そういった調理法があるのですね。今度は少し寝かせてから蒸してみようかしら。それとも、この蒸したものを後で焼いてもいいのかしら……あ、ごめんなさい、私ったらうっかりと……独り言でした。どうぞ、話を続けてくださいね、興味深いですわ」

　竹簡に沙国の公子から得た情報を書き留めながら、紅蘭は話を促うながす。

　聞いたことのない遠い異国の話に、生で触ふれることができ、紅蘭は初めての玩具おもちやを手にした子どものように心おどらせていた。

「うちの国も交易を行っているんですが、それは、うちも農業を行っていないからなんです」

　それまで黙だまっていた冬とう国こくの公子が発言する。

　冬国は、華の地の最北端に位置するため、農耕を行うには厳しい土地であると紅蘭も聞いたことがあった。

「では、冬国も生活手段のほとんどを交易でまかなっているのですか？」

「いや、うちの国は農業の代わりに、牧ぼく畜ちく──遊牧を行っているんです」

「遊牧……ですか？」

　中原では聞き慣れない、書物の中の知識でしか知らない言葉に、紅蘭は首を傾かしげる。

「馬や羊を牧草地に放牧するんですが、一か所に長く留とどまっていると、羊は草を食い尽つくしちゃいますよね。そうすると、そこの土地は次から何も生えなくなってしまうから、食い尽くさないうちに他ほかの牧草地に移動させるんです」

「なるほど、確かに動物は翌年のことなんて考えないで食べたいだけ食べてしまいますものね。それを人間が上手うまく調整するというわけですね」

「はい、そうなんです。羊は乳も肉も毛皮もすべて神様からの恵めぐみとして、大事にすべていただきます。飼育している羊も食べ尽くさないよう、他の獣けものを狩かって、肉や毛皮をいただくこともあります。でも、野菜や果くだ物ものは、獣からもらうことはできませんから、足りないものは毛皮と交こう換かんして、他の国からもらう──そういう交易をしているんです」

「それは、王族もそうなのですか？」

「ええ、俺らもこういった立派なお城は持ってません。年中、馬で移動する生活なんで」

　そう言って頷うなずく冬国の公子は、常に馬に乗っているせいか、特に下半身ががっしりと逞たくましく、鍛きたえ上げられているように見える。他の国の公子のように裳もで下半身を隠かくさず、身体からだにぴったり添そう袴はかまを着けて、ふくらはぎ辺りから身体の線がはっきりと見えるせいで、より逞しさが感じられるのかもしれない。

　話し方はとてものんびりとしているが、この公子も自ら馬を駆って獣を弓で狙ねらうときには、きっと予想もできないくらい俊しゆん敏びんな動きをするのだろう、と北の大地を馬で疾しつ駆くする冬国の人々を紅蘭は心の中に思い描えがいた。

「そういえば──丁国は、冬国のお隣となりでやはり北の厳しい大地にありますね。丁国でも遊牧を行うのですか？　やはり馬に乗るのは得意なのでしょうか？　私たち中原の民は、もともと馬には乗らなかったのですよ。北の民たちの影えい響きようで、馬に乗るようになったと聞いています」

　紅蘭は、丁国の貴族である玄宝へと問うように視線を向ける。

「先ほども申しましたように、私は貴族の末席に連なる小物でしかなく、公子様方のように政治や文化について、雄ゆう弁べんに語ることができません。お詫わびとして、姫ひめ様に剣けん舞ぶを捧ささげ、魔まを祓はらうことで、姫様の御おん身みをお守りしたいと思います。どなたか、私に剣を貸していただけないでしょうか？」

　玄宝は笑えみを浮うかべて立ち上がる。

　伯龍は、紅蘭に「剣を貸すなど危険だ」というように、首を左右に振ふって見せる。さらに、伯龍は季雲に目だけで「気をつけろ」と指示をした。

　玄宝の席は、小国の貴族ということで、紅蘭からは一番遠いところに設しつらえられていた。

　背後で警護についていた季雲は、伯龍の視線を受け、腰こしに佩はいた剣にそっと手をかけた。

「ただの剣舞にございます。まさか、このように周囲を禁軍の兵に固められた衆しゆう人じん環かん視しの中、誰だれかを傷つけることなどできるはずがありません。そのようにご警けい戒かいされずとも、どうか私を信じてくださいませ」

　玄宝は、敵意のないことを表すように両手を広げてから、その場に跪ひざまずいた。

「誰か、剣を貸してあげてちょうだい」

　紅蘭は、禁軍の兵たちに声を掛かける。

「姫様っ」

　思わず声を上げる伯龍に、紅蘭は思わせぶりな笑顔を浮かべて見せる。

「玄宝殿どのの言う通りだわ。これだけ周囲をぐるりと警護の兵が囲んでいるのですもの。これは両国交友のための剣舞だという、彼の言うことを信じましょう」

　先ほどから、この玄宝は何を考えているのか真意がわからない。剣舞をしてもらえば、武術に長たけた季雲や尚桜に、彼の態度や人ひと柄がらをどう思ったか、後で確かく認にんすることもできるかもしれない、と考えてのことだった。

　季雲が差し出した剣を受け取った玄宝は、向かい合った膳ぜんの列の中ほどへと進み出て、そのまま舞まい始めた。

「おい、あの大将軍の重い剣を楽々と振り回しているぞ……！」

　周囲にいた禁軍の兵士たちが、息を吞のみ、玄宝に視線を注ぐ。

　玄宝は、天への祈いのりを捧げるかのように、剣の切っ先を高く上に掲かかげ、そのまま静止した。

　かと思うと、上段に構えた剣を音もなくまっすぐ下まで振り下ろす。下ろした剣を、今度は左下から右上へ、まるで人を薙なぎ払はらうように振り上げた。

　素す早ばやくその場で回転し、後ろを向くと、上げた剣を斜ななめに下ろす。

（そこに人がいたなら、いまの一振りで命を取られていたよう──魔を祓うと言っていたけれど、人を斬きったような……）

　紅蘭をはじめ、その場にいる者全員が呼吸するのを忘れたかのように、玄宝の動きを注視していた。

　その剣は、他人の剣だったと思えぬほど、玄宝の身体の一部として馴な染じんでいた。

　屈かがんだかと思うと、低く構えた剣を左から右へと素早く振る。

　また立ち上がり、右足を一歩踏ふみ出しながら、床ゆかと水平に剣を突つき刺さす。

「相当な手て練だれだ」

　誰かが囁ささやく。武術の心得のある者なら、誰もがそう思っただろう。

「丁国にあんな武人がいたか？」

　そんな囁き声も聞こえてくる。

　そして、一歩、また一歩と玄宝は舞いながら、紅蘭に近付いた。

　伯龍は、静かに紅蘭との距きよ離りを詰つめつつ、自らの剣の柄つかに手を置いた。

　玄宝が、その場で素早く旋せん転てんする。身につけた袍ほうと裳の裾すそが、大きく翻ひるがえる。

　伯龍がまたさらに紅蘭との距離を縮め、尚桜は紅蘭の裾を持つ手を左手だけに変えると懐の短剣に指先を伸のばした。季雲は、いつの間にか部下の剣を抜ぬき身で持ち、何かあったら玄宝に斬りかかれる距離まで詰めている。

　また一歩。

　玄宝は、左足を踏み込むと同時に、剣の先をまっすぐ紅蘭へと向けた。

（──本気で命を狙われている？）

　紅蘭はそう思いながらも、ただ一いつ瞬しゆん、眉まゆをひそめただけ。後あと退ずさることもせず、目の前に鈍にぶく光る剣の先を凝ぎよう視しする。毅き然ぜんとした態度のまま、玄宝に対たい峙じした。

　紅蘭の眉み間けんに向けられていた剣先が、地面を向く。

「思った以上に面おも白しろい公主様ですね。宴うたげを最後まで楽しませてもらいますよ。私も、他の皆みな様さまと同じくあなたを諦あきらめたくはないですから。いいえ、ますます手に入れたくなりました」

　そう言って、玄宝は唇くちびるの端はしだけ上げて笑った。

（またさっきと同じ作り笑顔。この人の心が見えない……彼の真意は何？　手に入れたいのは私の心？　それとも命？）

　紅蘭の心の中の疑問に答えるように、伍会が静かに近付きそっと耳打ちした。

「文進様は、いまでこそ丁国の貴族という身分に甘んじていらっしゃいますが、もともとは董国に滅ほろぼされた儀国の公子であられるとか。儀国が滅ぼされた後、丁国に亡命されたと聞いております」

「儀……儀国？」

　紅蘭は、思わず目を見開いて伍会をまじまじと見返した。
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「伍会、入ってもいいだろうか」

　宴の一日目が終わった夜、伯龍は一人、伍会の私室を訪ねた。

「もちろん、かまいませんよ。宰さい相しよう殿、どうぞお入りくださいませ」

「夜分にすまない」

　会え釈しやくしつつ伯龍はその身を伍会の部屋へと滑すべり込ませる。

　伍会はまだ何か雑務をしていたようで、文ふ机づくえの前に座り竹簡を眺ながめていたが、伯龍の声に顔を上げた。

「どうなさいましたか？　明日の宴について、何かご相談でも？　今日は、姫様に完全にしてやられましたからなぁ。明日はつつがなく、我われ々われの準備通りに進めばよろしいのですが……」

「伍会、宴に参加している客人についての資料は、そなたがすべて保管していたな」

　伯龍は、伍会の背後、たくさんの竹簡が積まれた、書しよ棚だなへと目をやった。

「え、ええ、そうでございますが、何か不備でも？」

　伍会は眺めていた竹簡を置き、立ち上がる。

「いや、あらためて文進殿の素す性じようについて伺うかがいたい。実は、宴の最後に、姫様に『あの方は、儀国の公子』と囁いていたのを漏もれ聞いてしまったのだ」

「ああ、はいはい、そのことでございましたか」

　伍会は、要領を得たりとばかりに、右手の扇おうぎで左手を叩たたく。

「それでしたら、事前に宰相殿にご確認いただいた釣つり書がきにも、書いてはおりませんでした。何しろ、董国に対たい抗こうするための見合いの宴。董国に滅ぼされた国の公子というのも、縁えん起ぎが悪かろうと思いまして」

「縁起が悪い、か」

「しかし、文進様がもともと儀国の公子でいらっしゃったのは確かなこと。確か、側室腹の公子でいらっしゃったとか。そのため、董国に攻せめられた際にも運良く難を逃のがれ、その後、丁国に亡命されて、いまはひっそりと身分を隠し暮らしていらっしゃるとのことです。ですから、小国の貴族と言えど、他ほかの公子様方に負けず劣おとらず、お血筋は確かでいらっしゃいますよ。朱宰相殿にご心配いただくことはございません」

　胸を張るようにはっきりと言い切る伍会に、伯龍は疑うような眼まな差ざしを向ける。

「宴であのようなふざけた真似まねをしても、か？」

「ふざけた……？　ああ、剣けん舞ぶのことでいらっしゃいますか。あれは確かに、調子に乗りすぎていらっしゃるかと私も思いましたが、あれぐらい武に秀ひいでた方であれば、何かあったときに姫様をお守りくださるのではないかと──」

「わかった、夜分失礼してすまなかった。明日もある、もう休んでくれ」

「え、もうよろしいのでございますか？」

　伍会が驚おどろいたような表情を浮うかべる。

「ああ、文進殿の本当の身分を証あかす釣書はないのであろう。なら、用は済んだ」

「はい、かしこまりました。それでは、失礼を──」

　伍会が、ばか丁てい寧ねいに拱きよう手しゆして頭を下げている間に、伯龍は既すでに部屋を後にしていた。







「待たせてすまなかった」

　伯龍の自室には、まるでその部屋の主のように、酒を手て酌じやくで飲んでいる季雲がいた。

「おいおい、どうしちまったんですか、眉間に皺しわを寄せ怖こわい顔をして。ああ、怖い顔はいつものことか」

　季雲は、そう軽口を叩くと、また盃さかずきをあおる。

「ふたつほど頼たのみたいことがある」

「宰相殿のご命令とあれば、ふたつでもみっつでも──いくつでもお受けいたしますよ」

「明日は、今日以上に姫ひめ様の警護を強化してもらいたい。それと、禁軍のうち、まだ国境の警備に割さける人員はいるか？」

「ええ、どちらも必ず何とかしてみせましょう。お任せください」

　季雲は盃を置き、右の拳こぶしで自分の胸を叩いて見せる。

「そして、国境で少しでも異変があればすぐ知らせて欲しい」

「かしこまりました。絶対、この国を守ってみせますよ」

　強く頷うなずく季雲に、伯龍は懐ふところから出した玉ぎよくを握にぎらせる。

「先日から進めてもらっている例の件だが、費用が足りなければこれを自由に使ってくれてかまわない。また足りなくなったらいつでも言ってくれ」

　季雲は、受け取った玉を握りしめると、深く溜ため息いきを吐ついた。

「伯龍、こっからは大将軍と宰相という立場ではなく、おまえの友として言う。おまえがこの国に来るまで何をやっていたのか、どんな身分の者だったのか俺は知らん。でも、この国に来てからのおまえのことは、これでも俺はよく知っているつもりだ。おまえが宰相として、この国のことを思って働いてくれていることも、よくわかってる」

「あらたまって何だ？」

「おまえはいっつも、姫さんの陰かげでばっかり働いて、浮かばれねぇな。難なん儀ぎな男だよ。姫さんだって、あれは明らかにおまえに恋こいしてる目だ。おまえにどう見えているかはわからんがな」

　そう言って、伯龍の肩かたを叩く季雲に、表情を崩くずさずに伯龍は問う。

「酔よっているのか？」

「いや、酔ってなんかいねぇよ。ただ俺は、この十年、おまえと姫さんを見てきて──おまえが姫さんの夫になって、表でも支えてやればいいのに、ってずっと思ってるんだよ」

　口調は茶ちや化かしているようでいながら、真しん剣けんな表情を浮かべる季雲に、伯龍も真ま面じ目めに答えた。

「私は──本当に大切な姫様だからこそ、誰だれの手で守るかどうかという些さ末まつなことにはこだわらない。より確実な方法で守りたいと思っているだけなのだ」

「それが難儀だって言ってるんだよ」

　言いながら、季雲は伯龍に盃をすすめた。







　季雲が、大将軍に就任したのは、先の董国との大戦の後のことである。

　董国との激戦の中、当時の将軍たちは最後まで花文王を守ろうと奮戦した。ある者は、自らが盾たてとなり、総身に矢を受け討うち死にしてもなお立ったまま王を守り続け、ある者は花文王の幡はん旗きを手にし兜かぶとを借り受け、影かげ武む者しやのように戦場を走り回り敵を最後まで攪かく乱らんした。これにより、大将軍をはじめ、花国の将軍、副将のすべてが戦場に散った。

　残されたのは、千人将以下のまだ若い武官のみである。季雲も、先の戦いくさでは千人将でしかなかった。花文王の愛馬が、敵将の大だい刀とうで脚あしを斬きられた後、季雲の父であった黄毅将軍は自らの馬を花文王に差し出した。花文王が戦線から離り脱だつした後も、その場で敵の猛もう攻こうを一人受け止めたという。

　しかし、花文王は華安城まで全軍では逃にげ切れぬと考えた。そして、全軍が敗走する前に、若い将たちだけを集め王都へと逃がした。将まで全ぜん滅めつしては、国として軍を立て直すことすらできないという最後の判断だった。

　そのとき、一番危険な殿軍しんがりを務めたのが、季雲であった。

　経験を積んだ老将たちを一度に失った花国軍は、まだ若い季雲を大将軍に据すえ、いま再編の最さ中なかにある。

　敵に恐おそれをなして、背を向け逃げ帰ってきたわけではない。花国存続のために逃げたのである。いま一度、攻められたときに陥かん落らくさせぬような軍を急ぎ作り備えねばならない。大将軍の地位にいるというのは、そういう意味だった。

「花国を……紅蘭を……頼む」

　花文王から最後に賜たまわった言葉は、季雲の中に深い重圧としてのしかかったが、もちろんそこから逃げるつもりはない。

　しかし、季雲本人はまだ、人に命めいを下す責任に慣れずにいる。自分の指示により、命を落とす者もいるかもしれないのだ。それは、まだ若い季雲にとって、とても恐ろしいことだった。父は、このような恐きよう怖ふと責任を負いながらいつも戦っていたのかと、初めて知った。

　とはいえ、季雲が直接預かるのは、兵の命だけだ。花文王の跡あとを継ついだ紅蘭の重圧は自分のそれとは比べものにならないだろうことは、季雲にもわかっている。紅蘭の預かる命は、花国の民たみすべてなのだから。

　そして、宰相である伯龍もまた、花国の民の命すべてを預かっている。

　責任感の強い二人のことだから、自分たちのことよりも、国のことを優先してしまうだろうことも、想像がつく。

　しかし、宰さい相しようと大将軍という立場になるずっと前から、信しん頼らいできる友として付き合ってきた伯龍には、幸せになってもらいたいと季雲は思っていた。

　今日の紅蘭は、恋する伯龍との未来を諦あきらめないために見合いの宴うたげの趣しゆ旨しを変え、それでも各国の賓ひん客きやくたちの機き嫌げんを損そこねないようなもてなしをしようと奮ふん闘とうしていた。

　国のことも、民のことも一番に考えながら、それでも伯龍への恋心を諦めずにいる紅蘭は、季雲から見ても好ましく、この姫様だからこそ支えて差し上げたいと思うのだ。

　そして、だからこそ、伯龍にも考え直してもらいたい、と。素す直なおになって、二人で幸せになってもらいたいと、心から願っているのだ。
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「話が違ちがうのではないか？」

　華安城のはずれの暗がり、いまは誰も利用することなく閉とざされた宮の裏。

　覆ふく面めんをした男二人が、密談をしている。

「もっと簡単に、私が有利になるよう、おまえが事を裏で運んでくれるという話ではなかったのか？」

　一人の男は、怒ど気きをはらんだ声で、もう一人の男を叱しつ責せきする。

「も、も、申し訳ございません。あのように、段取りと違うことをなさるとは、私は知らされておらず……」

　叱責された男は、泣くように詫わびる。

「まあよい、明日以降のおまえの働きに期待させてもらおう」

　そう言い捨てると、叱責していた男は闇やみに消えた。







[image: 第三章　紅蘭、歌劇を演じ、客人と和やかに歓談す]




「ああ、伏羲、愛いとしき兄上、私の対つい。私はあなたと共に白しら髪がになるまで寄り添そうと願っていたのに、どうして別れねばならないのですか」

　紅蘭が詩を朗々と吟ぎんずる声が、桂花殿に響ひびく。

　桂花殿には、宴の二日目のために、特別に舞ぶ台たいが設しつらえられていた。

　演目は、花国の建国神話を基もとに作られた歌劇である。この芝しば居いで主役の女媧を演じているのは紅蘭。兄でも夫でもある伏羲の役を演じているのは、女性にしてはがっしりと背が高い尚桜だった。

　観客は、見合いの相手として花国に招待された客人たち。

　紅蘭は、客人のうち何人かは昨日のうちに国に帰ってしまうことも覚かく悟ごしていた。しかし、紅蘭の考えた策は予想以上に上手うまく客人たちの心を摑つかんだようで、結局、帰った者は一人もいなかった。

　芝居はいま、まさに佳か境きよう。

　洪こう水ずいの後、結けつ婚こんした二人が新たに儀国と花国を建国するため、別れを決意する場面だった。

「桃ももの木は、青々とし、たわわに実を付け、私たちの子どももたくさん増えました。なのに、なぜ愛しいあなたと別れねばならぬのですか。他ほかに愛する方ができたのですか」

「いや、そんなことはない、女媧よ。そなたの手はいまだ生え出たばかりの若芽のように柔やわらかく、整った額にすずやかな目元、笑った顔も変わらず愛らしい。いまも私はそなたを心から愛している」

「ではなぜ、別れねばならぬのです」

　謡うたいながら紅蘭は、その場でくるりと回って、尚桜の胸にしなだれかかるように飛び込む。しかし、伏羲役の尚桜は、毅き然ぜんとした態度で紅蘭を突つき放した。

「子は充じゆう分ぶんにこの地に増えた。いまこそ、別の土地へ移り、それぞれに新しく国を建てるときが来たのだ。私は東に進もう。そなたは西の地に行くがよい」

「子どもたちを遣つかわすのではいけないのですか、愛しいあなた」

「私たちが自ら行きて楽土を拓ひらくのだ、愛しき女媧よ。それが我われらの役目。洪水でこの地からすべてが消えてなくなった。我々は、子も国も増やす役目を負っているのだ」

「愛していても、その責務を果たすために別れねばならぬのですね」

「そうだ、わかってくれ愛しき女媧よ」

　演じながら、紅蘭は考える。

（この神話、まるでいまの私と伯龍のよう。いえ、伯龍は伏羲のように私を愛してくれているわけはないわ──私のことはただの子どもぐらいにしか思っていないから、私の気持ちだけがこの神話と同じなのだけれど。花国の始祖の女王様も、きっと愛よりも女王としての責務を果たされたのね。いまの私の立場と同じ）

　そう思うと、無理に演じようとしなくても、自然と涙なみだが溢あふれてくるのだった。







　観客席は、誰だれがどこに座るとあらかじめ指定はしていない。

　盃さかずきを片手に座って、観劇に夢中な客もいれば、あちこち歩き回り他国の者たちとの交流を深めながら劇を楽しむ者もいる。

　玄宝も自由気ままに劇を楽しむ客の一人で、盃と酒しゆ瓶びんを手に、子翠と仁叔の隣となりに座った。

「姫ひめ様は、歌か舞ぶもお得意のようですね。ますます魅み力りよく的だ。隣、失礼してよろしいでしょうか」

　言いながら、玄宝は子翠の盃に酒を注ぐ。

「あっ、おたくは昨日の剣けん舞ぶを舞まった……！」

「覚えていただけていたとは光栄に存じます、江亮公子殿でん下か。いや、江大将軍閣下とお呼びした方がよろしいでしょうか」

「堅かた苦くるしいのは好きじゃない、俺のことは子翠と呼んでくれてかまいませんよ。『ますます魅力的だ』なんて聞き捨てならない言葉が聞こえてきたようですが、ここは仲良く交友を深めながらも、勝負となったときには正々堂々と戦いたいと思いますのでね」

「ありがたき幸せ。それでは、私のことも玄宝とお呼びくださいませ」

「そういえば、そなたも武人なのですか？」

　仁叔の盃にも酒を注ぐ玄宝に、仁叔が問う。

　突とつ然ぜんの仁叔の問いに、玄宝は一いつ瞬しゆん戸と惑まどいを見せたが、すぐに否定する。

「私が、武人……ですか？　いえいえ、何をおっしゃいますやら。私はただの小国の大夫に過ぎません。あれは、あくまでも宴の席のための舞まいであり、戦場で刀を振ふるったことなどありませんよ、荀蒼公子殿下」

　まさかといった表情を浮うかべながら、玄宝は頭かぶりを振った。

「さようですか。では、自分の思い違いでしょうか。あ、自分のことも、仁叔と字あざなで呼んでくれてかまいませぬ」

　仁叔の面おもてには、そのようには見えなかったという疑念の表情が浮かんだまま。

　しかし、礼を失しないよう、仁叔は誠意をもって玄宝に応じる。

「ありがとう存じます。しかし、ここでこのように貴重な歌劇が拝めるとは思ってもみませんでした。昨日に引き続き、心を込めたもてなしをしてくださるようですね」

「この歌劇はそんなに貴重なものなのですか？　自分は、歌か舞ぶ音おん曲ぎよくといったものに詳くわしくはないので、どういうことか教えてもらえると嬉うれしいのだが」

　盃を干しながら、仁叔が玄宝に問う。

「いま演じられているのは、花国の建国神話ですが、本来はこのような席で他国の者に見せるものではなく、祖先神を祀まつる祭さい祀しの際に、神に捧ささげるものとして王族によって代々歌い踊おどられてきたもののようですよ。花国だけではなく、儀国でも同じように行われていたと聞きます」

「俺もこの国の建国神話だっていうのまでは知っていたが──、そうだったのか。玄宝殿どのは、この国の事情に随ずい分ぶんと詳しいようですね」

　子翠は、探さぐるような眼まな差ざしを玄宝に向ける。

「いえ、皆みな様さまのように忙いそがしく国のために身を粉にして働くような身ではなく、職務が暇ひまなので、いろいろ見聞を広める機会があった、というだけのことですよ。それだけ、この見合いの宴うたげにも、賭かけているところがありましてね。ただの大夫で終わるか、公主様の婿むことなれるか……公子様方には、たいしたことではないのかもしれませんが、私にとっては大事でしてね。そのため、事前にいろいろと花国について調べたのですよ」

　玄宝は子翠に対し謙けん遜そんするように首を左右に振った。

「先ほど、『私の対』と歌っていたが、あれも意味があるのですか？」

　仁叔に問われた玄宝は、酒で喉のどを潤うるおしてから話し始めた。

「花国と儀国の建国神話は、神話と呼ばれているものの史書と同じ、すべて実際に起きたことが語られているのです。昔、江華の氾はん濫らんによる洪水によって、多くの民たみが命を失うということがあったそうです。そして、混乱する民たちを導いて復興の先頭に立ったのが、伏羲と女媧、二人の兄妹きようだい。そして、二人は結婚した」

　仁叔は、玄宝の説明になるほどと相あい槌づちを打っている。

「兄と妹、夫と妻、陰いん陽よう思想で言うところの陰と陽。自然に惹ひかれ合い、お互たがいの半身と半身が結びつくことで初めて一人の完全な人間となる、という意味で対なのだそうです。ですから、本来なら花国の姫君の婿としてふさわしい、いわば〝対〟なのは、儀国の公子ということになりますが──、儀国が滅ほろんだいま、それも難しいということで、このように見合いの宴が行われ、我々も姫の婿になれるかもしれないという機会を与あたえられたということでしょう」

　話を黙だまって聞いていた子翠が、感心したように言う。

「玄宝殿は、本当にこの国の事情に詳しいようですね。うちの国は中原にない、東のはずれにあります。だから、いまご説明くださったような話は初めて聞いたわけですが──丁国といえば、北のはずれ、俺たちの国と同じぐらい中原から距きよ離りがあるのでは？　それなのに、よくそこまで……本当によく調べられましたなぁ。ええ、ええ、驚おどろきました。仁叔殿は、いまの話で知っていることはあったかい？」

「自分の国は中原にありますから、花国と儀国が古くより深い結びつきを持っていたというのは知っています。将軍という役やく目め柄がら、どこの国がどこと同盟を結び、どこの国がどこに戦いくさを仕し掛かけるか、常に目を光らせておかねばなりませぬから、そういった意味で知ったわけですが。先代の花文王の父、花か徳とく王おうは確か儀国から迎むかえた婿だったはずです。しかし、その〝対つい〟という話は初めて耳にしました。玄宝殿は、本当に花国の事情に詳しいのですね」

　仁叔は玄宝の博識ぶりに対し、素す直なおに感かん嘆たんの声を上げている。しかし、子翠は玄宝に何らかの違い和わ感かんを覚えたようである。

「玄宝殿、おたくは本当に丁国の出身なんですか？」

　子翠は玄宝に、片方の眉まゆを上げながら問うような眼差しを向け、尋たずねた。

「まぁ、私もいろいろと事情がありましてね。あちこちの国を巡めぐりましたが、儀国にいたことがあるんですよ」

　玄宝は、何かまだ隠かくしているようなもったいぶった笑えみを浮かべ、思わせぶりに口を濁にごした。
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　歌劇が幕を下ろしたところで、紅蘭は客人たちに挨あい拶さつを述べる。

「ここまで、ご観覧下さいまして、誠まことにありがとうございました。本日も、菊花殿にささやかな食事を用意させておりますので、このまま菊花殿に移動をお願いできれば嬉しく存じます」

「ありがたいな、ちょうど腹が減っていたところですよ」

と、快活な笑みを浮かべるのは、子翠。さっそく、桂花殿を後に、菊花殿へと移動を始める。話をしていた仁叔、玄宝も後に続いた。

[image: ]

　菊花殿には、昨日のようにそれぞれの膳ぜんが用意してあるわけではなく、中央に大きめの卓たくが置かれ、そこに様々な料理と酒が用意されていた。

「これは……いったい何ですか？」

　子翠と共に、菊花殿に入った仁叔が、昨日に続き今日も初めて目にする料理を前に、疑問を投げかける。

「あ……それは、昨日のコムギの蒸むし物を焼いてみたものです。昨日、西域での召めし上がり方を伺うかがったので試ためしてみたのですが、あまりに美味おいしかったので、お客様にもさっそく味わっていただきたく、用意させていただきました」

　昨日、コムギの食べ方について語った沙国の公子が、「ほうっ」と感嘆の声を上げる。

「それと、西域では寝ねかしてから調理するとも教えていただいたので……新たに練ったコムギを寝かした後に、小さくまるめて羹あつものに入れてみたんです。おそらく、西域の食べ方とは大きく違ちがうのでしょうけれど。少しでも美味しく召し上がっていただきたくて、昨日の夜に女によ官かんたちと相談しつつ、いろいろと考えながら作ってみたのです。お好きなものを取り分けて召し上がってくださいませ。そして、感想を聞かせていただけたら、嬉しいですわ」

　紅蘭の説明に、客人たちは皆みな、感心したような溜ため息いきをもらす。

「姫ひめ様は、行動力がおありなのですね。昨日、私が話したことをさっそく試されるだなんて」

　沙国の公子は、自分の話をすぐに取り入れてくれた紅蘭の行動に感動したのか、満足げな笑みを浮かべていた。

　最初に、焼いたコムギに箸はしを伸のばしたのは子翠である。

「あ。熱っ。でも、昨日の蒸しただけのものと違って、さらにぱりぱりとした独特な食感で、これはこれでとても美味うまいじゃないですか。中に肉を挟はさんで焼いているんですね。うん、美味い。おたくたちも、これは熱いうちに早く食べた方がいいですよ」

　そう言って子翠は、他ほかの公子たちにもすすめた。

「ああ、確かに。羹に入れられたコムギはもっちりとしていて、これはまた大変美味ですね」

　玄宝も料理を褒ほめ称たたえる。

「どちらも、自分たちの食べ慣れた料理とは異なるものの、新しん鮮せんでとても美味しいと感じます」

　そんな子翠や玄宝、仁叔の肯こう定てい的な感想を聞いて、紅蘭はほっと胸を撫なで下ろす。

「今日は、昨日のように決まった席を設しつらえているわけではないんです。国交を結ぶにしても、お互い相手のことを、よく知っておくのは大切なことでしょう？」

「それは有り難がたい。確かに遠く離はなれた国の方々とは、ふだんなかなか交流する機会はありませんからね」

「お近づきになれるきっかけとなりますね、嬉うれしいことです」

　喜びを露あらわにする各国の客人たちに対して、伯龍は渋しぶい顔を見せた。

　そのまま、紅蘭の傍そばに音もなく近付くと、紅蘭の耳元にしか聞こえない小声で忠告をする。

「昨日の文進殿どのは傍はた目めから見て明らかに不ふ審しんな動きをなさっていらっしゃいました。もちろん、このように禁軍の兵士が警護に就つき、各国の公子が集まる中で、滅めつ多たなことはできないでしょう。しかし、何をたくらんでいるかわからない方がいらっしゃる中、それでも、客人たちと近付いて交流し、その御おん身みを危険にさらすことを選ばれるのですか？」

「ええ、もし玄宝殿が本当に何かたくらんでいるのだとしたら、私は彼の真意をここできちんと確かめておきたいわ。もしかしたら、私や花国に対して何か思うところがあるのかもしれないのだし」

「まったく……仕方がないですね。その心意気には感服いたしますよ」

　答える伯龍の表情は、嫌いや味みに聞こえる言葉とは裏腹に、ただの渋じゆう面めんではない。紅蘭の成長ぶりを喜ばしく思っているようにも見えた。

「季雲」

　伯龍は、大将軍の季雲を呼ぶ。

「私も共に警護に当たるが、季雲も姫様を守ってもらいたい」

　季雲は、伯龍の指示に従う意を表した後、素早く部下たちに警護の配置を命じた。







「皆みな様さま、楽しんでいらっしゃいますか？」

　客人たちのもとに、紅蘭は笑顔で近付く。

「ええ、もちろん。充じゆう分ぶん楽しんでおりますとも。ああ、そういえば……姫様はどうして、交易の基本をご存じなんですか？　昨日から、それを聞いてみたかったのですよ」

　豪ごう快かいに羹を食しながら、子翠は紅蘭に問いかけた。

「交易の基本……？　何が基本かは、私も理解していないのですけれど──。幼い頃ころから、父上に港に連れて行ってもらっていたんです。そのうち、私のことを気に掛かけてくれる仲の良い商人もできまして」

「なるほど……、そういえば昨日いただいた品々は私費で手に入れられたとおっしゃっていましたね？　宰さい相しよう殿が花国を貧びん乏ぼうな小国だとおっしゃっていましたが、どうやって私費を──？」

　子翠は、質問を続ける。

「ええ、我が花国が、恥はずかしながらとても貧乏なのは本当のことです。ですから、客人へのお土産みやげにしても国庫から費用を捻ねん出しゆつすることすらできなくて……。

　でも、華安の港は、幸い各国の品々が集まって来る地なんです。遠い東の国のものも、西の国のものも。もちろん、北も南も──だから、黍きびが安いときに多めにそれを買って、黍が不足しているところに、購こう入にゆうしたときよりもほんの少し高い価格を付けて売る、といったようなことを子どもの頃からやっておりました。最初は、商人たちがやることを見よう見まねで」

　子翠は驚おどろきを隠せないといったように、目を丸くする。

「そのうち親しくなった商人たちが、こっそりと、より効率の良い方法を教えてくれるようになっていったんです。……そうやって手に入れたものについては私のお小こ遣づかいにしていいと父上はおっしゃってくださった、ただ、それだけのことなんですよ」

　紅蘭にとっては、幼い頃から伯龍と一いつ緒しよに行っていた楽しい遊びのひとつでしかなかった。それをなぜ、このように驚きよう嘆たんされるのかわからない。

「ほうっ。では最初は、本当に何も知識などないところから見よう見まねで覚えたとおっしゃるのですか。そしていまでは、まるで優ゆう秀しゆうな商人のように、交易をなさっていることをご自身では意識していらっしゃらない──これは、ますます姫様を手に入れたくなりました」

　子翠は、感かん嘆たんの声を上げた後、艶えん然ぜんと微笑ほほえむ。

「それは、江国として私を手に入れたい、というご判断ですか？　江国は、交易を国の産業の中心としている国ですよね。その公子と私が結びつくことで、江国は中原の交易も手に入れたい──ということなのかしら？」

「いやいや、違いますよ、勘かん違ちがいしないでください。俺は純じゆん粋すいに、姫様に興味を持ったんです」

　子翠は、胸の前でおどけたように両手を振ふり、紅蘭の言葉を否定する。

「最初は、どんな箱入り娘むすめが出てくるのかと懸け念ねんしつつ、花国を訪おとずれたのですがね。このようにおもしろい姫君、いままでお目に掛かったことがありません」

　言いながら、子翠は紅蘭に一歩、身体からだを寄せた。

　息がかかるほどの距きよ離り、子翠の長い巻き毛が紅蘭の袍ほうに掛かる。

「姫様の隣となりに立って見る景色は、きっととてもおもしろいものなんでしょうね。俺もそれを一緒に楽しみたいと思ったんです。姫様にも、俺を婿むことして迎むかえたいと思わせてみせますよ。できれば、俺の腕うでの中にずっと閉じこめておきたいですけど、姫様は羽ばたく鳥のように自由にあちこち飛んで行ってしまいそうですね。でも、そんな姫様だからこそ魅み力りよくを感じたんですよ」

（──ち、近過ぎる、なんだか恥ずかしいわ……！）

　子翠の日に焼けた肌はだの熱を間近で感じた紅蘭は、面おも映はゆさを覚え一歩後あと退ずさる。

　だが、子翠の瞳ひとみは、じっと紅蘭を捉とらえたままだった。

「そこまで私を褒めてくださるとは──、有り難いことですわ。婿君として選ばせていただくことはできなくても、これから是ぜ非ひ、友好を深めていきたいと思いますわ」

　紅蘭は、動どう揺ようを悟さとられないよう、冷静を装い子翠に答える。

「友好だなんて、これはまた手厳しい！　最初から答えを出さないでください。宴うたげがお開きになる頃には、俺を選びたいと気が変わっているかもしれませんよ」

　すぐ目の前で笑みを浮うかべる子翠の美しい顔に、紅蘭は心臓が跳はね上がるような気がする。

（ちょ、ちょっと、それ以上、近付かないで！　──やだ、私、うまく笑えているかしら……。見合いの宴といっても、儀ぎ礼れい的なものだと思っていたのに。ここまで私のことを評価してくださる公子が現れるとは……。こんなふうに熱ねつ烈れつに口説かれるなんて、動揺してしまうわ）

　これ以上どう答えようかと紅蘭が焦あせっていたところに、玄宝が話に割って入ってくる。

「一人だけ抜ぬけ駆がけして姫ひめ様に近付こうだなんて、許せませんね。姫様、先ほどの建国神話を演じられた歌劇、とても素す晴ばらしく感動いたしました。姫様は聡そう明めいで美しくいらっしゃるだけではなく、歌か舞ぶもお得意なのですね。私も姫様にすっかり心を奪うばわれてしまったようです」

　唇くちびるの両りよう端たんは上がっているが、相変わらず瞳は冷たい氷のようだ。

（また昨日と同じ作り笑顔で、それこそ恋こいの詩をただ諳そらんじているかのように私に言い寄って来る。さっきの子翠殿の言葉とは全然違うわ。子翠殿の言葉は真実だとわかる。でも、今日もこの人は真意がまるでわからない。本当にこの人が儀国の公子なの？）

　紅蘭は、疑念を顔に出さないよう注意しながら、玄宝に微笑み、問いかける。

「舞まいと言えば、昨日のあなたの剣けん舞ぶの方が素晴らしかったと思いますよ。玄宝殿こそ歌舞がお得意でいらっしゃるのかしら。それとも、武芸の心得がおありなのかしら」

「いえいえ、そんな私の剣舞なぞ姫様の先ほどの見事な歌舞に比べたら、児じ戯ぎのようなもの。それよりも──先ほど子翠殿が姫様を閉じこめておきたいとおっしゃっていましたが、私も同じ気持ちですよ。私もずっと……あなたを閉じこめて、私だけの姫様にできたら──そう、私なら自由になんかさせない。ずっと腕の中で、抱だきしめて抱きしめて、真綿でくるむように大切に大切にいたしますとも」

　玄宝の「閉じこめたい」という言葉に、紅蘭は思わず背筋が寒くなる。子翠は、紅蘭の性格では閉じこめることなどできないとわかっていたようだった。しかし、この玄宝は……。そんな紅蘭であっても、自由にさせず束そく縛ばくしたいと語る。そんなこと、紅蘭は望んではいないのに。

　伯龍と季雲は、そっと剣の柄つかに手を置いた。紅蘭は慌あわてて、話題を変える。

「──ああ、それよりも！　昨日もお国の話をしてくださらなかったけれど、玄宝殿は歌か舞ぶ音おん曲ぎよくには造ぞう詣けいが深そうだから……そうね、できれば丁国の伝統的な歌舞など今日は披ひ露ろうしていただけると嬉うれしいわ」

「いえ、先ほどの姫様の素晴らしい舞を見た後に、歌舞を披露できる者などこの中におりましょうか。私もお目め汚よごしはしたくありませんので、それだけは遠えん慮りよさせていただきたいものです」

　玄宝は、また丁国の話になると、するりと紅蘭の要望を躱かわした。

　紅蘭の中で、玄宝への疑念がまた膨ふくらんでいく。

（私に本気で言い寄っているならば、ここぞとばかりに自分を印象づけるため、また舞を披露するかと思っていた。たとえ儀国出身でも、いまは丁国にいるのだから、宴の前に丁国の知識はいくらでも仕入れられたはず。それぐらいの器量はありそうなのに、逆に知らない振りをしているかのようだわ。こちらが要望しているのに、断るだなんて……。儀国の公子だということを暗に気付かせたいのかしら。でも──、この人は、本当に儀国の公子なの？）

　紅蘭は混乱するばかりだった。
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　菊花殿からは、東に長い回かい廊ろうが続き、小さな庭園へと抜けることができる。庭園は、井水からの水を引いて池が作られ、その畔ほとりに瀟しよう洒しやな四阿あずまやが設しつらえられていた。

　紅蘭は、日ひ頃ごろから執しつ務むに疲つかれたとき、一人この庭園を訪れ休息することが多かった。今日も、このお気に入りの場所で涼すずみながら、疲れた身体を癒いやし頭を冷やそうと、四阿へと向かった。

　背後には、伯龍。ただ当たり前のように紅蘭の背を守り、付かず離はなれず紅蘭の後ろを歩いている。伯龍の足音を聞いていると、ただそれだけで紅蘭は安心する。強こわばっていた手足の緊きん張ちようが、少しずつほぐれていくような感覚を覚えていた。

（私、いままでずっと緊張していたんだわ。当たり前よね……こんなにたくさんの殿との方がたの接待をするなんて、初めてのことだもの。ずっと、気を張っていたんだわ）

　四阿に置かれた椅い子すに座り、池に泳ぐ魚たちを眺ながめながら、紅蘭はふうっと深呼吸する。

（最初の予定通り、ただの見合いの席として宴を行っていたとしたら、きっと伯龍が万ばん事じつつがなく進行してくれていたでしょうね。きっと、私は笑って座っていればいいだけで──でも、私が選んだのは、この道。自分で選んだのだから、あと一日、乗り越こえなくてはいけないわ）

　気合いを入れ直した紅蘭は、「よしっ」とばかりに勢いよく立ち上がって歩き出す。そのとき、近くの茂しげみの陰かげから、聞き慣れない人の声が聞こえてくるのに気が付いた。

（何かしら？　宴の最中、こんなところに女によ官かんたちがいるわけがないし……何だかおかしいわ）

「……明日……決行……」

「……狩かり場で……」

　茂みからは、何やら怪あやしい企たくらみを話す声が聞こえてくる。

　不ふ審しんに思った紅蘭は、そのまま立ち止まって耳を澄すませた。

「姫様、危のうございます」

　背後にいた伯龍も、茂みの声に気付き声を落として紅蘭に注意する。

（もし不審者だとしたら、見み逃のがしておくわけにはいかないわ）

　紅蘭は振り返ると、唇にそっと指を立てて、これ以上、伯龍にしゃべらないように釘くぎを刺さす。伯龍は、「仕方ない」というような表情を浮かべると、剣の柄に手を掛かけたまま、何があってもすぐに紅蘭を守れる位置へと足音を立てずそっと近付いた。

　声は二人。

　周囲に聞こえないよう、囁ささやくような小声で話しているが、おそらく男性二人だろう。

「……董国の……命めい……」

「……襲おそう……」

（お、襲う!?　しかも、いま董国って……！）

　予想外の内容に驚おどろいた紅蘭は、よろめくように後退った。

　いつもの紅蘭だったら、後退るぐらいで、大きな物音を立てることはなかっただろう。しかし、今日も昨日に引き続き、髪かみにはいくつもの簪かんざしを挿さし、耳には肩かたに付くほどの大ぶりな耳みみ飾かざりを着けていた。石や金属がぶつかり合って、後退ると同時に耳みみ障ざわりな音を立てた。

　しまった、と思ったときにはもう遅おそかった。

「誰だれだ!?」

　茂みの中から男たちが立ち上がる。そのうちの一人が、腰こしの剣に手を伸のばした。

（だめ──！）

　紅蘭は、男の剣から逃にげようとさらに後退る。

　しかし、男が剣を抜くよりも前に、紅蘭の背後から投げられた縄じよう鏢ひようの切っ先が、その右手を正確に狙ねらった。

「うっ！」

　鞭むちのようにしなる縄の先に付けられた小さく鋭するどい刃やいばが、男の手の甲こうに食い込む。その痛みによってだろうか、男の動きが止まった。

「伯龍！」

　紅蘭は、助けてくれた伯龍の背後に隠かくれようと駆かけ出す。

　しかし、残る一人が獣けもののように茂みから大きく跳ちよう躍やくすると、一いつ瞬しゆんで二人の間に立ち塞ふさがった。

「逃がさねぇぞ！　おい、いま、俺たちの話を聞いたな？」

　首を振ふろうとする紅蘭に襲いかかった男は、短刀の切っ先を喉のど元もとに突つきつけてくる。

「聞いたな？」

　紅蘭の喉元に、金属の冷たさがひんやりと伝わった。

　羽は交がい締じめにされた紅蘭は、何とかこの男から逃のがれられないかと、尚桜と共に鍛たん錬れんしてきた護身術の数々を頭の中で思い出そうとした。

（あんなにいろいろ練習したのに──いざとなると、混乱して何も思い出せないなんて……）

　歯は嚙がみする紅蘭に、伯龍が声を掛ける。

「姫様、そのまま──絶対に動かないでください」

　すかさず、伯龍は懐ふところから小ぶりな匕ひ首しゆを取り出すと、短刀を持つ男の手首を狙って投げつけた。匕首の切っ先が男の手首に突き刺さる。

「い、痛いてぇっ！」

　男は痛みのせいか、右手に握にぎっていた短刀を取り落とす。

　その隙すきをついて、紅蘭は男の腕うでから逃れた。今度こそ、伯龍の背後に駆け込もうとした紅蘭の背に向けて、最初に剣けんに手を掛けた男が、左手で懐の短刀を投げつける。

　伯龍は、帯に挟はさんでいた鉄てつ扇せんを素す早ばやく抜くと、飛んで来る短刀を薙なぎ払はらった。

「うちのお姫ひめさんに手を出さないでもらえますかね」

　騒さわぎに急ぎ駆けつけて来た季雲が、短刀を投げた男を当て身で気絶させる。

　男が声もなく倒たおれ込む間に、紅蘭は伯龍へと駆け寄り、その背後にようやく隠れることができた。

　そこに、力強い声を上げながら仁叔も加勢する。

「助すけ太刀だちさせてください！」

　先ほど紅蘭を羽交い締めにしていた男に近付くと、これまた鮮あざやかな手並みで当て身をくらわせ、見事に一瞬で気絶させた。

　二人の男がその場に頽くずおれたが、紅蘭の膝ひざは、まだガクガクと震ふるえている。

　紅蘭は、そっと伯龍に身を寄せながら、彼の袍ほうの端はしをつまんだ。

　ほんの少しでも、どこかが伯龍と繫つながっていれば、ちょっとは落ち着ける気がするのだ。

　伯龍もそれに気付いたかのように、震える紅蘭の肩をそっと抱だき寄せた。

　その間に、季雲は涼しい顔で、二人の賊ぞくを素早く縛しばり上げていた。

（ああ、よかった……。これで、もう大だい丈じよう夫ぶね……。──って、ちょ、ちょっと待って！　伯龍の手が……私の──肩に!?）

　ほっと溜ため息いきを吐つき、人ひと心地ごこちを取り戻もどしたところで、伯龍に抱き寄せられていることに気が付いた。紅蘭の心臓は再び早はや鐘がねを打つ。先ほど命の危険が迫せまったときとは違ちがい、顔が熱く火ほ照てるのを感じた。

「あの……は、伯龍……」

　紅蘭は、蚊かの鳴くような声で伯龍に戸と惑まどいを告げる。伯龍は「あっ」と声を上げて、紅蘭の肩から慌あわてたように素早く手を放した。

「失礼、姫様」

　紅蘭は、珍めずらしく動どう揺ようを見せる伯龍に対して、「どうしたのかしら」と思いながらも、いまはまず助けてくれた仁叔たちにお礼を言わなければ、と意識して公主の顔を取り戻す。声が震えないよう気を張って口を開いた。

「──仁叔殿。助けてくださって、ありがとうございます」

「出過ぎた真似まねをして、失礼いたしました。たまたま自分も庭園を散歩していたところ、怪しい気配に気付き、武人として見過ごすわけにはいきませんでした」

　礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げる仁叔に、紅蘭は頭かぶりを振る。

「いえ、そんな、謝らないでください！　こちらこそお礼を申し上げなければなりません」

「私からも──我が公主の命を助けていただき、心よりお礼申し上げます」

　伯龍も、仁叔に丁てい寧ねいに叩こう頭とうする。

「しかし、季雲。大将軍の肩書きを持ちながら、助けが少し遅いのではないですか？」

「ああ、確かに、おっしゃる通りだ。宰さい相しよう殿どのに遅おくれを取るなど、俺もなまったもんだぜ」

「いまのは宰相殿の動きがあまりに素早く的確過ぎたからではないかと」

　頭を搔かく季雲に、仁叔が横から助け船を出す。

「隣となりの我が国にまで、朱宰相のご高名は伝わっております。しかし、政治手しゆ腕わんだけではなく、このように武にも長たけていらしたとは──確かに、姫様が朱宰相を超こえた者でなければ結けつ婚こんできないと宣言するだけのことはある、と。自分は、真まことに感服いたしました」

「このように危ないことにもすぐ首を突っ込むような公主様を支えておりますので、自然、武にも通じるようになったのかもしれません」

　伯龍は仁叔に笑え顔がおで応じてから、紅蘭を振り返る。

「まったくいつもながら……勘かん弁べんしてくださいよ」

　いつもの紅蘭なら、ここで一言、伯龍に言い返していたかもしれない。しかし、いまはそれどころではない。先ほど立ち聞きした企たくらみを、伯龍に告げなければならないのだ。

「危ないところを助けてもらったことにはお礼を言うわ。でも、そんなことより……大変なの！　伯龍は聞こえたかしら？　この二人は何か怪あやしげな相談をしていたのよ。明日、狩かり場で何かを決行するらしいのだけど……、そう、『董国の命で襲おそう』と言っていたわ！」

　伯龍の顔色が変わる。

[image: ]

「わかりました。季雲、この者たちを連れて行って、目が覚めたらすぐ尋じん問もんを始めるように。明日、どんな陰いん謀ぼうを行おうと企んでいるのか、それを必ず今夜中に明らかにしてください」

　季雲は、部下たちを素早く呼び集めると、そのうちの半数をこの場の警護に残し、半数を尋問に回すよう手配した。

　禁軍の兵たちは、持って来た戸板に賊の二人を乗せると、そのままどこかへと運んで行く。

「では、俺も尋問の方に行かせてもらいますよ。宰相殿と、荀公子殿でん下かがいらっしゃれば、ここは最強の砦とりでとなるでしょうからね」

　そう言って、季雲も兵士たちの後を追った。




[image: ]




　季雲が立ち去ると、伯龍は紅蘭を心配そうな顔で見つめ、いつになく優やさしい声こわ音ねで切り出した。

「姫様、本日の宴うたげはこのままお開きといたしましょう。私が、これから客人の方々に挨あい拶さつして参りますので──」

　どんなにからかうような素振り、口ぶりを見せても、いつも必ず紅蘭のことを考えてくれている。伯龍はそういう人なのだ。だからこそ、公主として自分がすべき役割は、きちんとこなさなければならない、と紅蘭は思う。

「それはだめよ、伯龍。公主の私がきちんと挨拶をして宴をお開きにしなければ、何かあったのではないかと不安になったり勘かんぐったりする方もいるかもしれないわ。お客様をもてなす側が、お客様を不安にさせたら、だめだと思うの。だから、私がもう少し落ち着いたら……ちゃんと自分で挨拶に行くから、もう少し待って。仁叔殿も、先ほどのことは他ほかの方には口外しないでいただけると嬉うれしいですわ」

　そうは言っても、死ぬかもしれないという恐きよう怖ふを味わったばかりなのだ。

　先ほど肌はだに触ふれた刃やいばの冷たい感かん触しよくが、まだ生々しく残っている。紅蘭の首筋には、冷たい嫌いやな汗あせが流れ続けていた。鼓こ動どうもいつもより早く打っている。

　伯龍が挨拶に行くと言っているということは、おそらく自分はいま、想像以上に憔しよう悴すいしきったひどい顔をしているに違いないと、紅蘭は考える。

　しかし、それでも最後まで、この宴を開かい催さいした王族として、責務を果たしたかった。

　ただの、何のしがらみも持たない娘むすめであったなら、伯龍に甘え、この場は早く休むという選せん択たくもできただろう。先ほど、伯龍に肩かたを抱き寄せられたとき、そのまま伯龍に縋すがりついて泣き続けるということもできたに違いない。

　でも、自分はこの花国のたった一人の王族なのだ。

　この場には、他国の公子の仁叔もいる。しかも、自分の命を守ってくれたのだ。

　ここで、「今日は伯龍に全部任せて休ませてもらうわね」などとは、口が裂さけても言えない、と紅蘭は下した唇くちびるを嚙かんだ。伯龍は紅蘭の気持ちを察したように首しゆ肯こうしてから、紅蘭と仁叔に問いかける。

「わかりました。それでは、先ほどの四阿あずまやに戻りましょうか。椅い子すに座って、少し三人でお話でもしませんか？」

　これぐらいならば──、甘えても許されるだろうか。

　紅蘭は、伯龍のこの気き遣づかいには、ありがたく甘えさせてもらうことにした。

「そういえば、仁叔殿とは昨日も今日も、あまり話ができませんでしたよね。伯龍の提案のように、いまから少しお話しできると私も嬉しいのですが……。見合いと言っていたのに、そうではないと突とつ然ぜん言い出すような公主による、あまりに失礼な宴。気分を害してしまったでしょうか。だとしたら、本当に申し訳ありませんでした」

「いえ、そういうわけではありません」

　仁叔は、焦あせったように頭かぶりを振ふる。

「自分は、武人ゆえ女性とあまり話をしたことがなく、政治や文化を語ることもできず──兵法の基本ぐらいしか話せぬもので、それではあまりに失礼かと口を噤つぐんでいただけなのです。誤解させてしまったのなら、こちらこそ申し訳ありませんでした」

　頭を下げてから、仁叔は紅蘭をまっすぐ見つめた。

（この人の瞳ひとみは、噓うそを言っていないとわかる。歯が浮うくような言葉で愛を囁ささやかれるよりも、よほど、私に対して配はい慮りよしてくれていたのだと、気持ちが伝わってくるわ）

　紅蘭も、仁叔の瞳をまっすぐ見つめ返しながら、答える。

「私は、どんなことにでも興味があるんです。世の中の理ことわり、天の理、政治、貨か幣へいの流れ、民たみの気持ち……。そう、民や国を守るには、兵法はきちんと学んでおかねばいけないと思います」

　仁叔は、驚おどろいたような顔で紅蘭を見つめた。

「伯龍からも、教えてもらってはいますけれど。でも、我が国は青国に比べたら、軍備はかなり劣おとっています。ということは、軍略も相当、青国より後おくれを取っているということでしょう。ですから、教えてくださるととても嬉しいですわ」

「まさか、女性がそのようにおっしゃってくださるとは──」

　仁叔は、驚きから尊敬へと、その表情を変える。

「あ、もちろん、青国の軍事機密を聞こうとしているわけではありません、どうか誤解しないでくださいね。仁叔殿も、私のことを姫ひめだとは思わず、ふだん、軍の同どう輩はいたちと話すように気軽に話してくださったら嬉しいですわ」

「わかりました、そういうことでしたら自分にもお話しできることもあるでしょう」

　仁叔も、紅蘭の言葉に笑顔で快かい諾だくする。

「では、四阿へ移動しましょうか」

　紅蘭は、両りよう脇わきを伯龍と仁叔に守られるようにしながら、四阿へと戻もどった。







　伯龍は、禁軍の兵の一人に、酒と盃さかずきを運ばせた。

　まだ、周囲に賊ぞくが潜ひそんでいる可能性もある。女によ官かんでは危険と判断したのだろう、と、紅蘭は先ほどから続くさりげない伯龍の気遣いに、心の中でそっと感謝した。

　いつの間にか、周囲を警護する禁軍の兵の数も、先ほどと同じくらいの人数に戻っている。これも、尋問に向かった兵の代わりに、非番だった兵を急きゆう遽きよ、季雲が配備してくれたのだろう。

（私はいつも、国や民を守ると言いながら、身近な人たちを危険にさらし、そして皆みなに守られている。この機会に、仁叔殿から兵法について学び、少しでも皆の負担を減らせるようにならなければいけないわ。もちろん、そんな簡単に学べるものではないでしょうけれど、少しでも身になるよう、頑がん張ばって聞かないと──）

　紅蘭は、仁叔の言葉を聞き逃のがさないよう、姿勢を正した。

「では、教えてくださいますか？　兵法の基本を」

「うむ。自分は、武人なのにこのようなことを言うと、腰こし抜ぬけと誹そしりを受けるかもしれませぬが。実は、兵法の基本とは、自軍にも敵軍にも被ひ害がいを出さぬのが上策、さらに戦わずして勝つことができるなら、それが最上の策だと考えております」

「戦わないで勝つ……？　そんなことが、できるんですか!?」

　紅蘭は驚いて目を丸くしながら、仁叔に問い返す。

「はい」

　仁叔は、さも自信ありげに頷うなずいた。

「それができるなら、我が国も是ぜ非ひそうしたいわ。だって、戦いくさになっていつも真っ先に犠ぎ牲せいになるのは、民たちですもの。戦わずに民を守れるなら、それがおっしゃる通り最上の策ですわ」

　紅蘭は興奮のあまり、思わず立ち上がった。

「自分も、常に最前線に立たされながら、悩なやんできたのです。まだ自分が将軍の地位に就つく前のこと。自分が最初に仕えた将は、自軍に被害が出ようとも気にせず、ただがむしゃらに敵軍へと突つっ込んで行く人でした。まず犠牲となるのは、両軍の歩兵たち。つまり、ふだんはただの農民として暮らしているだけの者たちです。火か計けいを行えば、敵国の民たちは住んでいた村から焼け出されました。その土地を奪うばった我が軍も、焼けただれた何もない土地を手に入れたとて、何の益もありません」

　仁叔は当時のことを思い出しているのか、眉み間けんに縦たて皺じわを寄せ苦しそうな表情を浮かべている。

「しかし、自分はただ将に仕える身。諫かん言げんなどできようもなく……。公子として、父王や兄の太子のため、ただ心を殺して働くしかありませんでした」

　仁叔の表情や話し方から、彼が本当に心を痛めてきたことがわかる。

　紅蘭は、不用意に言葉をかけることができなかった。

　紅蘭自身は、戦というものを直接目にしたことはない。ただ、焼け跡あとを見たり、傷ついた民を見たりしたことがあるだけだ。

　しかし、仁叔はそれを最前線で目まの当たりにして生きてきたのだ。

　紅蘭は、静かに仁叔の次の言葉を待った。

「よく百戦百勝の将が褒ほめられますが、自分はけしてそうは思わぬのです。戦って、敵軍をとことん痛めつけ降こう伏ふくさせたとして何になろうか、と。戦わずに相手を降伏させることができれば自らの兵たちも傷つきませぬし、降伏した敵軍の兵はそのまま味方とすることができます」

　仁叔は力強く、紅蘭に意見を述べる。

　きっと、仁叔にとって、ずっと上官に伝えたかった言葉なのだろう。

　紅蘭も、仁叔の意見に心から賛同し、うんうんと首を縦に振る。

「確かにおっしゃる通りですわ。では、そうするには……どうしたらいいのですか？」

「おそらく、姫様は気付かぬうちに、『戦わずして勝つ』道の一歩を踏ふみ出していらっしゃる。宰さい相しよう殿どのは、わかってそれを支えておられるのではないですか？　自分はそう感じました」

　仁叔は、含ふくみのある笑えみを浮かべながら、伯龍をまっすぐ見つめる。

「え……？　それは、どういうこと？　伯龍？」

　紅蘭は、呆ぼう然ぜんと伯龍と仁叔の顔を見比べた。

「荀蒼公子殿でん下かは、噂うわさとは随ずい分ぶん違ちがうお方のようですね。実を言うと、それこそ百戦百勝の冷れい徹てつな将軍、という噂を耳にしていたのです」

　伯龍は、両手を広げて仁叔に視線を向けるが、その言葉は先ほどの問いの答えにはなっていない。

「それは、宰相殿も同じでしょう。花国には欠かせぬ怜れい悧りな宰相と噂を聞いておりました。ところが、とても慈じ愛あいに溢あふれた優やさしいお方ではありませぬか。正直、拍ひよう子し抜ぬけいたしました」

　辛つらい戦の数々を思い出していたせいか、厳しい表情をずっと浮かべていた仁叔の目元が、やわらぐ。眉間の皺もいつの間にか消えていた。

「お互たがい様、ということですか」

　伯龍も素す直なおに笑みを浮かべた。

「どういうことなの？　二人だけで納なつ得とくしちゃって……私には、全然わからないわ」

　紅蘭は、唇を尖とがらせた。

「失礼いたしました、姫様。戦わないで勝つには、武力の行使よりも政治戦略が大切であり、それがすべてを決めると言っても過言ではないのです。つまり、相手に戦いたくない国だと思わせるべきだということです」

「政治戦略……、戦いたくない国……」

　紅蘭は、仁叔の言った言葉を反はん芻すうしながら、その意味を自分の中で考えてみる。

　しかし、具体的にどのような策があるのかまでは、すぐには思いつかなかった。

「たとえば、それは、どういうことでしょうか？」

「遠えん交こう近きん攻こうの計というものがあります。遠い国とは同盟を結び、近い国を攻せめる、という計略のことです。董国が我が青国や花国の国境を脅おびやかし続けるのは、董国と国境を接しているからです。我が国は、それに対して軍備を拡かく充じゆうすることで、董国にとって『攻めたくない国』を作りました。つまり、董国に恐きよう怖ふを感じさせる国を作ることに成功したわけですが、同時に他ほかの国にも恐おそれられてしまうこととなりました。同盟を結びにくい国となってしまった、と自分は考えております」

「でも、うちの国は貧びん乏ぼうですもの。軍備の増強なんてこれ以上できないですわ。だから、弱小国のままなのです」

　ぼやく紅蘭を見て、仁叔は表情を和なごませ微笑ほほえんだ。

「姫様は、昨日、宴うたげを始めるときの挨あい拶さつで何とおっしゃっていらっしゃいました？」

「戦のない世を作ること……多くの国の皆みな様さまと深く交流を結びたい、ということかしら？」

　紅蘭は、宙に視線をさまよわせながら、自分の語ったことを思い出し、その要点をまとめる。

「そして、昨日から姫様の考えに賛同する遠国の公子たちが何人も現れていらっしゃいますね。これが、遠交近攻の計の遠交です。姫様の考えと政治手しゆ腕わんに心しん酔すいした国の公子たちは、花国と同盟を結びたいと考えるでしょう。青国は例外的に隣りん国ごくではありますが、董国と敵対関係にあるという意味では、遠国の公子たちと立場は同じです」

　仁叔は首しゆ肯こうしながら、顔をほころばせる。

　紅蘭は、やっと気付いたというように声を上げた。

「あ……！　そういうことなのですね！　戦わずに勝つって、私と同じ考えの人をたくさんこの華の地に増やして、味方を作っていけばいいということなのですね」

「簡単に言えば、その通りです。そして、宰相殿。この見合いの宴の人選をしたのは、宰相殿なのではないですか？」

　仁叔は紅蘭に頷いてから、視線を伯龍に向け、尋たずねた。

「──なぜそう思うのです？　一国の宰相がそんな些さ末まつなところにまで口を出すとでも？」

「些末ではないことに、朱宰相殿なら気付いているはずだからです。今回集められたのは、姫ひめ様の聡そう明めいさを理解できる者、そして、不自然なほど参加者には武官が多い。花国は、治水技術や交易など文化技術においては大陸一の先進国と言えるでしょうが、武の部分は新興国の董国にも負けています。しかも、先の戦で多くの将軍を失ったと聞き及およんでおります。まるでそれらを補うような人選なのが偶ぐう然ぜんとは思えぬのですが──深読みのしすぎでしょうか？」

　仁叔の瞳ひとみが、伯龍をまっすぐ見つめている。その瞳は、確信を持って伯龍に向けられていた。

「自分はずっと、この人選、どんな鋭するどいお方がされたのだろうと考えていたのです。最初は、姫様ご自身か、とも考えました。でも、いまのやり取りから確信が生まれました。候補者を最終的に絞しぼられたのは、朱宰相殿、あなたですね？」

　伯龍は、とぼけるように盃さかずきの酒を干し、仁叔にも酒をすすめる。

　仁叔は、伯龍に注つがれた酒を一息に飲み干すと、再び伯龍を問いただした。

「朱宰相殿、あなたですよね？」

　伯龍がまた酒を注ごうとするのを、仁叔は手で制した。

　そして、もう言い逃のがれはさせないとでも言うように、再びまっすぐな視線を伯龍に向けた。

「……あまりに真ま面じ目めで率そつ直ちよくなその眼まな差ざしに対して噓うそを吐ついたり、ごまかしたりするのは難しいですね。負けを認めましょう。その通りですよ、殿下」

　伯龍は、ようやく降参というように、両の手のひらを天に向けて開く。

「できれば、仁叔、と字あざなで呼んでください」

「ありがたき幸せに存じます。では、私のことも伯龍とお呼びくださいませ」

「わかりました、伯龍殿」

　伯龍は再び、仁叔の盃に酒を注ごうとする。

　今度は、仁叔もそれを制することなく、盃を顔の前に捧ささげるようにしてから、一気に飲み干した。続いて、仁叔の方が伯龍の盃に酒を注ぐ。

（なんだか二人とも仲良くなったみたい。よかったわ。それに、この宴、もしかして見合いにしなくて、かえってよかったんじゃないかしら。伯龍に言ったら、必死に否定しそうだけれど……、結局たくさんの味方の国を作るための宴として成功したと思いたいわ）

　紅蘭は、盃を酌くみ交かわす二人を幸せな心地ここちで眺ながめていた。

　一方、仁叔の軍略談義は続く。

「したがって最善の策は、事前に敵の意図を見破り、戦い自体を回かい避ひすること。次善の策は、敵の同盟関係を破は綻たんさせ孤こ立りつさせること。城攻めは下策中の下策です。しかも、この華安城はただでさえ攻めにくい」

　仁叔は、木の枝を拾うと、地面に華安城周囲の簡略図を描えがく。

「城の背後に山がそびえ立ち、城の前には井水が流れています。正面突とつ破ぱには河を渡わたる時間がかかり、成功しても背水の陣じん。背後からの奇き襲しゆうもできぬ城など、自分なら絶対に攻めませんね」

　伯龍は、地面を覗のぞき込みながら、「ふむふむ」と頷うなずいている。

「なるほど、では逆にこの城に──いえ、城でなくともかまいません。知ち謀ぼうに優すぐれた将がいる軍をおびき出すには、どうしたらよいでしょうか？　仁叔殿ならどうしますか？」

「そうですね──」

　仁叔は、しばし腕うでを組んで考えた。

「自分なら偽にせの情報を流すことを考えます。いかにも相手が攻めたいと感じるような、いまが攻め時だと錯さつ覚かくさせるような偽の噂を流してから、自らは万ばん全ぜんの態勢で兵を整え待つ──」

「ふむ、なるほど……確かにこれは使えます。仁叔殿どの、今日はこのような貴重なご指導をいただき、ありがとうございました」

　伯龍は、手を組み合わせながら、仁叔に礼を述べる。

「自分の、こんな軍略の話などでよかったのでしょうか？　姫様は退たい屈くつではなかったですか？」

「私も伯龍と同じです。とてもありがたいことを教えてもらいましたわ。私が考えていることって、ただの小こ娘むすめが考えている絵空事じゃないかって、ときどき不安になることもあったんです。でも、それでいいんだって、軍略の専門家である将軍に認めてもらえたんですもの。こんなに嬉うれしいことはないですわ」

　紅蘭は、お世辞ではなく、本当にそう思っていた。

　国を守る、民たみを守る──口で言うのはたやすい。でも、本当に父王のように、この国を守り抜ぬくことができるのか……。決意と共にそういった不安も、当然、紅蘭の中にはあった。

　しかし、仁叔の話を聞くことで、不安が払ふつ拭しよくできたのだ。自分の考えていることを実じつ践せんしていくことで、未来に道が続いていく。そんな手て応ごたえを感じることができたのだ。

　仁叔は、紅蘭の言葉に初めて相好を崩くずして笑った。

「そのようにおっしゃってくださるとは、本当にありがたい。こういった話を女性にするのは初めてだったのですが、まさかこのように理解してくださる方がいるとは思ってもみませんでした。いまなら、自分にも子翠殿の言っていたことがよくわかります。姫様は、この華の大地に新しい風をもたらしてくれるのではないか、と。自分も、そんな素す晴ばらしい未来を夢見てしまう。そして、その隣となりに自分が並び立っていたい──と」

「そのようにおっしゃっていただけて光栄ですわ、どうもありがとうございます、仁叔殿」

　紅蘭は面おも映はゆい気持ちを感じながら、微笑みを返した。

「伯龍殿にもお会いできて本当によかった。国に帰ったら、最新の兵法書を今回の宴の礼として送らせていただきたく存じます」

「こちらこそ、今日の軍略講義の礼をしなければなりません。どうかお気き遣づかいなく」

　紅蘭は、やっと全身の緊きん張ちようがほぐれ、冷えていた背筋も温まったのを感じる。

　膝ひざにも力が入る。これなら、堂々と、何事もなかったように歩くことができるに違ちがいない。

「それでは、そろそろ今日の宴をお開きにする挨拶に参りましょう」

　そう言って、紅蘭は席を立った。
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　宴の後、紅蘭は白蓮宮の中でも私的な執しつ務む室として使用している部屋で、伯龍を待っていた。

「失礼いたします」

　伯龍の声が聞こえるなり、紅蘭は問う。

「伯龍！　夜中に呼び立ててごめんなさい。尋じん問もんの結果がどうだったか、早く知りたくて」

「かまいませんよ。やはり、姫様がおっしゃっていた通り、今日捕とらえた賊ぞくは董国と繫つながりのある者たちのようでした」

　董国と聞いて、紅蘭は湧わき上がる不安を隠かくせなかった。眉まゆをひそめながら、伯龍に尋ねる。

「明日──、何をたくらんでいるかは聞き出せたの？」

「いえ、そこまでは……まだ」

　伯龍は曖あい昧まいに言葉を濁にごす。

「明日は、狩かりを行う予定よね。皆みなが皆、当然のように矢を持っている……。誰だれでも簡単に人を傷つけることができる状態、ということよね？　このまま予定を変へん更こうしないで大だい丈じよう夫ぶなの？」

　また、今夜のように恐おそろしいことが起きるかもしれない。そして、その標的は誰なのか、わからない。

　もし、狙ねらわれているのが賓ひん客きやくとして迎むかえている公子たちだったら？

　きっと、戦いくさに発展してしまうことだろう、と紅蘭は考える。

　もし、狙われているのが花国の宰さい相しようである、伯龍だったとしたら？

　紅蘭は、腹部が萎い縮しゆくするような、強い不安に襲おそわれた。

「大丈夫です、姫ひめ様。明日はより警護をしっかりと固めるよう、季雲には既すでに伝えております。季雲とはこの後、明日の警護の変更点についてあらためて相談する予定でおりますし、何も起きませんから、どうか安心してお休みください」

　伯龍は、紅蘭を安心させるような笑えみを浮うかべる。

「相変わらず手て際ぎわがいいわ。ありがとう、伯龍。私一人ではそこまでできなかった」

　溜ため息いきを吐きながら紅蘭は礼を言った。

「いえ、これは宰相としての役目です。王族の方の手を煩わずらわせることではありません」

　そう言い放つ伯龍との間に、いつもは感じない見えない壁かべがあるように思えた紅蘭は、不安のあまり、思わず言わなくてもいいことを口にする。

「『王族だからこそ国と民のことを考えねばならない』とあなたはまだ小さかった私に何度も教えてくれた。王族であっても、統治する能力がなければ民に反乱を起こされても仕方がない、実際そういう歴史もあるのだ、と教えてもくれたわよね。そういった教育をしてくれたことに、本当に感謝しているわ。

　──逆に考えれば、能力さえあれば……、民がその者を統治者として、王として強く求めているならば、血筋に関係なく、その者が玉座に就つくべきだとも言える。きっと、その方が民のためにも、国のためにも、いいことよね？」

　そこまで一気に言い終えると、紅蘭はいったん言葉を切った。

　これは言ってはいけないことかもしれない。そう思っていったん口を閉じたのだが、一度口にした思いはもう止めることができなかった。

「約十年、伯龍と共に過ごしてきて、あなたは口だけではなく、心底、国や民のためを考えて働いてくれる人だというのがよくわかったわ。嫌いやがることなく、畑仕事でも何でも民のために汗あせ水みず垂らして働いてくれているのを見てきたのだもの。だから……、私は伯龍に婿むこ君ぎみになって欲しいと──いまも、思っているの。何なら結けつ婚こんした後、私ではなく伯龍が王になればよいとすら思っているわ……」

　紅蘭は、自分でも声が上ずっているのがわかった。それでも、声の震ふるえを抑おさえることができない。両の手のひらに、汗あせが浮いてくる。

　伯龍の返事を聞くのが怖こわい。

　言葉が返ってくるまでの間が、永遠にも等しいほど長い時間に感じられた。

　伯龍は、一いつ瞬しゆん目を瞑つぶり、何かを考えているような表情を浮かべた後、紅蘭の言葉を否定するように、静かに首を横に振ふる。

「いいえ、まだ結論を出すのは早すぎます。江国の子翠公子や、青国の仁叔公子は、姫様の本当の良さをわかってくださっています。他ほかにも、姫様の理想を共に叶かなえたいと、言ってくれる大国の公子がいるかもしれません」

（やはり、他の公子との婚こん姻いんをすすめようとするのね──）

　紅蘭は、目の前が真っ暗になるように感じた。

「子翠殿や仁叔殿が、とても聡そう明めいな公子だというのは、私にもわかったわ。そういう相手を、見合いのお相手として選んでくれたことには感謝している。でも……」

　紅蘭は「あなたのことが好きだから」という言葉を吞のみ込んで、伯龍に訴うつたえ続ける。

「でも、伯龍ほど、この国のことを、この国の民のことを熟知している人物は、華の大地のどこまで探したって、きっと見つからないわ。彼らがどんなに聡明でも、伯龍のように一いつ緒しよに民のために汗水垂らしてくれるかどうかはわからないじゃない！」

　つい、伯龍を責めるような強い口調になってしまった。

　これでは、ただの聞き分けのない子どもの我が儘ままだ──。

　紅蘭は、自分の気持ちを抑え込むように、下した唇くちびるを嚙かみしめる。

「それに、どこかの国の公子を婿君として迎えるより、どこの国とも上手うまく友好関係を築いて、仁叔殿が言っていたように遠えん交こう近きん攻こうの計を行った方が、国としては得策かもしれないでしょう？　それとも……そんなに私のことが……」

　紅蘭は再び言いたかった言葉を、吞み込みながら、拳こぶしを強く握にぎりしめた。

「姫様、今日はいろいろと恐ろしい目に遭あったせいで、気が昂たかぶっていらっしゃるのでしょう。そういったとき、重大な結論は出さない方がよろしいですよ。どうか、今日はこのままゆっくりとお休みください。もし、落ち着かないようでしたら、後で尚桜に薬湯でも運ばせますから」

　伯龍の声こわ音ねは、いつになく優やさしい。しかし、優しくされればされるほど、紅蘭の心は苦しくなる。受け入れてもらえなかった哀かなしみや、言わなくてもいいことを言ってしまった後こう悔かいといった、様々な負の感情がふつふつと湧き上がってくるのだ。

　そういった感情を抑え込むように、紅蘭はもう一度強く拳を握りしめた。

　爪つめが手のひらに食い込む。

「伯龍……」

「先ほど申しましたように、私は、季雲ともう一度、明日の警護について話を詰つめねばなりません。申し訳ございませんが、今夜はこれで失礼いたします」

　そう告げる伯龍の表情がどのようなものだったのか、紅蘭は溢あふれる涙なみだを抑えられず、はっきりと見ることができなかった。滲にじんだ涙の向こう側、ぼやけた世界の中で、伯龍が背を向けて去って行く。

（本音を言えば、私のこの心の奥底に秘ひめた思いを、伯龍に伝えたい。抑え込むがゆえにどんどん苦しくなっていくこの気持ちを、すべて伝えてしまいたい。でも、それはやっぱり私の我が儘でしかないわよね）

　紅蘭は全身から力が抜ぬけるように、椅い子すに崩くずれ落ちた。

　胸の奥が苦しい。止めようと思っても、涙が止まらない。

（宴うたげの最終日の明日を無事乗り切れるかどうかというのが、国家としての一大事。そんなときに、これ以上、私の我が儘な思いをぶつけてもきっと伯龍を困らせるだけだわ……。もっと……私も感情に流されることなく、伯龍のように国のことを、きちんと考えないと……）

　私情を挟はさむことによって明日の宴が台無しになったら、それこそ伯龍は呆あきれることだろう。

　今日は、伯龍の言っていたように、尚桜に薬湯を持って来てもらい、ゆっくりと明日に備えて休養を取るべきなのかもしれない。

　しかし、なぜだかわからないが明日の狩りのことを考えると底知れぬ不安が湧き上がるのだ。

　紅蘭は、尚桜に薬湯を頼たのんでから、ぐしゃぐしゃに濡ぬれた顔を手しゆ巾きんで拭ぬぐった。

（どうか、この胸むな騒さわぎが私の単なる杞き憂ゆうに過ぎませんように──父上、母上、お守りください）

　父母をはじめとする祖先の祀まつられている祖そ廟びようの方角を向いて、紅蘭は祈いのりを捧ささげた。







「姫様、お待たせいたしました」

　部屋の外から、尚桜の声がする。

「どうぞ、入ってちょうだい」

　紅蘭の声に、薬湯を持った尚桜が部屋へと入って来た。

　尚桜は、紅蘭の顔を見た途と端たんに、大きな声を上げる。

「姫様、どうなさったのですか!?　目が真っ赤に腫はれていらっしゃいますよ！　何か、お辛つらいことがおありになったのですか？　どうか、この尚桜に何でもお打ち明けくださいませ」

　尚桜は、紅蘭に薬湯を手て渡わたすと、そのまま跪ひざまずいた。

「ありがとう、尚桜……」

　紅蘭は、薬湯を一口飲むと、独り言のように呟つぶやいた。

「伯龍は、きっと私なんかのこと、ただのお子さまとしか思ってないのよね。きっと、出で逢あったときのままの、小さな子どもぐらいにしか……」

　紅蘭の瞳ひとみに、再び涙が浮うかぶ。

「宰さい相しよう様と、何かあったのでございますか？」

　尚桜は、紅蘭の足あし下もとに跪いたまま、紅蘭の手を取ってそっと握る。

「いえ、何も。ただ、私をどうしても、よその国の公子とくっつけたいみたいだから……」

「姫様……、私、詳くわしいことは存じませんが、宰相様は姫様のことを本当にとても大事な存在だと思っていらっしゃるかと……」

　紅蘭は、尚桜の言葉を遮さえぎるように、声を上げる。

「でも、それは私がこの国の公主で、伯龍が宰相だからでしょう!?」

　再び、紅蘭の目め尻じりから涙が溢れた。尚桜は、立ち上がると自らの手巾で零こぼれる涙を拭う。

　尚桜も、一緒に泣いてしまいそうな、悲しげな表情を浮かべていた。

「私は、国と国の外交といった難しいことは、存じ上げません。ですから、宰相様がどのようなお考えで、こたびの宴を催もよおされることになられたのか、わかりません」

　尚桜は、言葉をいったん切ってから、はっきりとした口調で紅蘭に告げる。

「でも、お傍そばで拝見していればわかります。宰相様は、いつも本当に優しそうな瞳で姫ひめ様のことを見ていらっしゃいます。子どもの頃ころからずっと……あのような優しげな、愛いとおしげな瞳、他のどなたにも向けられることはございません！」

「尚桜……」

「ですから、姫様が姫様でいらっしゃらなくとも、宰相様は姫様のことを、この世で一番大事な存在だと思われるはずです！」

「ありがとう……、尚桜。私ったら、こんなことで泣いてしまってだめね。もうすぐ婿君を迎むかえて王位に就つくのだから、もっときちんとしないと、大人にならないと……と思っていたのに」

　紅蘭の言葉に、尚桜は首を振る。

「いいえ、姫様はいまでも充じゆう分ぶん、国のために働いてくださっています。それでも、姫様は王族であると同時に一人の女性です。ときには、ただの女性として、お辛いときもあるやもしれません。私は、いつでも姫様の味方です。泣きたいときは、お一人で悩なやまれずにどうか私を頼たよってください。姫様が何をおっしゃったとしても、私は明日の朝になったらすべて忘れておりますから」

　紅蘭は、何度も頷うなずきながら、手巾を持った尚桜の手を強く握りしめた。







「尋じん問もんは進んでいるか？　我が国で離り反はんしている者の名は聞き出せたか」

　伯龍は自室に戻もどると、待っていた季雲に単刀直入に問う。

「もちろん」

　そう言って、季雲は伯龍の耳元に口を寄せ、囁ささやくように伝える。間者がどこに潜ひそんでいるかわからない。そのための用心だった。

　伯龍は、考えをまとめようとするかのように、指で額を叩たたく。

「では、今日捕とらえた賊ぞくたちを束ねている者の耳だけに、例の話が伝わるようにしよう」

「伯龍、本当にそれでいいのか？　その策は、おまえをまた危険にさらすことになる。今日だって、禁軍の兵があれだけいるってぇのに、自ら真っ先に飛び込んで行って……。俺はおまえの腕うでは信用しているが、見ていてヒヤヒヤしたぜ。明日はもっと危ない橋を渡わたることになる。伯龍、本当にそれでいいのか？」

　声を荒あらげる季雲に対し、伯龍は眉まゆひとつ動かすことなく淡たん々たんと答える。

「ああ、それで姫様を守れるなら本ほん望もうだ」

「本音で話せ、伯龍！」

　季雲はいよいよ苛いら立だちを隠かくせなくなったというように、怒ど鳴なり声を上げた。

「これが、本音だ。何度、言わせれば気が済むんだ」

「俺には、おまえと姫さんが、わざわざ幸せになる道を避さけているようにしか見えねぇよ。お互たがい、ただ素す直なおになればいいだけのことじゃねぇか、簡単なことだ」

「相手は、王族だ。そう簡単にはいかない。それぐらい、頭の中まで筋肉が詰まってるおまえだってわかるだろう？」

　伯龍が表情を変えぬまま、鼻で笑う。

「ふざけるな！　俺は本気で心配してるんだ、おまえのことを」

　季雲は、拳こぶしで卓たく子しを殴なぐる。それでも、伯龍はあえて冷静を装って、話題を仕事のことに切り替かえた。

「そんなことよりも──もうひとつ。明日の策を伝える」

　今度は伯龍が、季雲の耳に口を近づける。

「わかりましたよ。やるなって言ったってあんたはやるんだ。だったら俺は、あんたも姫さんも、この国の未来も──大将軍の矜きよう恃じに賭かけて絶対に守ってみせる」

　そう言って、季雲は挨あい拶さつもせずに伯龍に背を向ける。

「ああ、まったくじれったい二人だぜ」

　独り言を呟くと、そのまま大きな足音を立てながら部屋を出て行ってしまった。

　季雲の心配はありがたい。しかし、それでも自分はもう決めたのだ、と伯龍は思う。

　華安城の中庭。どんなに美しい花を見ても、もう何の感かん慨がいも湧わいて来ない。自分はもう生ける屍しかばねでしかないのだ、と伯龍は考えていた。そんな自分に、紅蘭はあどけない笑え顔がおで話しかけてきた。球根を握にぎらせ、一いつ緒しよに花を育てようと言ってくれた。

　生きる喜びを思い出させてくれた紅蘭。

　それから共に、花だけではなく、黍きびも粟あわも稲いねも、様々な作物を城の近くの郷さとを訪おとずれて育てた。家庭教師に任命されてから後は、紅蘭の成長が伯龍にとっての生き甲が斐いとなった。

　紅蘭は、伯龍にとって、生きる理由そのものだ。

「婿になって欲しい」と言われて、嬉うれしくないわけがない。季雲のすすめるように、素直に紅蘭の好意に応こたえられたらどんなに幸せか、と考えてもみた。

　しかし、伯龍にとって紅蘭は、絶対に失ってはいけない存在だ。

　祖国は守れなかったが、今回こそは、誰だれが何と言おうとこの世で一番大切な存在を守り抜ぬいてみせる。そう心に堅かたく決意したのだ。

　自分の気持ちを殺してでも、花国と紅蘭を確実に守り抜ける方法で守ってみせる、と。自分が婿として隣となりに立てなくとも。ずっと幸せにお暮らしになることを優先させる、と。

　そんな自分の心が揺ゆらがないように──。

　伯龍は、腰こしに下げた佩はい玉ぎよくをそっと片手で握った。

　玉器から力を分けてもらい、決意を新たにするように。
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「またも無様な失態を演じてくれたようだな」

　華安城のはずれの暗がり、昨夜と同じ、閉とざされた宮の裏。

　覆ふく面めんをした男二人は、今夜も密談をしている。

　昨日、叱しつ責せきしていた方の男は、今夜はさらに機き嫌げんが悪そうだ。

「まさか、こちらの手の内がばれるようなことはしていないだろうな？　私やおまえの名が、奴やつらに知れ渡っていたなら、ただではおかんぞ」

「も、も、申し訳ございません。明日こそは必ずや！　実は先ほど、明日の狩かり場が変へん更こうになるという情報を入手しました。この情報がなければ、刺し客かくを潜ませることも間に合わなかったのですが……。これは、好機にございます。明日こそは、必ずあなた様にとって有利に事が運びますよう、尽じん力りよくさせていただきます」

　今夜も叱責された男は、土に額を擦こすりつけるようにして詫わびる。

「いずれにせよ、明日が最後の機会だ。おまえの働きを信じている」

　そう言い捨てると、叱責していた男は闇やみに紛まぎれた。
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　宴うたげの三日目。最終日である。

　屋外での狩りを楽しむのにふさわしい、見事な青空が広がっている。

　梅花殿で、既すでに準備を整え終わった紅蘭は、伯龍が呼びに来るのを待っていた。

　伯龍を見ても、昨夜何事もなかったように振ふる舞まわなければならない──。

　紅蘭は、深呼吸してから、両りよう頰ほおをぴしゃりと叩いた。

　傍そばに控ひかえていた尚桜も、背後から紅蘭にそっと声を掛かける。

「姫様、今日もとてもお美しくいらっしゃいます。大だい丈じよう夫ぶですよ」

　周りの女によ官かんたちに悟さとられないためだろう、尚桜は昨日のことに触ふれることなく、さりげなく紅蘭を励はげました。それでも紅蘭には、尚桜が昨夜のことを心配してくれているのだろうということが、充分に伝わった。この、優やさしさに自分は応えなければならない。

　この国の皆みなのためにも、この最終日を無事に終えなければいけない。

　紅蘭は、あらためて襟えりを正し、毅き然ぜんと前を向いた。







「姫ひめ様、お待たせいたしました。それでは、お出ましいただけますか？」

　梅花殿に入って来るなり、伯龍は用件のみ伝える。

「確かく認にんさせてちょうだい。今日、本当に予定通り、狩りを決行して大丈夫なのね？」

「はい」

　伯龍は、自信ありげな表情を見せながら紅蘭に頷うなずく。

「誰の命も狙ねらわれることはないのね？」

　本当に、昨日の今日で対策が間に合ったのか──。紅蘭は、真しん剣けんな眼まな差ざしで伯龍を見つめる。

「確かに、昨夜あのようなことがありましたので、神経質になっていらっしゃるのはわかります。しかし、季雲と共に本日の警護については、計画を再考し、万ばん全ぜんの態勢をしいております。特に、姫様とお客様方を警護するのは、手て練だれの者ばかりです。どうか、ご安心ください」

（私が一番心配しているのは、私の命じゃなくて……お客様のことはもちろん、あなたのことなのだけれど、本当に大丈夫なの？）

　とうとうと説明する伯龍に、尋たずねたいことはあったが、紅蘭は言葉を吞のみ込んだ。

「それと、──私の言うことを必ず聞いて守ってください」

　ああ、やはり──。伯龍は、何かを自分から仕し掛かけようと思っているに違ちがいない。

　紅蘭は、伯龍の言い添そえた言葉の裏に潜ひそむ意味に気付いた。そして、反対したとしてもそれを実行するであろうことを。

　だから、紅蘭は伯龍の言葉に従うしかなかった。ただ、信じるしかなかった。

「昨夜は伯龍の注意も聞かず、ごめんなさい。今日はそのようなことをしないと約束するわ。伯龍、あなたと季雲を信じます。それでは、参りましょう」

　不安を振り切るように、紅蘭はすっくと立ち上がった。







　正せい殿でんである桂花殿の前には、文武百官が居並んでも、まだ充じゆう分ぶんな余よ裕ゆうがあるほどの大きな石いし畳だたみの広場が広がっている。

　今日はそこに、各国の公子や貴族たちが居並び、紅蘭の出しゆつ御ぎよを待っている。

　宮城の最さい南なん端たんの朱す雀ざく門もんに向けて、すぐに出発できるよう、馬と従者が隊列を作り控えていた。

　太たい鼓この合図と共に、紅蘭が桂花殿から外へと踏ふみ出す。

　拱きよう手しゆして礼を取る客人たちに、紅蘭は、朗々と響ひびく声で挨拶をした。

「皆みな様さま、本日がいよいよ宴の最終日となりました。今日は宮城の外へ出て、皆様方に狩りを楽しんでいただければと思っております。私も、皆様がどのような獲え物ものを仕留めてくださるのか、大変楽しみにしております。それでは、さっそくですが狩り場へと出発いたしましょう」

　紅蘭の挨拶に、客人たちはそれぞれ自分の馬の元へと向かう。

　紅蘭は、今日も長い袍ほうを纏まとっているため、馬ではなく天幕の付いた輿こしで狩り場まで移動する。

「それでは、出発いたします」

　伯龍の声を合図に、季雲を先頭にした列は、朱雀門から狩り場へと向かって移動を始めた。







「おや、聞いていた狩り場とは違う方に向かっているようだね？」

　馬に揺られながら、子翠は轡くつわを並べる仁叔に話しかけた。

「確かに、おかしい。予定されていた狩り場は、宮城を出て、西へ向かうはずです。しかし、東を目指していますね」

　仁叔も、首を傾かしげながら、子翠の言葉に同意する。

「まさか、黄大将軍が道を間違えるわけないでしょうしねぇ。何か、あったのだろうか？」

「そうですね。玄宝殿どの、そなたは何か聞いているでしょうか？」

　仁叔は振り返ると、すぐ後ろに続く玄宝へと問う。

「いいえ、私は何も存じませんが」

　そのとき、伯龍が隊列を止め、最さい後こう尾びまで聞こえるよう、大きな声を上げて説明を始めた。

「申し訳ございません。実は、予定していた狩り場までの道に、崖がけ崩くずれによって通行不能の箇か所しよがあると今朝方判明いたしまして、急きゆう遽きよ、狩り場を変更することとなりました。変更した場所も、王族専用の狩り場。禁野となりますので、何の問題もなく狩りを楽しんでいただけるものと存じます。ご容よう赦しやいただければ幸いでございます」

　伯龍が、そう言い終わると、再び隊列がゆるゆると動き始めた。

「妙みようだな」

　馬の腹を蹴けり、発進させながら仁叔は首をひねる。

「昨日、崖崩れが起きるような、大雨や地じ震しんはありましたか？」

「いやぁ、なかったと思うがねぇ」

　仁叔の問いに、子翠が答える。

「自分たちが、花国に到とう着ちやくしてから、崖崩れが起きるような荒こう天てんの日はなかった。だとすると、もっと前から道は塞ふさがっていたはず。あの宰さい相しよう殿がそれを当日まで気付かないなんて──そんな失態を犯おかすでしょうか」

「確かに、仁叔殿の言う通りだね。いったい、何が起きたんだろう」

　子翠も、その不自然さに気付き、眉まゆをひそめる。

（もしや、昨夜の賊ぞくのことが関連しているのか？）

　仁叔は、昨晩の一件を思い返し、一人、不安を覚えていた。
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　華安城のすぐ南を走る街かい道どうを東へ約五里。途と中ちゆうで左へ折れて、また五里ほど進んだだろうか。

　一行の前に、見晴らしのよい草地が広がった。さらに、その草地の奥には、雑木林が茂しげっている。

「お疲つかれ様でございました。こちらが、本日の狩かり場となります」

　伯龍の声に隊列はゆるりと止まる。

　紅蘭を乗せた輿は、草地の中でも一段高くなった場所で止まった。草地全体を見み渡わたせ、奥の雑木林も正面に見み据すえることができる、絶好の立地だった。

「それでは、しばしこちらでご休きゆう憩けいされつつ、お待ちくださいませ。本日は、皆で四方から獲物を囲い込む巻まき狩がりを行います。皆様がお支し度たくを整えていらっしゃる間に、私は射手と勢せ子この配置の最終確認をして参ります」

　伯龍の声に、馬を止めた公子たちは、弓の弦げんの張りを確かめたり、指を保護する抉けつを親指に嵌はめたり、それぞれにこれから行われる狩りの準備を始めた。

　禁軍の歩兵たちは、賓ひん客きやくのため獣けものを追い立てる勢子として、伯龍の指示に従い雑木林を囲むように散って行く。

（なんだか、いつもの伯龍らしくない。昨日の一件が理由で、急に狩り場を変へん更こうしたのだとしても、誰だれよりも早く起きて狩り場の準備を先にしておくはず。たとえそれで寝ねる時間がなくなってしまったとしても、伯龍ならそうするはずだわ。ましてや、各国の公子様たちという賓客に楽しんでいただくための狩りなのだもの。いつもより、さらに用よう意い周しゆう到とうになるはず。それなのに、なぜいまお客様を待たせてまで配置の最終確認を？）

　伯龍が、雑木林へと向かう前に、紅蘭の輿へと近付いて来る。

　紅蘭は、何とも言えぬ不安が湧わき上がってくるのを抑おさえられなかった。

（杞き憂ゆうであって欲しい。先ほどは、大だい丈じよう夫ぶと言っていたけれど──何か危ない策を考えているんじゃないの？）

　伯龍が輿の前まで来ると、紅蘭の警護に当たっていた禁軍の兵士たちは、輿の天幕を上げた。

「伯龍……」

　紅蘭は不安を抑えきれず、声を上げる。

「何をそんな心配そうな顔をなさっているのですか。大丈夫です。姫様は、ここを絶対に動かないでください」

　伯龍は、馬上から涼すずしい顔で紅蘭に話しかける。最後の一言だけは、強い口調で言い切った。

（やはり、伯龍は何か事を起こそうと考えている──）

　伯龍の「動かないでください」という言い方に、紅蘭は違い和わ感かんを覚える。

「本当に、信じていいの？　伯り……」

　紅蘭が言い終えるその前に、伯龍目がけて一本の矢が飛んだ。

　それは、伯龍の腰こしの辺りを掠かすめ、地面に深く突つき刺ささる。

　紅蘭は驚おどろきのあまり、声を上げることもできず、その場で固まった。

「っ！　思ったより、早く来たな。そなたたちは、姫ひめ様を！」

　伯龍は素す早ばやく警護の兵たちに命じると、急ぎ馬首を返す。

　ようやく我われを取り戻もどした紅蘭は、去って行く伯龍の背に向けて叫さけんだ。

「伯龍！　何なの？　どういうこと!?　どうして伯龍が狙ねらわれるの！」

「大丈夫です！　ご安心ください」

　伯龍はただ一言、振ふり向かずに叫ぶと、馬に鞭むちを当て、みるみるうちに遠ざかって行った。

　林に向かって走る伯龍をまた別の矢が狙う。

　心臓が止まりそうだ、これ以上見ていられない──。

「伯龍！　危ない！」

　紅蘭は、喚わめくように名を呼び、輿から飛び出そうとする。

　自分が傍そばに行ったからといって何ができるわけでもない。しかし、自然と身体からだが動いていた。

　兵たちは盾たてとなって紅蘭を押しとどめたが、それでも無理やり輿から踏み出そうと試みる。

　兵たちによって輿に押し戻されようとする瞬しゆん間かん。紅蘭は、草ではない何かを踏み、よろけた。

　佩はい玉ぎよくだ。

　伯龍の物に違ちがいない。きっと、先ほどの矢が佩玉を留めていた紐ひもを掠めたのだろう。

　紅蘭は、涙なみだで滲にじむ視界の中、何とかその佩玉を拾い上げたところで、輿の中に押し戻された。

（いったい、何が起きているの？　ああ、どうか伯龍が無事でありますように……）

　紅蘭は、ほのかに伯龍の体温が残る佩玉を両手で握にぎりしめ、ただ無事を祈いのることしかできなかった。







　先ほどの一いつ矢しが攻こう撃げきの合図だったかのように、奥の雑木林の方から草地に向けて次々と矢が飛んでくる。

　しかし、伯龍は盾と剣けんで矢を薙なぎ払はらいつつ、後退するどころか、林へと向かって走った。

　林の周囲に配置された勢子役の兵たちも、飛んで来る矢が客人たちまで届かないよう剣を抜ぬいて矢を叩たたき落とす。

「我こそが、姫様の婿むこの第一候補である、朱英！　花国の宰相である！」

　林のすぐ手前まで辿たどり着いた伯龍は、潜ひそむ射手たちに向けて、挑ちよう発はつするかのように叫んだ。

　最初、狙いが定まらぬようにあちこち乱れ飛んでいた矢が、伯龍ただ一人に集中し始めた。

「巻狩……ではなかったのか？　なぜ、宰相殿が攻撃を受けている？」

「雑木林にいるのは獲え物ものではなかったのか？　矢を放っているのはいったい何者だ？」

　狩りの準備をしていた公子たちの間に、ざわめきが走る。

　驚きの趣しゆ向こうで毎日もてなしてくれる花国のこと、軍の演習でも見せてくれているのか？　と、初めは何かの演出と誤解した者もいたようだ。

　しかし、輿こしから聞こえて来る紅蘭の叫び声に、これは演出などではない、真実、敵てき襲しゆうなのだ、とすぐに皆みなが覚さとった。

「あれは──、伯龍殿どのは自らを[image: 囮]おとりにしているのではないか……？」

　草地でその様子を見ていた仁叔は、伯龍の行動の意図に気付き、助勢しようと勢いよく馬の腹を蹴って走り出した。

「来るな！」

　馬ば蹄ていの音に気付いた伯龍は、素早く振り向き仁叔に向け強い口調で叫ぶ。

　さらに、林に向かって、大きな声で啖たん呵かを切った。

「他ほかの公子たちは何の関係もない。姫は、宴うたげの初日にそもそもこれは見合いではない、この朱英を婿に考えていると仰おおせだったのだ。だから、狙うは私一人で充じゆう分ぶん、私だけを狙え！」

（もしかして……私が、伯龍のことを婿君として考えていると言ったから──だから、こんなことになっているの？　ごめんなさい、伯龍！　私ったら、民たみを守りたい、国を守りたいと、いつも口ばかりで、結局、命を賭かけてまで国を守ってくれるのは伯龍だわ。私のせいで、こんなふうに伯龍を危険にさらしている……お願い、死なないで、私の伯龍を殺さないで！）

　紅蘭は、輿の中で祈り続けた。

　祈り続けることしかできないおのれの無力さに、激しい苛いら立だちを感じながら。







「よし、見えた。まずは、あの右手の灌かん木ぼくの中を狙え。急所は狙うんじゃねぇぞ」

　季雲の示した灌木を、禁軍の弓兵が狙う。

「ぎゃっ！」

　灌木からうめき声が上がった。

　敵が雑木林の中に身を隠かくしているように、季雲と周りの弓兵たちも賓ひん客きやくの中に紛まぎれている。先ほどまで身につけていた軍装を解き、狩りを行う貴族に見える出いで立ちに着き替がえていた。

　相手に最初から警けい戒かいさせないためだが、それでも客人たちの一団の中から狙い撃うちしている射手がいることに敵が気付けば、周囲の公子たちに危険が及およぶ可能性がある。

　そのため、伯龍は賓客に敵の注意が向かないよう、林の前で挑発を続けていた。自身にだけ、攻撃を集中させるためである。

「次は、そこから三本左の太い木の後ろだ」

　先ほどと同じように、季雲の指示に従って弓兵が矢を放った。

「ひっ！」

　悲鳴と共に、右手に矢を受けた敵は、弓を取り落とす。

「ちくしょう、まったく危ない策を立てやがって。こっちの身にもなれってんだ。次は、そこから五本左の木の後ろ」

　季雲は、ふてくされたように文句を言いながらも、部下に次々と正確な指示を与あたえて行く。

　その間も、伯龍は[image: 囮]として林の前を右に左に、馬を疾しつ駆くさせていた。

　いくら灌木や茂しげみに隠れて矢を射かけてきても、何度か同じところから狙ってくれば、敵がどこに隠れているかはこちらから察知できる。

　伯龍が[image: 囮]となり矢を射かけさせ、どこに敵が潜んでいるかを明らかにし、その敵を禁軍の中でも弓が得意な兵に狙わせる。殺すのが目的ではない。後で、その企たくらみについて尋じん問もんする必要があるため、殺さずに、弓を射ることができなくなるよう手を狙うのだ。

　戦いくさであれば、このように一人ずつ狙うような効率の悪いことはせず、弓きゆう弩ど隊たいが斉せい射しやするのが常である。

　しかし、今回の敵は、あくまでも刺し客かくを何人か潜ませているだけだ。狩かりの途と中ちゆうの流れ矢と見せて襲おそう計画だろうから、そんなに刺客の数はいないだろう。だから、むやみやたらにこちらから斉射して警戒させるより、一人ひとり狙い撃ちにして生け捕どった方がよい。

　これが、伯龍の策だった。

　五人ほど射たところで、林の裏側に配置した勢せ子こ役の兵たちが動き始める。林の背後に配置した勢子役は、ふだんは間かん諜ちようとして諜報活動や暗殺などの任に就つく、影かげの仕事を得意とする兵たちである。傷ついた敵の背後に音もなく近づくと、縄じよう鏢ひようで縛しばり上げて身体の自由を奪うばう。

　伯龍を襲う矢の数が減ってきた。

「どうした？　もう終わりか？　矢が尽つきたか？」

　伯龍は、それでも敵を煽あおりながら、林の前で馬を走らせていた。

　そのとき、林とは逆、伯龍の背後の方向から矢が飛んだ。

「伯龍！」

　紅蘭と季雲がほぼ同時に叫ぶ。

「伯龍、後ろにもいる！」

　季雲の声に気付いた伯龍が素早く身を躱かわしたが、一本の矢が左ひだり腕うでをかすった。

　伯龍が背後の敵を見定めようと、後ろに首を捻ひねる。その一瞬の動どう揺ようを狙ったかのように、今度は正面からの攻撃が来る。

　伯龍の右腕に一本の矢が突き刺さった。

「そこの草地、後ろの岩いわ陰かげだ！　畜ちく生しよう、こっち側にも潜ませてやがったか！」

　季雲の指示とほぼ同時に、岩陰に隠れていた敵がうめく。

　禁軍の弓兵より先に、仁叔の放った矢が敵の右腕を貫つらぬいていた。

「背後の敵は、自分に任せてください！」

　再び、草地側から矢が飛んだが、伯龍に届く前に仁叔の矢が敵の矢を射る。弾はじかれた矢は、その軌き道どうを変えて地面へと突つき刺ささった。
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「姫ひめ様のため、この矢で虎とらでも仕留めようかと思っていたのに、何でこんなことになっているんだか。ああ、まったく不ぶ粋すいな敵さんだ。気に入らないから俺が片付けて差し上げますよ」

　ぼやきながらも笑えみを浮うかべつつ、今度は子翠が草むらに潜ひそむ敵の手を射い貫ぬいた。

「ご助力、かたじけない！　ありがたく存じます！」

　伯龍は仁叔と子翠に叫さけぶと、盾たてを捨て剣けんを左手に持ち替かえながら再び林へと向かって行った。







「っ！」

　伯龍の右腕に矢が深々と刺さるのを見た紅蘭は、名を呼ぶことすらできず、ただ息を吞のんだ。

（父上、母上を喪うしなって……さらに、伯龍まで私のもとからいなくなったら……）

　目の前が、真っ暗になる。

　膝ひざがガクガクと震ふるえ力が入らない。そのまま、崩くずれるように輿の中にしゃがみ込む。

　しかし、それもほんの一いつ瞬しゆんのこと。

（いいえ、そうはさせない！　そんなことさせるものですか！）

　伯龍を助けようと加勢する仁叔と子翠を見た紅蘭は、涙なみだを袖そで口ぐちで拭ぬぐうと気き丈じようにも叫んだ。

「私も！　私も加勢するわ！　私にも弓を持って来てちょうだい！」

　だが、兵たちは皆みな、一様に首を振ふる。

「なりませぬ！　宰さい相しよう様から、姫様を必ずお守りするようにときつく言いつかっております！」

「どうしてよ！　私だって、守られているだけじゃ嫌いやよ！　加勢させて！　お願い！」

　どれぐらい泣き叫んでいたのだろう。紅蘭にとっては、ほんの一いつ時ときだったような気もするし、とても長い時間だったような気もする。

「子どものように我が儘ままを言うのはおやめなさい。私はこの通り無事ですよ」

　突とつ然ぜん、紅蘭の頭の上から伯龍の声が降ってきた。

「伯龍！」

　その声に弾かれるように顔を上げた紅蘭の目は、右腕を押さえ、幽ゆう霊れいのように青ざめた顔色の伯龍を捉とらえた。

「全然、無事じゃないじゃない！　早く馬を下りて、輿こしに乗って！　せめて、私に手当てぐらいさせてちょうだい！」

　右腕から血を流し続ける伯龍を目の前にした紅蘭は、こみ上げる涙をこらえた。

（いまは泣いている場合なんかじゃないわ。私に、できることをしなければ──）

　季雲も、悔くやしそうな表情を浮かべながら伯龍の元に駆かけつけて来た。

「十人の刺客を生け捕ることに成功はしたが、宰相殿の怪け我がはすべて俺の責任だ。俺が草地にも敵が潜んでいることに気付いてさえいれば……すまない、いや謝って済むことじゃない……」

「いや、誰だれの責任でもない、……気にするな」

　伯龍は、季雲が気に病やまないようにと気き遣づかってか、明るい声を出す。しかし、無理して声を張っているだろうことは、誰の目にも明らかだった。

　その間に、紅蘭は自らの深衣の袖そでを破り、止血用の布を準備していた。

　絹の裂さける音に、周囲にいた兵たちは皆、目を丸くする。

「やると思いましたよ。姫様らしい。その衣装にいくらかかったとお思いですか、と、もっとお説教したいところですが──、いまはさすがに私も……力が足りませんね……」

　伯龍は、言いながら輿の中へと倒たおれ込んだ。

　紅蘭は、右腕の矢が刺さった箇か所しよより少し上を、先ほど裂いた布できつく縛り上げた。左手の矢が掠かすった箇所も、念のため同じように止血する。

「お客様たちへの挨あい拶さつは私の役目よ。伯龍は、輿の中でゆっくりと休んでいてちょうだい」

　そう言って、紅蘭は輿から外へと踏ふみ出した。

「……随ずい分ぶんと……頼たのもしく育ってくれたものですね……」

　輿の中で、伯龍はそっと呟つぶやいた。







　輿の外に出た紅蘭は、先ほど破った深衣の袖が見えないように、袍ほうの袖を整える。

　袖口でそっと涙を拭うと、深呼吸してから拱きよう手しゆし、客人たちに向けて頭を下げる。

「巻まき狩がりを楽しみにしていらした皆みな様さまには、大変申し訳ございません。本日は、この禁野で狩かりを楽しんでから、その獲え物もので酒しゆ宴えんを行い、お開きとする予定でおりました。しかし、負傷者が出たいま、いったんこの禁野から華安城に戻もどらせてはいただけないでしょうか。もちろん、城に戻り次し第だい、酒宴の支し度たくはいたします。ご足労をおかけし大変恐おそれ入りますが、何なに卒とぞご理解いただきますようお願い申し上げます」

　仁叔が、真っ先に同意の声を上げる。

「当然だ、伯龍殿どの──宰相殿は、我われ々われを守るためにあのように[image: 囮]おとりになってくださり、負傷されたのでしょう？　いまは狩りに興じてなどいる場合ではありませぬ！」

「では……」

　紅蘭が話をまとめようとしたところで、それまで黙だまっていた公子や貴族たちが、口々に声を上げた。

「何が起こったのか教えてもらえませぬか？　花国では内乱が起きているのですか？」

「なぜ、禁野に刺し客かくが？　花国の者ですか？　それとも他国からの刺客なのですか？」

　何も説明されていないのだ。不安に思うのも仕方ないだろう。

　しかし、紅蘭自身も、董国が何か仕し掛かけて来たらしいということまでしかわかっていない。中ちゆう途と半はん端ぱな情報を漏もらし、客人たちの不安を煽あおるのは、得策とは思えなかった。

「突然のことで、私にも何が何だかわからないのです。申し訳ございませんが、いったん城に戻ってからそのお話は……」

　紅蘭の声を、再び質問が遮さえぎる。

「しかし、そうは言っても……！　城に戻れば本当に安全なのですか？」

「途と中ちゆうの道に、また刺客が待っているなんてことは……？」

　縄なわで縛しばり上げた刺客たちを、戸板に乗せる指示をしていた季雲が、その場を部下に任せ、紅蘭のもとへ走り寄ると、背で庇かばうようにしてその前に立った。

「皆様にご不安な思いをさせてしまったこと、すべてこの花国の兵を束ねる大将軍である私、黄孟の不徳の致いたすところにございます。先ほど、我が国の宰相に矢を射かけた賊ぞくは、すべて捕ほ縛ばくいたしましたが、ここはひとまず警護が堅かたく安全な華安城に戻ってはいただけませんでしょうか。帰き途とは、このようなことが起こらぬよう充じゆう分ぶん注意いたします。この大将軍の名に賭かけて、──いや首を賭けてでも、必ずや皆様をお守りすると約束いたします！」

　そう言って、季雲は跪ひざまずき叩こう頭とうする。

　一国の大将軍に、ここまで頭を下げられて、否いなと言う者はいなかった。

「まあ、大だい丈じよう夫ぶですよ、皆さん。招かれた俺たちの中にも、俺をはじめ、幸いにも将軍や武官は多いですしね。むしろ、これだけ各国の将軍が揃そろった中に、雁がん首くび揃えて突つっ込んで来る馬ば鹿かな賊がこれ以上いるとは、俺には思えませんよ。そうじゃありませんか？」

　皆の中に流れる気まずい空気を変えるように、子翠が冗じよう談だんめいた口調で他ほかの公子たちに問う。

「万が一、突然の奇き襲しゆうが再びあろうとも、自分は黄大将軍と共に皆のことを必ずや守ります！」

　仁叔は即そく答とうする。それに続くように、武官の公子たちが頷うなずいた。

　彼らは率そつ先せんし、帰城の準備を始め、帰途に向けた隊列をもう一度作り始めた。




[image: ]




「姫ひめ様が、すぐに止血してくださったおかげで、あまり失血せず済みました。幸い矢じりも大事な筋を痛めてはおりませぬ。傷が塞ふさがればこれまで通り問題なく動けるようになるでしょう」

　城に戻ってすぐ。急ぎ伯龍の容態を診みた薬くす師しが、安心させるような笑え顔がおを浮うかべ、紅蘭と季雲に告げる。

「ああ、よかった……！」

　紅蘭は、ほっと胸を撫なで下ろす。

「ああ、俺の首も繫つながったぜ。まったく、ヒヤヒヤした」

　季雲も、口調はふざけているが、その場にへたり込むように座ったところを見ると、やはり相当心配していたのだろう。

「……だから、私は大丈夫だと言ったでしょう……」

　二人を心配させないようにと、伯龍は寝しん台だいの中から声を掛かける。

　しかし、その声には、やはりまだいつものような力も張りもない。おそらく、伯龍のことだから無理して平気な振ふりを装っているのだろうと紅蘭は思った。

「少しでも治りが早くなるよう、薬湯を用意しましょう」

「生薬の配合を教えていただければ、私が用意いたします」

　薬師の提案に、紅蘭はきっぱりと言い切る。

「しかし、お客人へのご挨拶なども残っておりましょうし……。姫様もお忙いそがしいことでしょう」

「それでも、宴うたげの合間、合間を抜ぬけてここに来るわ。だって、伯龍は……国とお客様を守るために、あのような危険を冒おかしてくれたのだもの……！」

「とは言いましても」

「やらせてちょうだい！　私の気が済まないの！」

（せめて看病ぐらいさせてもらわないと、伯龍に申し訳なさ過ぎて……）

　紅蘭は、懇こん願がんするような瞳ひとみを薬師へと向ける。

「……こうなると……このお姫様は引きませんからね……。しばらくの間、おとなしく看病してもらうことにいたしましょうか……」

　伯龍の一言で、薬師もようやく折れた。

「では、最初の一いつ杯ぱいは私が調合して参りますが、後ほど、生薬の配合を書き付けて姫様にお渡わたしいたします。その後はよろしく頼みます」

「ええ、任せてちょうだい」

　頷く紅蘭に頭を下げると、薬師はそのまま伯龍の部屋を辞した。

「私も、お客様たちの元に戻るわ。最後の最後に、伍会が用意していた宮きゆう廷てい料理が役に立つなんてね」

　本当なら、このまま伯龍の傍そばにずっと付き添そっていたい。しかし、伯龍の命に別状がないことがわかったいま、いつまでも賓ひん客きやくたちを放ほうってここにい続けることなどできるはずがない。

　紅蘭は、後ろ髪がみを引かれるような思いで、伯龍の寝しん室しつを後にした。







　紅蘭が部屋を出るとすぐ、伯龍は手当てのために残っていた女によ官かんたちもすべて下がらせた。

「季雲……」

　言いながら、伯龍は寝台から半身を起こそうとする。

「おっと、内密の話なら、俺の方から耳を寄せるから、伯龍は横になったままでいてくれ」

　季雲は、片耳を伯龍の口元に寄せた。

「……これで、我が国で寝ね返がえっている者は伍会だということが確定的になったな」

「ああ、伯龍は狩り場の変へん更こうを、伍会にしか伝えなかったんだろう？　それなのに、変更した狩り場に、刺客が配してあった。ヤツが寝返って、情報を回しているのは間ま違ちがいないな。念のため、もともと最初に予定していた狩り場にも部下を行かせておいたんだが、そっちには誰だれもいなかったそうだ」

　季雲も、小声で伯龍の耳元に報告する。

「決定的だな……」

「まあ、他の宦かん官がんや臣下にも同じように告げていたと勘かん違ちがいして油断したんだろうが。それでも、俺だったら念のため、元の狩り場にも刺客を配しておきますがね。軍略に通じていない、宦官らしい抜けた策のおかげで、伍会一人に絞しぼれたのは有り難がたい」

「あとは……伍会が通じている相手が誰か──」

「もちろん、この後、先ほど捕つかまえた賊を尋じん問もんして、今度こそ吐はかせますよ。ご安心してお休みください、宰さい相しよう殿。──しかし、伯龍は最初から伍会のことを疑っていたのか？」

　伯龍は不敵な笑みを浮かべながら、季雲に頷く。

「ああ……金の流れが……おかしいと前々からヤツのことは注意して見ていた」

「賄賂わいろってことか」

「そうだ……。だから、この機会に……姫様が婿むこ君ぎみを取られて、即そく位いされる前に……不ふ穏おん分ぶん子しはすべて片付けておきたかったのだ……」

　伯龍がそう告げると、季雲は機き嫌げん悪そうに眉まゆ根ねを寄せる。

「すべて姫様の御おんためってとこですか。こんな怪け我がまでして姫さんの命を守って、姫さんが即位した後に政治を腐ふ敗はいさせそうな者はあらかじめ排はい除じよし、統治しやすい基き盤ばんを作っておく……。こんな危ない目に遭あってまで守りたい相手を、どうして自分の手の中で大切に守ってやらないんだ？　いい加減、俺も言い飽あきた。でも、今日のおまえさん見て本当に腹が立ったんだ。そこまでして守りたい女なら、正々堂々と好きだって言って、隣となりで守ってやれって、な」

「……それは……」

　伯龍の言葉を遮って、季雲は気を吐くように持論をまくし立てる。

「いつも冷静沈ちん着ちやくなおまえが、姫さんのためとなると、こんなに無む茶ちやで無む謀ぼうな策を立てる。その情熱を、どうして姫さんに伝えてやらないんだ？　民たみのための国を作りたいという姫さんの理想も、それを支えるおまえさんも立派だ。でも、その理想を実現させるために逆におまえたちの方が犠ぎ牲せいになっているように思えて仕方ねぇんだ。俺はな、民、百ひやく姓せいたちが笑って暮らせる世ってだけじゃ、耐たえ切れん。友として、おまえにも心の底から笑ってもらいてぇんだ」

「……季雲……、しかし……」

「おまえの言い訳はもう聞き飽きた。だから、わざわざ怪我してるときにまで言い訳なんてしないでいい」

　反はん駁ばくするように口を開く伯龍を、季雲は制止する。それは、怒いかりのためというよりも、季雲の優やさしさのように見えた。

「俺は俺の仕事をする。今回の黒幕がわかったら、すぐに伝えに来るから、それまでに頭冷やして、どうするのが一番いいか考え直しておくんだな。わかったか、伯龍」

　そこまで言うと、伯龍の返事も待たずに背を向ける。

「じゃあ、俺はさっそく尋問の仕事にかかるからな」

「ああ、わかった……」

　伯龍は、小さな声で答えたが、そのときにはもう部屋の中に季雲の姿はなかった。

　一人残された伯龍は、季雲の言葉を反はん芻すうする。

　賓客たちの誰にも怪我ひとつ負わせることなく、紅蘭も無事。予定していた通り狩かりを楽しんでもらうことはさすがにできなかったが、花国としての体面は保ったまま宴自体はお開きにできるだろう。紅蘭のために、これが最善の道だと疑わずに選んだ策だった。

　しかし、自分は間違っていたのだろうか。間違っていたから、気分が晴れないのか。

　季雲の言うように、堂々と好きだと言って、大切な紅蘭を自分の手で守る──そうできたら、この胸にわだかまる気分の悪さもすっきりとするのだろうか──。伯龍は、悩なやみ続けていた。
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「宴の大切な最終日にこのようなことになり、申し訳ございませんでした」

　紅蘭は、急きゆう遽きよ、客人たちへのお詫わびとして琴きんの演奏を披ひ露ろうした。

　客人たちの膳ぜんには、伍会が準備させていた花国伝統の宮廷料理が並んでいる。

　華安城まで無事帰り着けたことで、武官ではない客人たちの不安は落ち着いたようだが、昨日までの賑にぎやかさは宴えん席せきに戻もどって来なかった。宰さい相しようである伯龍の怪我も、宴の空気を重くしている一因だろう。

「幸い、朱宰相の怪我は、命に別状はございませんでした。本日の一件に関しましては、必ずや真相を明らかにし、後日、皆みな様さま方に報告させていただきたく存じます。ですから、どうぞ今後も我が国と、変わらぬ交流を続けていただきますよう、お願い申し上げます」

　紅蘭は、客人たちへの挨あい拶さつを済ませると、菊花殿を退出した。

　紅蘭が戻るまでの間は、尚桜を中心に古参の女官たちが舞まいや楽を披露し、客人たちを接待する手て筈はずになっている。

　尚桜は、「大だい丈じよう夫ぶですよ」というように、紅蘭に視線を合わせ頷うなずいた。

　紅蘭も応こたえるように頷くと、伯龍の薬湯を作るため、そのまま急ぎ足で厨ちゆう房ぼうへと向かった。







「伯龍のために薬湯を作るから、厨房の隅すみを少し貸してね」

　乾かん燥そうさせた薬草の束を携たずさえて厨房を訪おとずれた紅蘭のもとに、玉蓮たちが走り寄る。

「姫ひめ様、宰相様は？　怪我されたと聞いたんで、うちらみんな心配しとります」

「うちらが何かお手伝いできることはありますか？　宰相様は、うちらにとっても世話になっとる大切なお方なんで」

　彼女たちは、皆みな、伯龍によって華安城内での職を与あたえられた元流る民みんたちだった。

　玉蓮のように、紅蘭の身の回りの世話をする女官になった者もいれば、この厨房で下働きをすることになった者もいる。伯龍が、料理を得意とする女性たちを厨房にたくさん配してくれたおかげで、この宴うたげでは賓客たちを喜ばせる新しい料理の数々を準備することができた。

　そんな彼女たちも皆、その面おもてに不安の色を浮うかべている。

　伯龍が何者かによって怪我を負ったことは、この城内で働く者たちにも既すでに伝わっているようだった。

「ありがとう。伯龍は幸い命に別状はないそうなの。あとは傷口に薬草を塗ぬって、ゆっくり休んで、薬湯を飲みながら傷が塞ふさがるのを待てばいいそうよ」

「ああ、よかった！　宰相様はうちらの命の恩人だから……」

　玉蓮たちも、ようやくほっとした顔を見せる。

（伯龍は、本当にこの国にとって、失ってはならないかけがえのない人物なんだわ──）

　紅蘭は、彼女たちの様子を見て、あらためてそう思う。

　もちろん、自分にとっても──だ。

　薬くす師しが用意した生薬の配合を書き付けた木簡を見ながら、紅蘭は乳にゆう鉢ばちに薬草を入れていった。

「痛み止めの附ぶ子し……劇薬なので、配合量に注意？　これね。ええと……解げ熱ねつと消しよう炎えんに、葛かつ根こん、黄おう苓ごん、麻ま黄おう……」

「姫様、うちらにも何か手伝わせてください」

　紅蘭をまっすぐ見つめる玉蓮に、紅蘭は首を左右に振ふる。

「いいえ、大丈夫。──というよりも、この薬湯ぐらいは私が作りたいの。ごめんなさいね。伯龍が、国を守るために命を賭かけてくれたのだから、せめて私も看病することで恩返しをしたいと思って」

　紅蘭がそう説明すると、玉蓮は笑え顔がおで答えた。

「わかりました、ではもし何かうちらにできることがあったら、いつでも呼んでください」







　細かく砕くだいた薬草と水を足した鉄てつ鍋なべを、紅蘭はかまどの火にかける。

「とりあえず、これをしばらく煮に込こめばできあがりね」

　紅蘭は、一息つこうと厨房の隅に置かれた椅い子すに腰こしを下ろした。

（そういえば……、伯龍が落とした佩はい玉ぎよくを預かっていたんだわ。これも、薬湯と一いつ緒しよに持って行って返さないと）

　破れた深衣の袂たもとから、佩玉を取り出した紅蘭は、何とも言えない既き視し感かんを覚えた。

（私、伯龍の佩玉をどこかで見たことがあったのかしら……？　いえ、違ちがうわ……、私の佩玉と同じような材質で、形も似ているから見たことがあると感じたのね）

　佩玉は、環かんを半分に中央で切った、璜こうという形状だった。

　石の材質は、紅蘭の持つ佩玉と同じく南紅瑪め瑙のうで、赤というよりも深い臙えん脂じ色に見える。

　半円状になった石の左側は、龍の口。右側は、龍の尾おとなるように、細かな彫ちよう刻こくが施ほどこされている。

（え？　私の佩玉は鳳ほう凰おうだけれど、……まるで対ついのようにそっくりだわ）

　紅蘭は、自らの腰に下げられた璜と見比べる。

　紅蘭の璜は、左側が鳳凰の嘴くちばしで右側が尾になるよう、細工が彫ほられていた。

（待って……同じような材質なのではなく、同じ石を二つに分けたみたい……そんな馬ば鹿かな。だって、これは花国の王位継けい承しよう者が代々受け継ついで来た佩玉よ。もし、対のような佩玉があるとしたら……）

　伯龍の佩玉を持つ紅蘭の手が小刻みに震ふるえる。

　裏返そうとするけれど、手が震えてなかなか上手うまく裏返すことができない。

（いやだ、瑪瑙の縞しま模も様ようが……、私の佩玉と続いた模様のよう）

　瑪瑙には、それぞれ独特の縞模様があった。天然ゆえ、その縞模様は不規則であり、縞の幅はばや色合いがそっくり同じになることは滅めつ多たにあることではない。

　自らの佩玉を裏返し、鳳凰の尾に、伯龍の佩玉の龍の口を合わせてみる。

（まさか……、そんなまさか……）

　鳳凰の尾の縞模様が、龍の口の縞模様と、ぴたりと合がつ致ちする。

（まさか……、そんなあり得ない……だって、だとしたら……）

　震え続ける右の指先を、左手で押さえるようにして、紅蘭は伯龍の佩玉を裏返した。

　そこには、

「儀」

という国号が、曲線の美しく整った篆てん書しよ体たいで刻まれていた。

（……!?　どうして、これを伯龍が！）

　驚おどろきのあまり、思わず佩玉を取り落としそうになった紅蘭は、慌あわてて強く握にぎりしめた。

（私の佩玉と同じ書体……、これは、儀国の王位継承者が持つ玉器じゃない!?）

　混乱して、考えが上手くまとまらない。

　伍会は、玄宝のことを「儀国の公子だった」と言っていた。「太子だった」とは、言っていない。だとしたら、伯龍が玄宝の兄で、儀国の太子だったということなのだろうか。

　これまで父からも伯龍自身からも、伯龍の出自を聞いたことはなかった。花国に来たばかりの伯龍は、何かにひどく傷ついて、感情というものをなくしてしまったようだった。国も両親もすべて失った直後だったとしたら、あの頃ころの伯龍の尋じん常じようではない様子にも納なつ得とくがいく。

　さらに、伯龍が花国にやって来たのは、董国によって儀国が滅ほろぼされた直後であり、時期的にもぴたりと合致しているのだ。

（でも……どうして、それをいまになっても私に明かしてはくれないの？）

　この見合いの宴が始まる前なら、まだ理解できる。

　でも、紅蘭は昨日、伯龍に自分の婿むこ君ぎみになって欲しいと、直接伝えたのだ。

　同じ儀国出身の公子が、婿君候補として花国を訪れているというのに、伯龍はなぜ出自を自分に明かしてはくれないのか──。

（それほど、私の婿君になるのは嫌いやだ──ということなの……？）

　玉器に刻まれた国号を目にしたときよりも、その結論に至ってしまったいまの方が、胸が締しめ付けられるように苦しい。口中が、カラカラに乾かわいていく。

「姫様、薬湯が吹ふきこぼれそうですが……姫様？　姫様？」

　すぐ隣となりで、誰だれかが自分のことを呼んでいるような気がする。

　しかし、身体からだ中が強こわばったまま、紅蘭は声を上げることも、立ち上がることもできなかった。







　玉蓮が器うつわへ移してくれた薬湯を持って、紅蘭は伯龍の部屋を訪れた。

　しかし、伯龍には直接何も問いただすことができないまま、薬湯だけ枕まくら元もとに置くと、紅蘭は逃にげるように部屋を出て来てしまった。

「まだ、お客様への挨あい拶さつが残っているから……」

　言い訳をしたその声は震えていなかっただろうか、伯龍に怪あやしまれなかっただろうか、と思い返しながら、菊花殿への廊ろうを歩く。

　宴えん席せきに戻もどった紅蘭は、よほどひどい顔色をしていたのだろう。

　仁叔がさりげなく近付いて、周囲に聞こえないよう小声で尋たずねた。

「もしや、──宰さい相しよう殿どのの容態に何かあったのですか？」

「いえ、違うわ。伯龍は……大だい丈じよう夫ぶ。ちょっと私が、疲つかれてしまっただけなんです」

　二人のやり取りを見ていた子翠も近付いて来て、紅蘭に問う。

「何か召めし上がりましたか？　こんなときこそ、何か口にされないと、姫様の方が参ってしまいますよ」

　子翠は、心配そうな顔で紅蘭をじっと見つめていた。

「今日が、姫様とお話しできる最後の機会ですから、本当は俺のことを知ってもらうために姫様とたくさんお話ししようと考えていたんですがね……。姫様の悲しそうなお顔を見たら、そんなことできる気分じゃなくなりました。落ち込んでいるところにつけ込むなんて、汚きたない勝負はしたくありませんのでね。姫様が元気になられたら、またあらためて貴国を訪おとずれましょう」

　そう言って、拱きよう手しゆする子翠の優やさしさに、思わず涙るい腺せんが緩ゆるむ。

「あ、ありがとうございます……」

「今後、今日のようなことがないことを祈いのります。しかし、万が一、貴国に何かあったときには必ず、あなたと宰相殿のために、自分はいつでも駆かけつけると約束いたします」

　袖そで口ぐちで涙なみだを押さえながら答える紅蘭に、仁叔も手を組み合わせながら会え釈しやくをした。

　日が、西の空に傾かたむき始めている。

　宴うたげの三日間が、終わろうとしていた。
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　宴がお開きとなってから、三日が過ぎた。

　狩かり場での事件に不信感を抱いだいたまま帰国の途とについた客人たちもいたようだが、その一方で子翠や仁叔といった、今後、頼たのもしい味方となってくれそうな公子たちと交流を深めることができた。近い将来、遠えん交こう近きん攻こうの計を行うに足る準備は整ったと言えるだろう。

　賓ひん客きやくたちの帰った華安城は、いつもの姿を取り戻し、あとは宰相である伯龍の復帰を待つばかりである。幸い、怪け我がの快復も順調に進んでおり、何も心配はない──はずだった。

　しかし、預かったままの伯龍の玉器の件が、紅蘭の心に暗い影かげを落としている。

（はっきりさせなければいけない──）

　そう決意して、伯龍の寝しん室しつに薬湯を運ぶのだが、尋ねることができないまま、空の器を手に伯龍の寝室を辞す毎日が続いていた。

「姫ひめ様、最近何かお悩なやみでもあるのですか？」

　厨ちゆう房ぼうの隅すみ、薬湯の鍋なべをかき混ぜる紅蘭に、尚桜が心配そうな表情を浮うかべて尋ねる。

「えっ？　どうして？」

「どうしても何も……、宴の最終日からずっと心ここにあらずといった状態じゃありませんか」

「いえ、けしてそんなことはないのだけれど……」

　言いながら、紅蘭はまたぼうっと虚こ空くうを見つめ、匙さじで鍋をかき混ぜ続ける。

「その薬湯も、もうとうにできあがっていると思いますよ」

　尚桜の声に、紅蘭は、はっと鍋に視線を戻す。

　確かに、これ以上、火にかけ続けると焦こげついてしまう頃合いだ。紅蘭は、薬湯の入った鉄鍋を急いでかまどから下ろそうとする。ぼうっとしたまま、素す手でで鉄鍋の持ち手に触ふれた。

「熱っ！」

　熱さと痛さに驚いて、紅蘭は急いで手を放す。

「姫様、失礼いたします！」

　尚桜は、水みず甕がめから柄ひ杓しやくで水をすくうと、紅蘭の手に何度も水を掛かけた。

「誰か、氷ひ室むろに行って、氷を取って来てちょうだい！」

　厨房で下働きをする女によ官かんたちに指示をしながら、尚桜は紅蘭の手を水で冷やし続けた。

「氷まではいいわ、大丈夫よ。ありがとう、尚桜。汲くみ置きしていた水がなくなってしまったわね……ごめんなさい」

「やはり、何か悩んでおいでですね。宰相様は命に別状がないと我われ々われは伺うかがっていますが、もしかして、実は体調が優すぐれないとか？」

　紅蘭の瞳ひとみを覗のぞき込むように問う尚桜に、紅蘭は頭かぶりを振ふる。

「違ちがうわ、伯龍は大丈夫よ。順調に快復しているわ」

「では、いったい何をお悩みなんです？　あ、そこの甕に水を汲んで来てもらえるかしら」

　尚桜は、人ひと払ばらいも兼かねて、近くにいた女官に指示をした。







　尚桜は、紅蘭が用意していた薬草の中から、虎こ耳じ草そうを手に取ると、軽く揉もんでから火傷やけどした患かん部ぶへと貼はり付けた。切り傷にも火傷にも、どちらにも効果のある生薬だった。

「姫様、この尚桜にはどうか悩みを打ち明けてくださいませ。以前にも、そう申したではありませんか。そのように沈しずんだ姫様のお顔を見ているのは、耐たえられません」

　尚桜は辛つらそうに瞳を潤うるませながら、紅蘭を見つめた。

　しかし、たとえ信しん頼らいしている尚桜といえども、いま悩んでいる伯龍の秘密について告げるのは憚はばかられる。

「ありがとう……あの、男性が身分を隠かくすときって、どういうときかしら？」

　どうしようかと思いながら、紅蘭は重い口をようやく開き、なるべく遠回しに尋ねた。

「もしかして賊ぞくから何か情報が？　狩り場で襲おそって来た者たちの正体がわかったのですか？」

「身分を隠す」という言葉から、尚桜は先日の陰いん謀ぼうについて紅蘭が悩んでいるものと勘かん違ちがいしたらしい。

「残念ながら、そちらはまだなの……」

　喜々として尋ねる尚桜に、紅蘭は首を左右に振った。

　もちろん、紅蘭とて狩り場での一件が気にならないわけがない。陰謀の意図するところは何だったのか、誰だれが黒幕なのかとずっと気を揉んでいた。季雲が、尋じん問もんを続けているはずだが、そちらについてはまだ詳しよう細さいがわからない。

　しかし、その件と同じくらい、ここ数日、紅蘭を個人的に悩ませていたのは、伯龍の出自についてだった。

「私も殿方の気持ちには疎うとい方なので、よくはわかりませんが……。たとえば、他国で間かん諜ちようとして極ごく秘ひの任務を行うときは、身分を隠して潜せん入にゆうしますよね。あとは、身分違いの女性と遊びで恋れん愛あいするときなんかも身分を低く偽いつわるのではないですか？　……って、まさかとは思いますが、宴で宰相様以外に気になる殿方ができて、その方が身分を偽っていらっしゃるとか!?」

「そんなことはないわ」

　目を丸くして問う尚桜に、紅蘭は首を左右に振りながら即そく答とうする。

「では……まさか、宰相様のことでいらっしゃいますか……？」

　紅蘭の想おもいに気付いている尚桜だけに、そこまで悩んでいるとしたら相手は伯龍に違いないと見当を付けたようだ。

　ここまで心配してくれている尚桜にだんまりを決め込むのも、忍しのびない。

　玉器の件には触れないように、当たり障さわりのないところだけ話そうと、紅蘭は口を開く。

「尚桜は、──伯龍の出自って聞いたことがある？」

「いえ、私も幼かった頃ころは気になって母に何度か聞いてみたことがあるのですが、母も『存じ上げない』と言っておりました」

　尚桜の母親は紅蘭の乳母うばに任命されるぐらいだから、後宮の中で王と后きさきの信頼のもっとも篤あつい女官の一人である。彼女ですら知らないのだとしたら──。おそらく、伯龍の出自は亡なくなった父王、母后しか知らない秘密なのではないか。そんな気がした。

「宰相様の出自に何か……？」

「ごめんなさい、これ以上は確証のあることではないから、信頼している尚桜にも言えないわ」

　口を噤つぐんだ紅蘭に、尚桜は頷うなずく。

「わかりました。でも、お一人で抱かかえきれなくなったら、必ず私に相談なさってくださいね。私も、姫様の身を心から案じている一人なのだと、覚えていてくださいませ」

　そう言って会釈すると、尚桜は厨房を出て行った。

　一人残された紅蘭は、尚桜の言ったことを反はん芻すうする。

　間諜なら、確かに身分を隠して他国に潜入するだろう。しかし、もう国のなくなってしまった儀国の太子が、間諜として花国に潜入するとは考えがたい。花国とは友好関係にあったのだから、そのようなことをする意味がないはずだ。

（もしかして、時機を見て、儀国を再興するつもりがあったのかしら。父上も、そのつもりで私に何も言わなかったのなら、筋が通るわね。

　いずれにせよ、ずっと身分を隠していたということは、私と共に花国を治めるつもりは伯龍にはなかったということに違いないわ。だとしたら……そんな伯龍に、私は命を危険に晒さらす恐おそれのある『国を守る』ということを安易に頼み続けていたということね）

　紅蘭は、唇くちびるをぎゅっと堅かたく結びながら、立ち上がる。

（伯龍に……謝らなくてはいけないわ。そして、これからは私一人で、ちゃんと国を守るって言わないと……）

　今度は注意深く、鍋に触さわらないように薬湯を器うつわに移すと、伯龍の部屋へと向かった。







　無言のまま傷口に膏こう薬やくを塗ぬり込み、包帯を新しいものに替かえ終わった紅蘭に、伯龍が尋たずねる。

「姫様、最近どうかされたのですか？」

　先ほどの尚桜と同じような問いだった。

「そんなに、ここ最近の私っておかしかったかしら」

「ええ、姫様らしくなく、ずっと何かをお考えでいらっしゃるようで……」

　軽口を叩たたく伯龍に反論する余よ裕ゆうもないまま、紅蘭は袂たもとへと手を伸のばした。

「返さないといけないものがあるの」

　璜こうを自分の手のひらに載のせて伯龍に差し出しながら、紅蘭は極力、表情が変わらないように下唇を嚙かみしめた。

「伯龍……、あなたは儀国の公子……、いえ、太子だったのね」

　驚おどろきを隠せないように大きく目を見開いた伯龍は、いったん俯うつむく。

　しばらく間を置いてから、紅蘭をまっすぐ見つめ直すと、覚かく悟ごを決めたように口を開いた。

「──いままで……、出自についてずっと黙だまっていて申し訳ありませんでした」

　覚悟はしていたけれど、本人の口からあらためて聞かされると、胸が引き裂さかれるような思いに襲われる。

「やはり……そうだったのね。では、玄宝殿どのはあなたの……」

「いえ、玄宝殿は儀国とは何の関係もありません。いままで身分を隠していた者の言うことなど、信じられぬかもしれませぬが……私が、玄宝殿と会ったのは先日の宴うたげが初めてのこと。これは偽りありません。彼の素す性じようについては、いま調べさせているところです」

「伯龍の言うことは信じるわ。それよりも……いままで気付かないで、私ったら伯龍に無理ばかり言っていたわね。私の婿むこ君ぎみになってだなんて……」

　紅蘭は、泣いてしまいそうになる感情を押し込めようと、両の拳こぶしを堅くぎゅっと握にぎりしめる。伯龍に心配をかけないように、と、無理に笑え顔がおを浮うかべた。

「姫ひめ様、誤解しないでいただきたいのです」

　伯龍が眉まゆを曇くもらせながら、紅蘭を見つめる。

　しばらくの沈ちん黙もくの後、伯龍は昔のことを思い出すように、ぽつりぽつりと語り出した。

「──私はかつて、董国に攻せめられたときに……父も母も、家臣たちも愛する者すべてを失いました。初うい陣じんでした……。私は、自分の手で、愛する者たちを守ることができなかったのです」

　伯龍は、自らの両手を見つめていた。その両手は、怒いかりによるものか、後こう悔かいによるものか、わなわなと震ふるえていた。

「だから、今度こそ……大切な姫様のことを守りたかった……。確実に、守れる方法で。私だけでは守り切れないかもしれない姫様を、確かな力で守ってくれる後見を探す……そのために、見合いの宴を開くことを決めたのです」

　これまでにこんな伯龍の声を、紅蘭は一度も聞いたことがなかった。

　いつも堂々としていて冷静で、国にとって必要な政策を次々とこなす知的な宰さい相しよう。

　でも、それも演技だったのだろうか。花国に来たばかりの頃の伯龍が、本当の伯龍だったのだろうか。いまは、両手と同じように、その声までもが掠かすれ、震えていた。

　自分の婿君になってと頼たのむことは、共に国を守ってくれと頼むことと同義である。

　知らなかったとはいえ、伯龍の心の古傷をずっとえぐり続けていたのかもしれない。紅蘭はそう思うと、申し訳ない気持ちでいっぱいになり、ただ謝ることしかできなかった。

「いままで、ありがとう、伯龍。もう危ない目には遭あわせない。今度は私が、あなたのことを守るわ。だから、いまは何も考えずゆっくりと寝ねて怪け我がを治してちょうだい」

　紅蘭は、そう言って頭を下げると、涙なみだがこぼれ落ちる前に伯龍に背を向け、部屋を辞した。







　伯龍は、十年前の戦いくさを思い出していた。

　いまでも、夢に見てはうなされる、儀ぎ陽よう城じようが落ちたあの日のことは、昨日のことのようにはっきりと思い出すことができる。

　城じよう壁へき近くで、迫せまり来る董国の軍勢に対していた伯龍の元に、父王腹心の将が馬を寄せてきた。

「陛下がお呼びです、殿でん下か」

「いまは動けない」

　城壁は既すでにところどころ崩くずされ、董国軍がなだれ込んで来ている。

　城内のあちこちから既に火の手が上がり始めていた。いま、ここを動くわけにはいかない。

「陛下のご命令ですので、失礼いたします、殿下」

　馬上で一礼すると、その将は伯龍の馬の手た綱づなを摑つかみ、鞭むちを当てる。

「そなた、何をする!?」

「殿下だけは落ちのびるようにと、陛下のご命令です」

「やめろ！　何をする!?　最さい期ごまで父上と共に戦わせてくれ！」

　願いは聞き届けられることなく、燃えさかる城から、伯龍だけが無理やり花国へと連れて行かれたのだった。花国まで送り届けた将は、伯龍を花文王に預けると馬首を返し、ただ一騎き、儀国への道を戻もどって行った。

「どうして！　頼む、置いて行かないでくれ！　僕も連れて行ってくれ！」

　泣き崩れる伯龍の肩かたに、花文王の手が乗せられた。

「今日から、私を父だと思い、この国で暮らしなさい」

「いやです、自決させてください！」

　皇后は、泣き叫さけぶ伯龍のもとに近付くと、黙って伯龍を抱だきしめた。

「お父上のお気持ちを無む駄だにされるな」

　花文王は、静かに、しかし、はっきりと伯龍に告げた。父の意図を理解した伯龍は、嗚お咽えつを漏もらしながら、その場に頽くずおれるしかなかった。

　父は儀国の血統を残そうとしたのだろうか。それとも、息子むすこには生き延びて欲しいという親心だったのか。その真意はもう聞くことができない。しかし、それが父の意図なのであれば、自分はこの世に生き恥はじをさらしながら生き続けていかねばならない。

　どうして、国や父と共に逝いかせてくれなかったのか、自分一人この世に生き残って何になるのか。恨うらんで泣いて、泣き尽つくした後の伯龍は、もう感情を持たないただの人形だった。

　華安城の庭に咲さき誇ほこる美しい花々。どんなに美しい梅の花を見ても桃ももの花を見ても、何の感かん慨がいももう湧わき上がっては来ない。

　そのとき、遠くから少女が笑顔を浮かべながら駆かけ寄って来るのが見えた。この前、花文王に紹しよう介かいされた、この国の公主だ。確か──紅蘭といっただろうか。

　あどけない笑顔を浮かべた紅蘭は、伯龍に近付くと、その手にひとつの球根を握らせた。

「その球根、そこの土に埋うめるのよ。ここはね、私がお父様からいただいた花畑なの」

　伯龍は、ただ紅蘭に言われるがまま、球根を埋めた。

　それから幾いく日が経たったのか、幾月が経ったのか。

「咲いたわ！　ねぇ、来て、来て！」

　その日も、ただぼうっと庭に佇たたずんでいた伯龍のもとに、再び紅蘭が走り寄って来た。伯龍は腕うでを摑まれ、花畑へと連れて行かれた。

　庭のあちこちに雪が残る中、球根を植えたところに、大ぶりの黄色い花が咲いていた。

「水すい仙せんよ、去年植えた水仙が咲いたの。ねぇ、綺き麗れいでしょ？」

　──「去年」。少女の言葉に、もう年が改まったのだということを伯龍は初めて知る。

　紅蘭は、その日もあどけない屈くつ託たくのない笑顔を浮かべて、伯龍の顔を下から覗のぞき込んで来た。いま、初めてこの少女の顔をはっきりと見た気がする。

「これが……僕が植えた球根から育ったの？」

「そうよ」

「知らなかった……。僕でも、まだ何かできることがあるのかな」

　思ってもみない言葉が伯龍の口をついて出た。

　城が落ちたあの日から、死ぬことしか頭になかったというのに、自分は何を言っているのか。

「もちろん、いくらでもあるわ。これから一いつ緒しよにいろんなこと、やっていきましょうね」

　紅蘭がそう言った途と端たん。これまで、色しき彩さいを失っていた伯龍の世界に色いろ鮮あざやかな世界が蘇よみがえった。小鳥の囀さえずり、花や木々の色、そよぐ風。世界はこんなにも生命に満ち溢あふれていたのか。

　この少女と共に生きてみよう。もう一度、人生をやり直してみよう。そう思った瞬しゆん間かんだった。

　その後、伯龍は花文王から紅蘭の家庭教師として任命された。

　利発な少女は、伯龍の教えることをみるみるうちに吸収し、自分のものとしていった。それはさながら、花が土から水をぐんぐんと吸って成長するようだった。

　紅蘭と共に花開いた水仙の花を眺ながめたときの喜びよりも、紅蘭が美しく賢かしこく成長していくことを傍そばで見られる喜びの方が、よほど嬉うれしいことなのだと伯龍は知った。

　そして、紅蘭を陰かげから支えられることに、花文王に恩返しができることに、心からの喜びと生き甲が斐いを感じてもいた。

　しかし、いま。あらためて思う。

　紅蘭の隣となりに別の男が並んだとしても、自分は笑顔で二人を支えて行けるのだろうか、と。







　伯龍の部屋の前で、紅蘭は呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　こらえようとしても、涙がとめどなく溢あふれて来る。

　こんなところを誰だれかに見とがめられたら、伯龍に何かあったと誤解されてしまうに違ちがいない。早く自室に戻らなければ──。そう思っても、足が思うように動かなかった。

　廊ろうの遥はるか先から、季雲が紅蘭に向かって何か叫んでいる。

「姫様！」

（──主君の顔に戻らなければ）

　紅蘭は涙を拭ぬぐって、下した唇くちびるを嚙かみしめる。そのまま、季雲が走り寄ってくるのを待った。

「どうかしたの、季雲？」

「姫様！　今回の宴うたげでの騒そう動どう、黒幕がようやくわかりました！」

　これは、泣いている場合じゃない──。紅蘭はすっと背を伸のばし、はっきりとした声で問う。

「よくやったわ、季雲。それで、──誰が黒幕だったの？」

「玄宝殿どのですよ。丁国の大夫の文進だなんて名乗ってましたが、大おお噓うそです。あいつは、董国の第二公子、董とう進しんだったんですよ」

「玄宝殿が董国の第二公子ですって!?」

　紅蘭は、驚おどろきのあまり大きな声で季雲に問い返す。

　そして、見合いの宴での玄宝を頭の中で思い返した。

　丁国の内情を聞いても何も答えられない玄宝。ただの大夫とは思えぬ身のこなしを披ひ露ろうした剣けん舞ぶ。初日から、彼の挙動はおかしかったのだ。

　四阿あずまやの傍にいた賊ぞくが董国の手の者で、狩かり場で伯龍を襲おそったのが董国の手の者だとしたら──。玄宝の策略は見事に成功したということだろう。

　狩り場から帰るとき、既に不安の声を上げる公子たちがいた。彼らが、国に帰ってこの事態を報告していたとしたら……。そんな危険な、いつ倒たおれるともわからぬ国に婿むこ入いりなどするなと、まともな家臣なら反対することだろう。

　仁叔が教えてくれた遠えん交こう近きん攻こうの計にしても、だ。

　董国に目をつけられていて、いつ攻せめられるともわからぬ政情不安定な国。さらに、宴の最さ中なか、宰さい相しようまで殺されそうになったような国。

　そんな国と同盟を結ぼうと思ってくれる国がどれだけあることか。

　紅蘭がそう諦あきらめて、董国の後宮に入るしかないと考えさせるための策だったというのか。

（途と中ちゆうまでは、たくさんの味方を得られそうだ……と思っていた。とても上手うまくいきそうだ、と思っていたのに──最後の最後で、勝負をひっくり返されたのだわ）

　紅蘭は歯は嚙がみした。

「そして──、董進と通じ、姫様を董国の後宮へ送り込もうとしていたのが伍会です」

「──伍会が……？」

　紅蘭は、呆気あつけにとられて、それ以上、言葉が出てこなかった。

　伍会は、幼い頃ころから紅蘭の世話係だった。

　父や母よりも躾しつけに厳しく、「公主様たるもの──」と、自由奔ほん放ぽうな紅蘭に説教をすることの多かった伍会だが、それも花国と自分のことを思っての行動だと紅蘭は信じていた。

　しかし、そうではなかったというのか──。

　項うな垂だれてしまいそうな自身を叱しつ咤たするように、紅蘭は襟えり元もとをぐいと正す。

「わかったわ、季雲、ありがとう。私に策があるわ。伍会を通じて、玄宝殿をもう一度、呼び寄せてみるわ。だから、それまで伍会のことは拘こう束そくせず泳がせておいてほしいの。あと、伍会には、私の執しつ務む室まで来るように伝えてちょうだい」

　そう言って、自身の私的な執務室のある白蓮宮へと走り出した。

　途中、すれ違った女によ官かんに「祐ゆう筆ひつを私の執務室に寄よ越こしてもらえるかしら」と言いながら。







「宰相殿！」

　走る紅蘭の後ろ姿をしばらく眺めていた季雲は、大声を上げながら伯龍の部屋へと入る。

「黒幕がわかったんですが……」

「ああ、大声だから部屋まで聞こえていた。大事なことをあんな大声で……私の部屋の前でよかったな」

　季雲を前にした伯龍は、いつもの調子で皮肉を口にする。

　廊での二人のやり取りを聞いているうちに、伯龍の震ふるえは収まっていた。

「で、姫ひめさんは走って行っちまいましたよ。どうするんです、宰相殿。また、陰からこっそり支えるだけなんですか？」

「いや。姫様のこれからの行動はだいたい察しが付く。だから、前に頼たのんでいた例の件を実行に移したい……」

　伯龍は、季雲に傍に寄るように手招きすると、耳元に口を寄せ小声で指示を出す。

「いろいろ考えたが……陰から支えるのは、今日からやめだ」

　そう言って、伯龍は意味深な笑えみを浮うかべた。

　これまで伯龍は、紅蘭が他ほかの男性と共に並び立とうとも、嫉しつ妬となどせずいままで通り補ほ佐さできるはずだと自分を過信していた。理性で自身の感情を押し殺せるはずだと思っていたのだ。しかし、見合いの宴を開いてみてわかったことがある。

　実際に、紅蘭に言い寄る公子たちを見て、理性なんてものの見事にどこかへ消え去った。

　紅蘭の隣に、並び立つ仁叔。──義に篤あつい彼なら、確実に守ってくれるであろう。しかし、伯龍の心のどこかがちくりと痛む。

　紅蘭の隣に、並び立つ子翠。──彼ならきっと女性の扱あつかいも慣れている。それに、江国の水軍を動かせる男だ。頼たよりになるだろう。でも、伯龍の心のどこかで、許せないという気持ちが湧わき上がる。

　自分は、こんなに嫉妬深い男だったのか、と伯龍は心の中で溜ため息いきを吐ついた。

　いや、それ以上に、自分のせいで泣かせるだなんて、どれほど最低な男なのかと思う。

　先ほどの、涙なみだを必死にこらえ、気き丈じように振ふる舞まって見せた紅蘭を思い出す。あの涙の原因は、すべて自分にある。これからも、紅蘭にあんな顔をさせ続けるというのか。いや、できるはずがない。それに、紅蘭が他の男の手で守られるなど、やはり伯龍にとって許せぬことだ。

（姫様を泣かせることは、もうしない──そして、これからはこの手で姫様を……守るのだ）







「伍会、頼みがあるのだけれど、いいかしら？」

　紅蘭は、部屋に呼んだ伍会に笑顔を向ける。いつもの笑みと変わらぬように意識しながら。

「玄宝殿ともう一度、あらためて話をしてみたいの。三日後に、また華安城に来て欲しいと、伍会から頼んでもらうことはできるかしら？」

　伍会は、満面に笑みを浮かべる。

「それはそれは、お安いご用でございます、姫様」

「それでは、この書簡を玄宝殿に送っておいてもらえる？」

「はっ、かしこまりました」

　紅蘭の書簡を早馬へと託たくした伍会は、一人、自室でほくそ笑んでいた。

「この勝負、私の勝ちだ」







　そして、紅蘭と玄宝との会談は三日後の正午から、と正式に定められたのだった。
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　会談当日の昼前。

　紅蘭は、見合いの宴のときよりも派手に見えるほど、結ゆい上げた髪かみにわざとたくさんの簪かんざしを挿さした。濃こいめの白粉おしろいで、あまり寝ねていない顔色を隠かくす。

　睡すい眠みん不足の原因は、寝しん台だいの横に転がっていた。

　様々な軍略が書かれた兵法書の山。そして、それを読みつつ「伯龍ならどのようにこの会談を自分に利があるように運ぶだろうか」と想像しながら書いた、覚え書きの竹簡。

　紅蘭は、宴うたげのためにあつらえた鳳ほう凰おうの刺し繡しゆうの入った袍ほうを羽織り、背筋を伸のばす。深衣は、破いてしまったので、宴のときとまったく同じものではないが、紅蘭が持っている中では一番豪ごう勢せいに見えるものを身につけた。

　覚え書きの竹簡を、袍の懐ふところに仕し舞まおうとして、一いつ瞬しゆん、手が止まる。

　今日は、伯龍の手を借りることはできない。自分の才覚だけで、この会談を乗り切らなければならないのだ。

（やはり、私には伯龍の真似まねはできないわ。下手に背伸びして伯龍のように知略で乗り切ろうとするよりも、結局、私は私らしく──正面から素す直なおにぶつかった方がいいのかもしれない）

　紅蘭は、手に取った竹簡を結局、元に戻もどした。

「姫様、ご準備はよろしいですか？」

　部屋の外から、尚桜の声が掛かかる。

「大だい丈じよう夫ぶよ、行きましょう」

　そう言ってから、紅蘭は自分の両りよう頰ほおをぴしゃりと両手で叩たたいた。







　桂花殿に入った紅蘭は、今日はわざと玉座に座ることにした。

　それは、「自らが花国を嗣つぐ者である」と玄宝に示し、董国に屈くつして後宮に入る意志などないことを伝えるためである。

　一段一段、玉座への階段を上る。

　この高さから、統治者は神のように国民一人ひとりを見つめながら、国のどこかに綻ほころびが生じていないか、このまま進んでよいものかどうか、大局を見る。これは、自分が上であると威い嚇かくするための高さではなく、国を統すべる者としての責任を示していると紅蘭は考えていた。

　しかし、今日だけは違ちがう。この高さ分だけでも、相手に威嚇を与あたえられればいいと、そう願っていた。







　禁軍の兵士によって武器を持っていないかどうか検あらためられた玄宝は、桂花殿の広間に入ると、玉座の前にまっすぐ進み、拝はい跪きする。

　その隣となりには、今回、玄宝への仲ちゆう介かい役を担になった伍会がいた。

「面おもてを上げよ」

　わざと威い厳げんある言い方で、紅蘭は玄宝と伍会に声を掛けた。

　玄宝は、相変わらず仮面のような笑みを浮かべながら、顔を上げる。

「このたびは、お呼びくださいまして、どうもありがとうございます。私も、またお会いしとうございました、姫様」

「小国の大夫が、私が声を掛ける前に自ら話し出すとは……どういうことかしら？」

　紅蘭は、「序列をわきまえよ」と責めるような視線を玄宝へと向ける。

　いつも身分など意に介かいさない、平民とでも対等に話す紅蘭らしからぬ態度に、警護の兵士たちすら首を捻ひねった。

　伍会は、焦あせったように玄宝を庇かばい立てする。

「姫様、宴の際にも申し上げたではありませぬか。文進様は、丁国の大夫ではなく、もともとは公子でいらっしゃいますから……」

　伍会の言葉に、紅蘭は強く頷うなずいてみせる。

「そうね。確かにそうだわ。玄宝殿どのは、丁国の大夫ではなく、──董国の第二公子、董進殿でん下かですものね？」

　伍会が狼ろう狽ばいしたように、視線をさまよわせながら反論を試みる。

「な、何を突とつ然ぜん、おっしゃいますやら、姫様……」

「伍会。あなたは、今回の陰いん謀ぼうが上手うまくいったなら、董国の大長秋の位に就任させると約束されていたそうですね」

　紅蘭の言葉が、容よう赦しやなく伍会を追い詰つめた。

「捕とらえた賊ぞくから、あらかた話は聞いているのですよ」

　伍会は一瞬、項うな垂だれてみせた。しかし、その後、まるで自分には非がないとでもいうように声こわ高だかに語り始めた。

「わ、私は、玄宝様にお約束いただきました！　董国の大長秋に取り立てていただける、と。そ、それに……私は、国は裏切ったかもしれませぬが姫ひめ様を裏切ったつもりは毛頭ございません！　この花国が滅ほろびるのならば、沈しずみかけた船にずっと乗っていることはない、姫様と私で董国の後宮へ行こう、それが姫様にとって一番の幸せだと思ったのでございます！」

　紅蘭と玄宝、二人に訴うつたえかけるように、伍会が喚わめく。

「捕らえなさい」

　紅蘭は、感情を殺した声で、禁軍の兵士たちに命じた。

（少しは私のことを考えてお説教をしてくれている人だと思っていたのに、まんまと裏切られていたとは……。いえ、伍会は私にとって本当にそれが幸せだと思っていたのかもしれない──）

　兵士たちは、素早く伍会を取り囲むと、後ろ手に縄なわを掛ける。

　玄宝は伍会を睨にらみ、しばらく思案するように虚こ空くうを眺ながめた後、仕方がないといった風ふ情ぜいで、溜息を吐いた。

「まったく、私としたことが……とんだ小物を内通者に選んでしまったものだ。それが大きな過あやまちでしたね。確かに、その小物にはそのように話しました。私がこれから行わんと考えている計画のすべては話しておりませんがね。それと、字あざなは偽いつわっておりません。先日のように、どうか玄宝とお呼びくださいますよう」

　跪ひざまずき拱きよう手しゆしたまま、笑え顔がおで答える玄宝の言葉は、まるで芝しば居いの台詞せりふのようだ。

　この語りに飲まれないようにしなければ、と、紅蘭は背筋を正し、大きく息を吸う。

「あなたの表情からは、相変わらず真意が見えないけれど──きっと、自分の策が上手くはまり、我が国を孤こ立りつさせることができたと、ほくそ笑んでいるのでしょうね。これで、私が董国の後宮に上がるしか道がなくなった、とでも思っているのかしら。でも、私は……いまこの玉座にいることから察してほしいのだけれど、花国を離はなれる気はないわ。たとえ分が悪かろうと、ここで──花国の最後の王族として抗あらがって見せるわ」

　頭の中では、いろいろと相手を翻ほん弄ろうするような言い回しを考えていた。しかし、紅蘭にはやはり伯龍の真似をすることはできない。結局、紅蘭の口から出る言葉は、いま考えている素直な自分自身の気持ちでしかなかった。

　静かに紅蘭の言葉を聞いていた玄宝が、突然、声高に笑う。

「ハハハハ──姫様は、何か大きな勘かん違ちがいをしていらっしゃるのではないですか？」

　一瞬、気でもふれたかと思うような、笑い声だった。

「か、勘違い……？」

　紅蘭には、玄宝が突然、何を言い出したのか、理解できなかった。

「姫様、あなたはとっても幸せそうだ。たった一人の王位継けい承しよう者で、争う相手もいない。きっと、何の悩なやみもなくお育ちになったのでしょうね？」

「い、いったい、何を言っているの！」

　宴のときにも感じた玄宝の持つ底知れぬ気味悪さに、紅蘭は背筋の凍こおる恐きよう怖ふを覚えていた。

「玄宝殿、あなたは……国のため、兄太子のため、今回、花国に潜せん入にゆうしたのではないの？」

　恐おそる恐る紅蘭は、尋たずねる。「諾だく」と言って欲しい、と心の中で祈いのりながら。

「兄のため？　そんな馬ば鹿かなこと、私がするはずありませんよ。私は、宴のときからずっと言っていたはずですよ。〝あなたを手に入れて、閉じこめておきたい〟とね」

　玄宝は、また狂きよう気きじみた笑みを、その面に浮うかべる。

「──ど、どういうこと？」

「姫様、私は最初こそ、どうせあなたが兄のものになるのなら、その前にあなたを壊こわしてしまおうと思っておりました」

「壊す──？」

　まるで、玩具おもちやのように紅蘭のことを話す玄宝に、ぞっとしながら問い返す。

「ええ、ですが、あなたと逢あって気が変わりました。最後の王族であるあなたが兄の後宮に入れと言われ、虫の息のはずの花国。しかし、そのような状じよう況きように置かれてもなお諦あきらめていない往おう生じよう際ぎわの悪いあなたから、私はいろいろなことを学びました。私にだって、あなたのように形勢を逆転させることができるのではないか、と。あなたは私にそんな勇気を与えてくれました」

　狂気をはらんだ瞳ひとみが、愛するものを前に愉ゆ悦えつを抱いだいた瞳へと変化する。

「私は、宴うたげのときからずっと、姫様を自分のものとするために動いていたのです。けして、兄の後宮に入れるためなどではない！　何なら、お望み通り私が花国の、あなたの婿むことなってもかまいませんよ。そして、父や兄と戦ってもいい！　父と兄から国を奪うばったっていいのです！」

　玄宝の視線が、紅蘭をまっすぐ捉とらえていた。

　宴のときとは違う。いまの言葉には何の噓うそもごまかしも含ふくまれてはいない。これが、玄宝の本心なのだ、と紅蘭は悟さとった。──そして、それゆえに恐ろしい、と。

「な、何を言っているの……玄宝殿？」

　紅蘭は笑顔を浮かべようとしたが、うまくいかなかった。真夏だというのに、手足の先が冷たくなっていくのを感じる。

　玄宝は、そんな紅蘭の様子などおかまいなしに、立ち上がる。

「私の望みはただひとつ！　伝説の姫を手に入れること。そして、私がこの華の大地を統べる王となるのだ！」

　そうはっきりと、傲ごう岸がんに言い放つ。

　周囲に詰めている禁軍の兵たちが、一いつ斉せいに腰こしの剣けんに手を添そえた。

「そんなこと、できるわけが……」

　紅蘭の声が震ふるえる。

「……できるわけがない？　できるのだよ！」

　しんとした桂花殿の広間に、玄宝の自信に満ちた声がこだまする。

　そのとき、城じよう壁へきに配された物見の楼ろう閣かくから、危急を知らせる銅ど鑼らが鳴った。

　城壁の警備兵が、桂花殿の広間へ走り込もうとする。

「会談の途と中ちゆうであるぞ！」

「危急のことゆえ、何なに卒とぞお許しを！」

　警護の兵士を押し倒たおす勢いで、転がりこむように広間へと入った兵が風雲急を告げた。

「敵てき襲しゆうです！　董国軍が……董進将軍の幡はん旗きを持った大軍勢が……城じよう郭かくの周りを取り囲んでおります！」

　紅蘭は、警備兵から玄宝へと視線を戻もどす。

　玄宝は、勝ち誇ほこったような顔で紅蘭に宣言した。

「私も将軍の身。董国内に動かせる兵は、万を下りませぬ。だから、姫様と共にこの華の地を統すべる王となることが可能だと申したではありませんか！　他ほかの国をすべて滅ぼして──」

「ま、待って……どうして？　いつ国境を越こえたの……？」

「先の宴の始まる前から、少しずつ少しずつ、花国に進軍させ潜ひそませておいたのですよ。各国から公子がやって来るという、滅めつ多たにないこの機会に便乗させていただきましてね」

　紅蘭の膝ひざが震える。でも──ここで屈くつしては、本当に負けてしまう。

「その男を捕らえなさい！」

　玄宝を指差しながら、禁軍の兵士たちに紅蘭は高らかに命じた。兵士たちは、素早く玄宝を取り囲み縄を掛かける。一方の玄宝は、縄を掛けられても依い然ぜん、余よ裕ゆうの笑みを浮かべていた。

「将軍たちを、すべてこの広間に呼び集めなさい！　至急よ！」

　自らを叱しつ咤たするように、紅蘭は叫さけんだ。







　華安城は、小規模ながら城郭都市であり、城郭の中に王都・華安と宮城とが、収まっている。

　現在、城の外がい郭かく、つまり民たみたちが暮らす、華安の邑まちの城壁の周囲をぐるりと玄宝の軍が囲う形になっていた。

「まずは、民たちを内ない郭かくの中へ、華安城の中へと避ひ難なんさせなさい！」

　玉座から走り降りた紅蘭は、集まってきた将たちに命めいを下す。将たちは、紅蘭の前にずらりと整列していた。

「国境配備の将以外すべてが集まりましたが、黄大将軍がまだにございます」

「季雲は、いいのよ。既すでに、私の命で動いてもらっているの」

　報告する将の一人に、紅蘭は得心したように答えた。

　混乱の中、城の警備兵を束ねる将が、弱気な進言をする。

「現在、民たちの避難は進めております。しかし、董国軍に対して、我が国の軍は圧あつ倒とう的に数が少なく……このままでは、城郭を守ることすら危あやういかと……」

　城壁を登る攻こう城じよう兵器、董国軍の雲うん梯ていが、少しずつ城壁の外郭に迫せまって来ていた。この雲梯が城壁の際きわまで辿たどり着くと、梯子はしごがかけられ、次々と董国兵が城壁を登って来ることとなる。

　しかし、そうなったとき、登って来る兵の邪じや魔まをするため、弓を射かける射手の数が圧倒的に足りないのだ。

　それに対し、董国軍は余裕の構えを見せていた。

　おのれの士気を鼓こ舞ぶし、花国にさらなる畏い怖ふを与あたえるためだろう。董国兵たちは、手にした盾たてと矛ほこを地面に叩たたきつけ、耳みみ障ざわりな大きな音を上げる。両足を交こう互ごに踏ふみならすと、雄お叫たけびを上げ、花国の警備兵たちを威い嚇かくした。

　墨すみ色いろの、「董」「進」と書かれた幡旗が、城郭を囲むようにしてたなびいている。

　花国の将たちは、次し第だいに消極的になっていった。

　そもそも、先年の戦いくさで優すぐれた将軍を多数失っている。いま、この広間に集まっているのは、つい最近「将軍」という職に就ついたばかりの若者たちであり、実戦の経験はほとんどないのだ。

「これでは、中から兵を出すことすら危うい。門を抜ぬけたところで、すべて董国軍にやられてしまう……」

「なら、火矢はどうか？　幸い、董国軍の周囲には田畑がある。あれらを燃やし退路を断ってから、出しゆつ撃げきすればよい。ここまで押し込まれてしまっては、それしか策がないのではないか？」

　渋じゆう面めんを作り火か計けいを進言する将軍に対し、紅蘭は即そく断だんする。

「だめよ！　そんなのは下策よ！　あれらは、もうまもなく収しゆう穫かくする穀物ばかりなのよ。あれを焼いてしまったら、民たちの食べるものがなくなってしまうし、そのまま延えん焼しようして焼け出される民がいたらどうするの？　宮城と王族、貴族だけ助かっても意味がないわ！　民こそ、国の宝なのだから！」

　城を守ろうと献けん策さくをした将は、明らかに機き嫌げんを損そこねたようで、眉み間けんに深い皺しわを刻む。

　民を守ろうと熱く語る紅蘭を、広間の隅すみに拘こう束そくされた玄宝が鼻で笑う。

「まったく、民が民が……と。そんなに民に慕したわれるのが嬉うれしいですか？　そんなことばかり考えているから、花国軍は弱いのではないですか？　自ら枷かせを課した戦をして、それで負けてしまったら、国がなくなってしまったら……、どうします？　それでも民は喜ぶとでも言うのですか？　戦も国を治めることも、きれい事だけでどうにかできることではないのですよ。徴ちよう兵へいした歩兵など、盤ばん上じようの駒こまと見られるぐらいではないと、戦などできません」

　確かに、ほとんどの国の王や将たちは、そのように考え戦をしているのだろう。しかし、いくらお気楽と言われようとも、紅蘭には、そのような考え方を受け入れることができなかった。

「あなたは、王になりたいのよね？」

「ええ、董国だけではなく、この華の地すべての王に」

「なら、覚えておきなさい！　王位を継けい承しようし、どの地を手中にするかより、もっと大事なことがあるの！　王として、国のため、民のために何を為なすかの方がずっと大事なのだということを！」

　紅蘭の叱しつ責せきに、玄宝は「ふん」と鼻を鳴らした。

「所しよ詮せん、きれい事に過ぎませんね」







　そのとき、董国の軍勢を両りよう翼よくから包むように、華安城の裏手から新たな軍勢が現れた。

　その数、三千といったところか。

「……いったい誰だれの軍？　私は、まだどの隊にも出しゆつ陣じんの命を下していないわよね？」

　物見の報告を聞いた紅蘭は将たちに問うが、皆みな、知らないと頭かぶりを振ふる。

　城壁の前、華安城外郭に相対するよう横長の方陣を組んでいた董国軍の背後をつくように、新たに現れた軍勢は、先頭を錐きりのように尖とがらせて切り込む錐すい行こうの陣へと、その布陣を変えた。

　ふいを突つかれた董国の後方に位置する後曲の歩兵たちを攻こう撃げきすることで、董国の陣を混乱に陥おとしいれる策のようだ。

「朱……朱と書かれた幡旗が……！　朱宰さい相しよう殿どのが率いていらっしゃる隊です！」

　楼閣で偵てい察さつを行っていた警護兵が、広間へと告げにやって来る。

「伯龍の……？　伯龍は三千も私兵を持っていたかしら？」

　伯龍の隊と聞いて、紅蘭の心臓は跳はね上がった。しかし、広間には将軍や禁軍の兵、多くの者たちが詰つめている。紅蘭は、叫び出したい気持ちを抑おさえて、なるべく平静を装って発言した。

「いえ、そんなことよりも……伯龍は、まだ右みぎ腕うでに負った矢傷が治っていないのよ……、そんな状態で満足に戦えるわけがないのに」

　そして、皆に見えないよう袍ほうの袖そで口ぐちに隠かくして、紅蘭は両手の指を組む。伯龍に語りかけるように、自分を責めるように、天に伯龍の無事を祈いのるように。

（お願い、無理をしないで……伯龍！　これ以上、危険な目に遭あわせたくなくて、伯龍に黙だまって会談を設けたというのに……。結局、私の失策でまたあなたに危険なことをさせてしまう……！　私があまりにも不ふ甲が斐いないからいけないのだわ。もう、狩かりのときのように、あなたが危険な目に遭うのを、ただ黙って見ていられない。なんとか、しなければ……！）

　あまりに強く両手を組んだため、爪つめが手の甲こうに深く食い込んで血が滲にじむ。どうにかこの窮きゆう地ちを挽ばん回かいできないものか──そう考える紅蘭の傍そばで、顎あごに手を添そえながら独り言のように呟つぶやく将がいた。

「あれは……、あの兵たちはどこかで見たことがあるな……ああ、あれだ！　ここ最近、裏手の練兵場で、黄大将軍が鍛たん錬れんを行っていた者たちではないか？」

「ここ最近」という言葉に、紅蘭は、はっと思い当たる。

「それは、もしかして宮中に新しい女によ官かんが増えたのと同じ時期かしら？」

　紅蘭の問いに、先ほどの将が頷うなずく。

「確かに……、おっしゃる通りです」

「なら、あれは……董国に焼け出されて住むところを失っていた流る民みんたちだわ！」

　紅蘭は、流民を女官として雇やとい入れる旨むねの書簡には「可よろしい」と裁可を下し、署名した。しかし、兵士を雇こ用ようする裁可を仰あおぐ書簡は紅蘭に提出されなかった。ということは、伯龍は自らの私財で彼らを兵として雇い入れたのだろう。

（伯龍は……、私が流民たちに働く場を与えたいと言ったから、すぐに私兵として雇ってくれていたのね。そして、農作業や土木工事に駆かり出さず、練兵をさせたということは、董国の動きを読んで、またこのように戦があることを予測していたに違ちがいないわ）







　時は、それより少し前に遡さかのぼる。

（やはり、攻せめて来たか……。できれば、来て欲しくはなかったが──季雲の下準備がいよいよ活いきるときが来たな）

　伯龍は寝しん台だいから身を起こすと、侍じ者しやを呼び、甲かつ冑ちゆうを用意するよう命じた。

「し、しかし……、宰相様はまだお怪け我がが……」

　跪ひざまずいたまま、すぐに動かぬ侍者に、伯龍は片かた眉まゆを上げる。

「いまは危急のとき、早くせよ」

「は、はい」

　険を含ふくんだ伯龍の声に、侍者はおののくように頷くと、戦いくさ支じ度たくを調ととのえに走った。

（これからは、この手で姫ひめ様を守ると決めた──、どんなことがあろうとも）

　伯龍は、自由に動かせる左手を握にぎりしめ、拳こぶしを見つめながら心に誓ちかった。







　甲冑に身を包んだ伯龍は、宮城の北側、玄げん武ぶ門へと走る。

　そこには既すでに、三千の兵が出陣の準備を整えて待っていた。

　馬上の伯龍の姿を見ると、槍やりや矛ほこを地面に打ちつけて鳴らし、歓かん迎げいする。

「宰相様！　俺たち、宰相様に生かしてもらったようなもんですから、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばります！」

「俺たちは一回董国に殺されたようなもんだ。宰相様にもらった命だ、ちっとも惜おしくねぇ！」

　かつては流民として食うや食わずの生活をしていたところを、伯龍が極ごく秘ひで私兵として雇い入れ、季雲に練兵をさせていた者たちである。そのような言葉でやる気を見せるのも、仕方のないことかもしれない、と伯龍は思った。

　しかし、伯龍には彼らを死地に赴おもむかせる気など、さらさらない。

「最初から死にに行くようなことを言うな！」

　伯龍の言葉に、三千の兵、すべてが水を打ったように静まる。

「おまえたちを死なせるために、出陣しようなどと私は考えておらぬ。あのように卑ひ怯きような董国軍などすべて蹴け散ちらし、皆で、姫様の元に──必ず生きて帰って来るのだ！」

　伯龍の気持ちに応こたえるように、彼らは槍や矛を掲かかげ叫さけんだ。

「応っ！」

　先ほどまで、死出の旅路に赴くような顔を見せていた者たちが、いまは生気に満ち溢あふれた顔をしている。伯龍は、兵たちの反応を満足そうに確かく認にんした。

（姫様の元に──一番、帰って来たいと望んでいるのは私だ。でも、おまえたちにも……誰一人欠けることなく、生きて帰って来てもらいたい）

「出陣！」

　伯龍は、叫びながら馬の腹を力強く蹴けった。







　董国の後方部隊は、予想もしなかった攻撃に最初は怯ひるんだ。

　しかし、しばらくすると落ち着きを取り戻もどし、相手の力量を見定めると、激しい反はん撃げきを始める。それでも、伯龍の率いた部隊は、果か敢かんに董国軍へと襲おそいかかった。

　武術の心得のある者が、彼ら一人ひとりの動きを注意深く見れば、「稚ち拙せつだ」と判断したことだろう。しかし、董国に対する恨うらみと、自分たちに「兵」という職務を与あたえてくれた伯龍に対する恩義が、彼らの士気を予想以上に高めていた。

　とはいえ、奮戦はしても、実戦経験豊富な董国の兵たち相手には、その健けん闘とうも長くは続かない。董国軍は、乱れた後方の部隊に、前方から新たな指揮官と活きの良い兵たちを投入し、押し返そうとする。

　伯龍自身も、まだ右手が満足に使えず、利きき手ではない左で矛を握っているため、その動きにふだんのようなキレがない。

　それでも、伯龍は左手に持った矛で、押し寄せる敵を次々と薙なぎ払はらった。

　しかし、伯龍が右手に怪我を負っていることは、その動きから明らかだったのだろう。

　前方から援えん軍ぐんとして下がってきた董国兵たちは、まだ満足に動かすことのできない伯龍の右手を狙ねらいすましたように、戟げきを振るう。

　伯龍は右側を庇かばいつつ、左手の矛で戟を受け止めた。

　隊長である伯龍が攻撃を受けたことで、兵たちの動きが一いつ瞬しゆん怯む。

　それを察した伯龍は、敵の戟を押し返しながら、兵たちに向け叫んだ。

「何を呆ほうけているのだ！　おまえたちは、あの季雲の、黄大将軍の厳しい練兵に耐たえて、今日ここに立っているのだろう！　おまえたちなら大だい丈じよう夫ぶだ！　下を向くな！　行け！　進め！」

　伯龍は、声を張り上げ、兵たちの士気が下がらないように、叱しつ咤た激げき励れいを続けた。

　怪我を負っている者とは思えぬ、張りのある、勢いのある声だった。







　さらに、それより少し前のこと。

　井南の郷さとで、いつものように畑仕事をしていた郷人たちは、遠くから轟とどろいてくる地じ響ひびきに、不安な表情を浮うかべながら顔を上げた。

「なんだぁ、あの音？」

「おい、こないだの戦いくさんときも、同おんなじような音、しなかったか？」

「ああ──そういや、そうだ。おまえ、丘金様に知らせて来い、俺は街かい道どうの様子を見てくらぁ」

　皆みな、農作業の手を止め、慌あわただしく走り出す。

　しばらくすると、街道近くまで物見に走った男が、慌あわてふためきながら戻って来た。

「大変だっ、大変だっ！」

「おい、どうした？」

「こないだの戦んときと同じだ、真っ黒い旗を持った、たくさんの兵隊たちが……お城に！」

　一目散に戻って来たのだろう、そこまで告げると物見に走った男はぜいぜいと肩かたで息いきをした。

「俺たちも、お城に行くぞ！　姫様を助けるんだ！」

　一人の男が、鍬くわを高く掲げた。

「あんた、そう言ってこないだも怪我したじゃないか、大丈夫なのかい？」

　男の妻が心配そうな顔を夫へと向ける。

「前の怪我だって、姫様が手当てしてくださったんだぞ。また怪我するかもなんて、言ってられねぇや。姫様のために俺は何度でも戦うぜ！」

　意気を上げる男の周囲に、他ほかの男たちも集まって来る。

「いつも姫様には俺ら、ほんとよくしてもらってるものな、ここで行かなきゃ男がすたるぜ」

「ああ、王様が亡なくなられて姫様だってきっとお辛つらいだろうに……、俺たちのことをまず考えてくれるほんと優やさしい姫様だよな。ここで行かないわけにいかねぇぜ、なぁ」

　男たちは、それぞれ農具を片手に、華安城へ向けて走り出そうとする。

「あんたたち、ちょっと待ちなよ！」

　女たちが、走り出す男たちを呼び止める。

「お城は遠いよ。お城の将軍様たちが乗る馬とは違うだろうけど、あんたたちが走って行くよりは、荷馬車のがましじゃないかい？」

　郷中の農耕馬と荷馬車を集め、連れて来た女たちは、男たちに笑え顔がおを向けた。

「儂わしも、荷馬車の端はしにでも乗せていってくれるかい？　老いぼれだが、姫様の気持ちに応えたいのは、おまえたちと一いつ緒しよだからの」

　鍬を片手に女たちの後ろから現れた郷さと長おさの丘金は、言いながらさっそく荷馬車に乗り込もうとする。

「ありがてぇ、丘金様まで！」

　男たちは、「わっ」と声を上げながら、丘金の周りに集まった。

「ありがとう、かあちゃん。絶対、帰って来るからな！」

　男たちが荷馬車の上から、女たちに向けて鍬や鋤すきを掲げて叫ぶ。

「あんた、姫様や宰さい相しよう様のお役に立っておくれよ！」

　女たちも、手を振ふり男たちを見送った。







　董国軍は、要かなめの伯龍さえ倒たおすことができれば、後は寄せ集めの雑ぞう兵ひようたちと見み抜ぬいたのか、攻こう撃げきを伯龍に集中させた。伯龍の動どう揺ようを誘さそうよう、董国兵たちは挑ちよう発はつの言葉を投げかけてくる。

「そいつらもよく戦ってはいるが、所しよ詮せん、素人しろうとの集まりだな。これでも手加減してるんだぜ」

「そうそう、一気に倒してしまってはつまらない。宰相殿どのの美しいお顔が苦しみに歪ゆがむところをじっくり眺ながめていたいからな」

　やはり、この兵力差はいかんともしがたいか──と、伯龍が下を向き始めたそのとき。南の彼方かなたから砂さ塵じんが舞まい、それは城じよう壁へきへと近付いて来た。

「宰相様、俺たちにも国を守らせてくれ！」

　手にはそれぞれ武具ではなく、鋤や鍬を持っている。

　常つね日ひ頃ごろから、紅蘭と共によく訪おとずれている井南の郷の農民たちだった。

「俺たちだって、お役に立ちてぇんだ！　また一緒に畑仕事してぇんだよ！」

　言いながら、伯龍の指揮する隊へと、三々五々、合流していく。

「井南のみんな……本当に……ありがたい。援軍、感謝する！」

　伯龍は顔を上げると、井南の民たみたちに礼を言う。そして、元流る民みんたちの部隊に向けて、再び檄げきを飛ばした。

「彼らも皆と同じ、この国の農民だ。兵ではないが、とても心強い味方だ。姫ひめ様の日ひ頃ごろのご恩に応えたいと、自らこの戦場に駆かけつけてきてくれたのだ。皆も、苦しいだろうがもうひと頑がん張ばり、共に戦ってくれ！」

　伯龍の声に、肩を落とし始めていた兵たちが、「応」と叫さけぶ。その顔に生気を取り戻し、反撃を始めた。







　紅蘭のいる広間からは、外の戦いを直接見ることはできない。ただ、武具がぶつかり合う音や、叫び声が聞こえてくるばかりである。

（ああ、お願い……伯龍、どうか無事でいて！）

　臣下や玄宝の手前、表情に出すことはできない。心の中だけで、そっと紅蘭は祈いのった。

　そのとき、楼ろう閣かくの警備兵が再び広間に走り込んで来た。

「伝令！　農民と思われる一団、百名ほどが宰相様の部隊に合流！　宰相様の部隊が、息を吹ふき返したように反撃を始めました！」

　伝令の報告に、紅蘭は弾はじかれたように顔を上げる。

「え──井南のみんな!?　ああ、みんな……来てくれたなんて、本当にありがとう……！」

　ずっと気を張って、感情を周囲に悟さとられぬよう押し込めていた紅蘭の瞳ひとみに、思わず涙なみだが滲にじむ。

「しかし、多勢に無勢、焼け石に水といったところでしょう」

　ただ一人、広間の隅すみの玄宝だけは、涼すずしい顔で自軍の勝利を確信しているようだった。







　井南の民たちが郷を発たったのと同じ頃ころ。季雲は、花国の東の国境で待っていた。

「大将軍閣下、東の国境線の最さい南なん端たんに、狼煙のろしが上がりました！」

　南側を注視していた兵の一人が、季雲の元へ走り寄り、跪ひざまずきながら告げる。

「報告、感謝する。また、動きがあったらすぐに教えよ」

「はっ」

　兵が物見に戻もどる背を見ながら、季雲は、左手を拳こぶしで叩たたきながら快かい哉さいを叫んだ。

「よっしゃ！　これは、伯龍が根回しした分だな。伯龍……どうか、持ちこたえてくれよ」

　祈るように呟つぶやくと、季雲は再び、東の彼方へと視線を送る。

　待ち人はまだ来ない。しかし、必ずこの街道で待っていれば、現れるはずだ。

　この街道に立っていると、季雲は自然と花文王から最後に賜たまわった命めいを思い出す。

「花国を……紅蘭を……頼たのむ」

（もちろんです、陛下。姫様は陛下の名を継つぐにふさわしい、名君にお育ちになっています。俺も……、父の名に恥はじぬよう、姫様を必ず守りますよ）

　心の中で、季雲は亡なき花文王に再び誓ちかった。

　そのとき、遥はるか遠くに砂すな煙けむりが舞った。軍馬の上げる地響きが轟く。

「よしっ、来た！」

　季雲は叫んだ。続いて、斥せつ候こうの部下に命じる。

「幡はん旗きの色を確かく認にんしろ！」

　物見から戻った兵の報告を受けた季雲は、あらかじめ用意していた伝でん書しよ鳩ばとを空へと放たせた。

「姫様、待っててくださいよ。必ずや、この季雲、姫様の命に応こたえてみせます！」

　空高く飛んでいく鳩を見つめながら、季雲は華安城へと思いを馳はせた。







　その、しばらく後。

　一羽の鳩が、華安城の桂花殿へと降り立った。

「姫様、鳥が……」

　尚桜は、小声で紅蘭に告げる。

　祈るように目を瞑つぶり、手を組み合わせていた紅蘭が、その言葉に弾かれたように瞳を開いた。

　尚桜は、袍ほうの袖そでで隠かくすようにして鳥をそっと捕ほ獲かくする。そのまま、玄宝に気付かれぬよう、こっそりと足に結ばれた布をほどき、紅蘭の手に渡わたした。

　それを見た紅蘭は、一いつ瞬しゆん目を瞠みはった後、感情を面おもてに出さないよう注意深く表情を作ってから、部屋の隅の玄宝へと歩み寄った。紅蘭の背後は、禁軍の護衛の兵が固めている。

「玄宝殿、少し話をしましょうか？」

「この期ごに及およんで、何の話があるのです？　ここで長話をすればするほど、大事な宰相殿が傷ついていくのではないですか？」

「それはそうかもしれないわ。でも、もし我が国が負けてしまうというのなら……そして、あなたが私の婿むこ君ぎみになりたいというなら、どんな国を作りたいと考えているのか聞いておきたいのよ。見合いのときにも、あなたは結局、何も話してくださらなかったわね。話次し第だいで、あなたと結ばれるぐらいならここで自害を選んだ方がいいと、そう思ってしまうかもしれないわ」

　紅蘭の真ま面じ目めな問いかけに、それは困るといったような複雑な表情を玄宝は浮うかべる。

「なぜあなたは、兄の後宮に入れるのではなく、私を自分のものにしようと考えたの？」

　玄宝は面めん倒どうくさそうに、なおざりな言い方で紅蘭の問いに答える。

「まあ、どうせ、私が勝つのだから、時間つぶしに話して差し上げてもいいですよ。本来なら、董国の王位は私が継ぐべきだったのです。なぜなら、私は皇后の子。兄の太子は、身分の低い側室の子に過ぎない。しかし、父王はその側室とその子をとても愛したのです。本来なら、貴とうとい血が嗣ぐべき王位も、愛する側室の子に譲ゆずるのだ、と。愚おろかにも、そう宣言したのですよ」

　父や兄を思い出しているのか、玄宝の表情が歪む。紅蘭は、ごくりと唾だ液えきを吞のみ込んだ。

「私の母は、狂きよう乱らんするように嘆なげきましたよ。『おまえが優ゆう秀しゆうでないせいで太子の座を奪うばわれるのだ、私が国こく母もになれぬのはおまえのせいだ』と。『おまえが優秀であれば、王も、王位継けい承しよう者を考え直すであろう』と。そして、私は寝ねる間すら惜おしんで、毎日毎晩、母の願いを叶かなえるために、兵法、武術、帝てい王おう学、歌か舞ぶ音おん曲ぎよく、あらゆるものを学びました。それでも、父の考えが変わることはありませんでした。あなたは、本当に幸せですね。そんな努力などまったくせずとも、王位が自然にその手の中に転がり落ちて来るのですから」

　そこまで話すと、玄宝は侮ぶ蔑べつとも嫉しつ妬ととも取れる表情で、紅蘭を見つめた。

「そこに、今回の見合いの宴うたげの話です。先ほども言いましたが、私は──どうせ憎にくらしい兄のものになるぐらいなら、その前にあなたを壊こわしてしまおうと思ったのですよ！」

　玄宝は憎ぞう悪おの眼まな差ざしを紅蘭に向ける。

　禁軍の兵や、詰つめていた将たちは皆みな一いつ斉せいに、腰こしに佩はいた剣けんに手を掛かけた。

「ところが……」

　一瞬で、玄宝の面から憎しみの色が消えた。

「あなたは、予想を超こえた素す晴ばらしい姫ひめ君ぎみ、壊してしまうなんて、もったいないこと。あなたが新しい考えを教えてくださったのですよ、自分で道は切り拓ひらくことができる、と。私が太子になれないのなら、父と兄を弑しい逆ぎやくし自ら玉座を手にすればいい。新たに国を興おこせばいいだけのことです。そうですよね、姫様？　どうか私のものになってくださいませ、美しい姫君」

　愛を囁ささやくように──いや、実際、玄宝自身は愛の言葉を囁いているつもりなのだろう──、優やさしい声こわ音ねで紅蘭に語りかけた。

「私自身を見てもいない、単なる兄きよう弟だい喧げん嘩かの延長に過ぎないわね。私は、手に入れて自じ慢まんしたくなるような玩具おもちやではないわよ」

　挑ちよう発はつするように、紅蘭が答える。

「結局、あなたの頭の中には兄太子への憎しみが詰まっているだけではないのかしら。目指したい国の理想像など何も持っていらっしゃらないのね。なんだか、がっかりしてしまったわ」

　紅蘭が溜ため息いきを吐つくと、玄宝はカッと目を見開き、怒いかりを露あらわにする。

「何を言おうと、私がこの国を、董国を、華の地を統すべるのだ！　ほら、もう間もなく我が軍の雲うん梯ていが城じよう壁へきまで辿たどり着く。そうすれば、私の兵たちが一斉にこの城に乗り込んで来ますよ！」

　声を張り上げるようにして、玄宝が叫ぶ。それに対し、紅蘭は鷹おう揚ように応える。

「あら、そうかしら？」

　城壁の外の喧けん噪そうが、先ほどより激しくなってきている。

　雲梯がいよいよ城壁に迫せまったのか、もはやこれまでかと将軍たちは観念したように目を瞑る。

　しかし、場外から聞こえて来た喧噪は、予想もしなかった天の助けだった。

　楼閣の警備兵が、広間へと伝令に走って来る。

「ただいま、青国軍公子、荀蒼殿の援えん軍ぐんが着ちやく陣じんされるのを確認いたしました。その数、三万！」

　紅蘭は、ほっと溜息を吐いた。同じく広間に詰めていた将たちも皆、安あん堵どの声を漏もらす。

「玄宝殿、あなたも外の様子が気になるでしょう。そろそろ、皆で城壁に参りましょうか」

　紅蘭は、玄宝と伍会を伴ともない、禁軍の兵士たちに護衛をさせながら、楼ろう閣かくへと向かった。







　内ない郭かくを出て小さな邑まちを抜ぬけた紅蘭たちは、城壁の四よ隅すみに設けられた楼閣のひとつに登る。物見のため城壁よりさらに高く築かれた楼閣からは、戦場の様子が一望できた。

「青」「蒼」の文字が描えがかれた、紺こん地じの幡はん旗きが戦場に翻ひるがえっている。

　青国軍は、後曲中央が部分的に崩くずされた方陣のまま戦っていた董国軍全体を、吞み込むような形で鶴かく翼よくの陣を敷しいた。

　押されていた伯龍の隊、井南の義勇兵たちも、すっかり息を吹ふき返したようだ。

「至急、雲梯を破は壊かいせよ！　田畑に延えん焼しようする恐おそれがあるゆえ、火矢は使うな！」

　仁叔の指示が楼閣まで聞こえて来る。長ちよう斧ふを持った大男たちが、雲梯に向けて走って行った。

「中央の歩兵と騎き兵へいは、そのまま朱宰さい相しよう殿どのの援軍に回れ！」

　先ほどまで、勝利を疑わなかった玄宝の不ふ遜そんな表情に焦あせりが浮かんで見えた。

「ああ、私の兵が……まさか……そんな」

　楼閣に上がった玄宝は、城壁の外を覗のぞき込み情けない声を上げた。
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　華安城の城壁、すぐ間近まで迫っていた雲梯は、青国軍によってすべて破壊された。

　これで、董国軍が城壁を登るのは難しくなった。雲梯を使わず梯子はしごを掛けるには、時間がかかる。そのため、数の少ない花国の弓兵でも、梯子を掛けようとする兵の妨ぼう害がいをすることが、たやすくなるのだ。

　楼閣から、青国軍優勢の戦せん況きようを眺ながめた花国の将たちは、ほっと安堵の息を吐いていた。

　が、そのとき。

「あれは……何だ？」

　楼閣の物見の兵が、東側に再び大きな砂さ塵じんが上がるのを見つけた。

　砂すな煙けむりの中、翻る旗は「董」。

「ハハハハハ！　援軍だ！　我が国の本隊が援軍を送ってくれたのだ！」

　玄宝は勝ちどきを上げんばかりに、狂きよう喜きする。

　花国の将たちは、逆に慌あわてふためき、頭を抱かかえしゃがみ込む者もいた。

　ただ一人、紅蘭だけが落ち着いて、彼方かなたの砂塵を見つめている。

「え……あれは、黄大将軍の幡旗ではないか？」

　物見の兵が混乱したように、報告とも独り言ともつかぬ呟つぶやきを漏らす。

「なぜ、董国の軍と……？　まさか、黄大将軍まで離り反はんを……？」

　紅蘭以外、楼閣にいたすべての者が戸と惑まどいを露わにしていた。

　それは、戦場の兵たちも同じようで、攻こう勢せいに転じていた青国軍、伯龍の隊、義勇兵たちの動きが鈍にぶくなる。

　砂煙を上げる一軍の中から、「黄」の幡旗を掲かかげた一隊が、季雲を先頭にして華安城に近付いて来る。城壁の上に詰めていた兵たちは、一斉に弓を射る準備を始めた。

「やめなさい」

　紅蘭の澄すんだ声が、城壁に響ひびく。

「姫ひめ様、董国太子、董とう昭しよう殿でん下かをお連れいたしました」

　紅蘭に向けて叫さけぶ季雲に、皆が首を傾かしげた。

　なぜ、わざわざ敵国の太子をここに呼んでくるのか、紅蘭の真意を測りかねるといった表情を、皆が浮かべていた。それは、玄宝も同じである。

「……兄上……を……？」

　続いて、一団から「董」「昭」の幡旗を掲げ、黒い甲かつ冑ちゆうに全身を包んだ、大おお柄がらな男性が騎き馬ばのまま、華安城へと近付いて来た。

「ご足労いただき、誠まことにありがとうございます。私が、花国公主、凰姫、字あざなは紅蘭にございます。董昭太子殿下。ただいま、ご挨あい拶さつに伺うかがいますのでしばらくお待ちください」

　紅蘭は、張りのある声で董国太子に向かって挨拶をすると、急ぎ城壁から階段を下り、城門へと向かった。禁軍の兵たちも慌てて紅蘭の後を追う。

「大門を開けなさい！」

　大門を守る将兵たちに、紅蘭は命じる。

「門を開けたら、董国軍がなだれ込んで来るのでは？」

　不安な顔を見せる将兵に、紅蘭は笑え顔がおを見せた。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　その間に、季雲は玄宝配下の董国軍の前、華安城の大門周囲に布ふ陣じんした。これで、玄宝の軍が何を起こそうとも、季雲の隊が止めてくれるだろう。あとは、董昭を信じるしかない、と紅蘭は唇くちびるを引き結ぶ。

　董昭の軍が大門の手前まで到とう着ちやくしたところで、閂かんぬきが抜ぬかれた。董昭本人が、まっすぐ大門の正面まで近付いて来る。開かれた大門の手前で、紅蘭は拝はい跪きして董昭を迎むかえた。

「跪ひざまずかずともよい、聡そう明めいな花国の公主殿。私のことは、字で黎れい奉ほうと呼んでもらいたい」

　そう言って、黎奉も下馬する。花国公主と董国太子の、戦場での対面を、皆みな、固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

「では、私のことも紅蘭とお呼びくださいませ」

　言いながら、優ゆう雅がな動作で紅蘭は立ち上がる。

「本日は、紅蘭殿、貴き殿でんに礼を言いに参った」

　目の前の紅蘭に穏おだやかな声を掛かける黎奉に対し、誰だれもが驚おどろきの声を漏らす。

「貴国の持つ天文の知識、しかとこの黎奉が受け取った。この知識、我が国で存分に活用させていただく。国の老臣たちを説き伏ふせるのに時間がかかり、遅ち参さんしたことは心よりお詫わび申し上げる。今回は、これをいただいた礼として、玄宝麾き下かの軍もすべて退ひかせよう。不ふ肖しようの弟も連れて帰りたい。皆の者、攻こう撃げきをやめよ！」

　矛ほこや盾たてがぶつかり合う音が戦場から消えた。黎奉の言うことに対し、花国の将たちは訳がわからないといった面おも持もちで、皆、首を傾げてから、紅蘭に矢や継つぎ早に問いかける。

「天文の知識……いったいどういうことです？」

「董国太子殿といったいどのような取り引きを……？」

　董国軍とこれまで刃やいばを交えていた伯龍も、仁叔も、訳がわからないという顔で、黎奉と紅蘭を見比べている。

　紅蘭は、戦場の者たちにも聞こえるように、大きな声を上げた。

「我が国より北方にある董国は、冷害の影えい響きようで飢き饉きんに遭あうことも多いでしょう。飢饉により民たみたちの食べ物がなくなってしまうから、他ほかの国を攻せめ食しよく糧りようを奪うばわねばなりません。食糧を奪う戦いくさで功を上げた将には、褒ほう美びとして領土を下か賜ししなければならないでしょう。そのため、次には領土を奪う戦が起きるのです。しかし、領土が増えれば民も増える。次の冷害には、さらに大きな飢饉が国を襲おそいます。そんな負の連れん鎖さが貴国には起きているのではないでしょうか」

　いつの間にか、戦場は静まり返っている。戦場にいる者は、一兵卒に至るまですべて、紅蘭の話を聞き漏らすまいという顔で、城門辺りを見つめていた。

「我が国は、より効率よく作物を栽さい培ばい、収しゆう穫かくするために農業暦れきを作っています。いま、そこで戦ってくれている井南の民たちと共に、日時計を作り、正確な暦こよみを作れるよう日々研究を続けているのです。これを、我が国だけのものとしようなどと私は思っておりません。そう考え、最新の暦の知識を黎奉様にお渡わたししたのです。これを活いかしていただければ、他国に侵しん攻こうする理由もなくなるはず、という言葉を添そえて」
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　紅蘭は、深く息を吐はく。

「正直、受け入れてくださるか……賭かけでしたけれど」

「よく我が国の弱きところを見破ったものだ。紅蘭殿、そなたは賭けに勝ったのだ」

　黎奉が笑みを見せる。

　紅蘭が黎奉に交こう渉しようを始めたのは、見合いの宴うたげの話が持ち上がったときだった。

　紅蘭が董国の後宮に入ること。それは和平の条件でもある。

　戦で負けた花国が、戦勝国の董国の示した条件をはねつけるには、董国が紅蘭自身より価値があると認めるものを提示する必要がある。そうして別の和平の道が開け、董国への後宮入りという大前提が崩くずれれば、見合いの宴自体を開く意味がなくなるのではないか。そう考えてのことだった。

　しかし、見合いの宴が開かれるまでに、黎奉からの返事はなかった。

　紅蘭自身、諦あきらめかけていたが、それでも一いち縷るの望みを託たくして、玄宝へ会談を申し込むと同時に、その裏で黎奉にも再び書簡を送っていたのだ。

　そして、国境まで季雲を迎えに行かせた。

　先ほどの、季雲の放った鳥が伝えて来たのは、黎奉が国境に現れたことだったのだ。そこには、青国軍が国境を越こえたことも書かき添えてあったが、そのからくりに関しては、紅蘭の知るところではなかった。

　ただ、そのどちらかでも援えん軍ぐんとなれば勝てる、両国とも援軍であれば確実に勝てる、という確証はそこで生まれた。そのため、紅蘭は玄宝との話し合いを引き延ばしにかかったのだ。

「玄宝殿どのを、黎奉殿下に引き渡してちょうだい」

　大門を守る将兵たちに、紅蘭は命じる。

「天文の知識……暦……、そんなもののためだけに……兄上は……？」

　玄宝は独り言を呟きながら、兵たちに連行され、大門へと向かった。

　黎奉が連れてきた兵の一人が、玄宝のための馬を連れて来る。

　縄なわを解かれた玄宝は、下した唇くちびるを嚙かみしめ俯うつむいたまま騎き乗じようした。それを見届けると、黎奉も続けて騎乗する。

「私はあなたを手に入れること、王の座を手に入れること、まだ諦めたわけではない！」

　馬上から、玄宝は悔くやしそうな面持ちで紅蘭を睨にらむと、声を張り上げて叫さけんだ。

「玄宝殿、あなたがこの暦というものに価値を見いだすことができなければ、何度、策を講じても私はあなたのものになどなりません」

　毅き然ぜんとした態度で、紅蘭は玄宝に返答する。

　そのとき、董国国境側に向けて、馬首を返そうとしていた黎奉が、いったん馬を止める。

「先ほど言い忘れたが……私は、紅蘭殿を後宮に、という話を諦めたわけではない。むしろ、今回の件で、俄が然ぜんそなたに興味が湧わいた。引き続き、後宮入りの件は考えておいて欲しい」

「お待ちください！」

　黎奉の言葉を遮さえぎるように、紅蘭が答えるより先に伯龍が声を上げた。そのまま、馬に鞭むちを当てると、董国軍の間を縫ぬって大門の前へと駆かけ寄って来る。黎奉の目の前まで来ると、伯龍は手た綱づなを引き、馬を止めた。そのままひらりと馬から下りると、黎奉の前に跪く。

「花国宰さい相しよう、朱英。字あざなを伯龍と申します。我が国の公主の後宮入りは諦めていただきたい！」

　戦せん闘とうの疲つかれも見せぬ、はっきりとした声こわ音ねで、伯龍は黎奉へと告げる。

「それは、どういうことかな？　宰相殿？」

　問い返す黎奉に、伯龍は声高に答えた。

「公主の婿むこは、私と既すでに定まっているからです。先日の宴の席で、姫ひめ様はそうおっしゃいました。宴に参加していた各国の公子様方も、それを聞いていらっしゃるはず。お疑いなら、隣となりの弟君に聞いてみてはいかがか？」

　黎奉は轡くつわを並べる玄宝には、目も向けず、伯龍と紅蘭へ交こう互ごに視線を向け笑った。

「貴国は、公主殿も宰相殿も揃そろって肝きもが据すわっていることよ。不肖の弟にも学んでもらいたいところだな。まあ、そなたたちとはまた相まみえることもあろう。それは戦場かもしれぬがな」

　それだけ言うと、黎奉はもう振ふり返らなかった。

　玄宝配下の軍も麾下に入れた黎奉は、そのまま東へと軍を進めて行った。







　董国軍がすべて引き上げたのを見て、紅蘭は門の内に、仁叔、義勇兵、伯龍と流る民みんの一団を迎むかえ入れた。伯龍に真っ先に声を掛けたい気持ちを我が慢まんして、遠くから援軍を率い駆けつけてくれた仁叔に走り寄り礼を述べる。

「仁叔殿、よく来てくれましたね。本当に助かりました。ありがとうございます」

「いえ、自分など……もし、最後に現れた董国軍が戦のために現れたのでしたら、太刀たち打うちできなかったでしょう」

　仁叔は、謙けん遜そんしたように答える。

「実は、伯龍殿に兵法書を送らせていただいたところ、お礼にと先進的な製鉄技術を教えていただきまして……過分ないただきものゆえ、今後も貴国に何かあったときには、必ずやこの青国、味方として馳はせ参じましょうと約束させていただいたのです」

「それは、素す晴ばらしい味方ができて頼たのもしいことですわ」

　紅蘭は顔をほころばせる。

「丘金、井南のみんなもどうもありがとう」

　紅蘭の言葉に、井南の民たみたちは顔をほころばせた。

「姫様に何かあったら俺らだって、いつでも駆けつけます」

　本当に、頼もしい味方たちだと、紅蘭は彼らを笑え顔がおで見つめる。

「伯龍が率いていた隊の皆みなさんとは、初めましてになるわね。よく戦ってくれたわ、どうもありがとう」

　元流民たちの一団は、皆どう答えていいかわからないといった緊きん張ちようした面おも持もちで、紅蘭の言葉を聞いていた。そのうち、一人が勇気を奮い立たせたように、声を上げる。

「ひ、姫様が俺らなんかに言葉を掛かけてくれるだなんて、もったいねぇ……姫様と宰相様に救ってもらわなきゃ、俺らみんな死んでたんだ……」

「そこまであなたたちを追い詰つめてしまったのは、私の責任だわ。もっと早くあなたたちに気付く君主とならなければいけないわね」

　先ほど声を上げた元流民の兵士は、反省してみせる紅蘭に、激しく首を左右に振る。

「そうじゃねぇ、俺、姫様と宰相様にお礼を言いたかっただけなんだ！」

「ええ、わかっているわ。あなた方の気持ち、充じゆう分ぶん、その戦いで見せてもらいました。ありがとう。これからも、よろしく頼むわね」

　元流民の兵士たちは、「わっ」と歓かん喜きの雄お叫たけびを上げる。

　そして、紅蘭は今回、難しい任務を無事務めてくれた季雲に礼を述べた。黎奉が話の通じない好戦的な人物だったら、もしかすると国境で戦いくさとなったかもしれない、危険な任務だった。

「季雲、国境から黎奉殿の隊を連れて来てくれて、どうもありがとう。あなたを信じていたわ」

　季雲は紅蘭の言葉に、照れくさそうに頭を搔かいてから、会え釈しやくする。

「姫様の策あってのことです。まさか、敵国の太子まで味方にしちまうなんて……やっぱり、すごい姫様だ。これからも、一生守らせてくださいよ」

「それと……伯龍」

　紅蘭は、伯龍の方を向き、まずは儀ぎ礼れい的に礼を言う。

「青国と、そのような密約を交かわしてくれていたとは……本当に助かりました。それと──伯龍が率いていた兵たちは、私が流民に仕事を与あたえたいと伯龍に言った直後から練兵したのでしょう？　きっととても短い期間よね。それなのに、強い董国兵を相手にあれだけ戦ってくれて、感謝しているわ。どうもありがとう。傷は開いていないかしら？　それが心配だわ……」

　そこまで言って、紅蘭は一呼吸置く。

　また、伯龍に頼たよってしまった……、そのことを詫わびなければ、と覚かく悟ごを決めて口を開く。

「それと……、お礼だけではなく私はあなたに謝らなければいけないわね。巻まき狩がりで怪け我がを負ったとき、ようやく私が伯龍に頼んでいることは、『私と国のために命を賭かけて』と言っているのと同義だと気付いたの。本当に馬ば鹿かよね。だから、もう二度とあなたを危ない目に遭あわせない、と思っていたのに……。今日もまた、とても危険なことをあなたにさせてしまっていたわ」

　途と中ちゆう、何度も心臓が止まりそうになったことを、紅蘭は思い出す。もう、伯龍にあんなことをさせてはいけない。

「最後に黎奉殿が間に合ってくれたからいいものの、綱つな渡わたりのような失策だった。本当に、ごめんなさい。これからは、私があなたを少しでも守れるように、もっといろいろと勉強します。だから、伯龍。これからも宰相として、この新米の王族を教育してください！」

　そこまで一気にまくし立てると、紅蘭は伯龍に向かって頭を下げる。

（呆あきれられて、この国にはいられない……と言われてしまうかしら）

　頭を下げたまま、どんな言葉が降ってくるかと、ドキドキしながら伯龍の答えを待った。

「はぁ、まったく。何を言い出すかと思えば。それでは、私の心臓が持ちませんよ」

　伯龍は、そう言って、大げさすぎるぐらい溜ため息いきを長く吐つく。

（呆れられた……ということかしら……？　この国をもう出て行きたい……ってことかしら？）

　紅蘭は滲にじんだ涙なみだを周りの者に見られないようにするため、頭を上げることができなかった。

「まったく、いつまで主人が家臣に頭を下げているのです？」

　伯龍の呆れた声が頭の上から降ってくる。冷たさはなく、温かみを含ふくんだ呆れ声だった。

　ではこのまま、花国の宰相を務めてくれるのだろうか、と紅蘭は滲んだ涙が零こぼれないようにそっと顔を上げる。

「何て顔をしているんです？　もう、これからは今回のように、一人で重荷を背負おうとしないでください。こちらがヒヤヒヤしてしまいますからね」

「じゃ、じゃあ、これからも……こんな私だけど……宰相を続けてくれるのね!?」

　ほっとして、思わず問い詰める紅蘭を、目を丸くしながら伯龍は見つめ返した。

「姫様は、先ほど私が黎奉殿に申し上げたことを聞いていらっしゃらなかったのですか？」

「聞いていたわよ、董国の後宮に入ることは諦あきらめて欲しい、と……。あれは、黎奉殿を諦めさせるための方便でしょう？　狩かり場でも賊ぞくたちに言っていたのと同じよね？」

「はぁっ……」

　伯龍は、困ったように頭を抱かかえる。

「私は、この衆しゆう人じん環かん視しの中、またも姫様に求きゆう婚こんせねばならないようですね」

「えっ!?　ど、どういうこと？」

　今度は、紅蘭の方が目を見開く番だった。

「私の言うことが信じられませんか？　あれがただの方便にしか聞こえないとは……、まあ、いままでの私の態度が態度でしたから、それも仕方ありませんね」

「えっ？　えっ？　伯龍、待って、何を言っているの？」

　動どう揺ようを隠かくせない紅蘭の足あし下もとに、伯龍が跪ひざまずく。

「姫様……紅蘭様、もうお一人で危ないことをなさらないでください。私は、これからは姫様の〝対つい〟として、あなたの隣に立ち、あなたと共に国と民を守っていきたいと思っています。紅蘭様のことは、私が必ずこの手で守ってみせます」

〝対〟として……。隣に立ち……。

　その言葉を、紅蘭は頭の中でしばらく反はん芻すうしていた。

　ようやく、それらの言葉の意味するところを、紅蘭も理解する。しかし、つい先日、一世一代の告白をしても玉ぎよく砕さいしたのだ。にわかに信じられることではない。

「ま、まさか……、噓うそでしょう？　そんなはずないわよね。伯龍ったら、まだ家臣たちや仁叔殿がいるからって、お芝しば居いの続きをしているのでしょう？　後で、二人きりになったら、『あれは、方便でした。ご容よう赦しやください』なんて、言うつもりじゃないのかしら……？」

　伯龍の顔を見るのが怖こわい。口では「噓でしょう？」と問いながらも、それを肯こう定ていされてしまうのが恐おそろしい。

　俯うつむいて視線をそらしたままの紅蘭を見上げた伯龍は、立ち上がると紅蘭の手を取り、自らの方へ、ぐいと引き寄せた。

　伯龍に抱だき寄せられたような姿勢になった紅蘭は、さらに動揺し頰ほおが熱く火ほ照てるのを感じる。

「ここまで言っても信じていただけないのですか、困りましたね……」
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　紅蘭の顔のすぐ傍そばで、伯龍が溜息を吐く。

「ほ、本当に……本気で言っているの、伯龍？　私……、夢を見ているんじゃないかしら？」

　紅蘭の心臓が、ドキドキと激しく脈打っている。こんなに身を寄せていたら、伯龍にもこの鼓こ動どうの速さがばれてしまう。そう思っても、この胸の高鳴りを止めることはできない。

　紅蘭はようやく覚悟を決めて、伯龍の顔を見上げると、問うような視線を向けた。伯龍は、いままで見せたことのないような満面の笑えみを浮うかべている。

「夢なんかじゃありませんよ。姫ひめ様のお気が変わっていらっしゃらないなら、どうかこの私を婿むことして選んでいただきたく存じます」

　伯龍は、紅蘭の耳元に顔を寄せると、そっと囁ささやいた。

「伯龍……で、では、本当の本当に私の婿君となってくれるのね!?」

「はい、姫様」

　紅蘭の視界の先で、伯龍の笑顔が滲む。いつの間にか、涙ぐんでいたことに気が付いた。

「──ありがとう、伯龍」

　そう言って、紅蘭からも伯龍にそっと身を寄せる。

「これはめでたい！」

「姫様と宰さい相しよう様が舵かじ取とりしてくれる国なら間ま違ちがいない！　董国だって撃げき退たいしたんだからな！」

　丘金たち義勇兵の一団は、どっと喜びの声を上げる。

「私たちも、いままで以上にお二人をお支えいたします」

　将たちも、拱きよう手しゆしながら二人を祝福した。

　尚桜は、「よかった、よかった」と呟つぶやき、涙ぐみながら笑顔を浮かべている。

「まったく、遅おそいんだよ。さっさとくっついちまえって、さんざん言ってきたってのに」

　季雲だけが憎にくまれ口を叩たたいたが、その顔には、安あん堵どと笑みが広がっていた。
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　見合いの宴うたげから、三ヶ月の時が流れた。

　季節は夏から、秋へと移り変わり、華安城の庭木たちも紅葉を始めている。

「伯龍、今日播まいたコムギが無事、収しゆう穫かくできるといいわね」

　井南の郷さとから華安城へと戻もどる馬車の中、紅蘭は丘金から貰もらったツルマメのぎっしり入った袋ふくろを握にぎりしめながら、伯龍に言った。

「婚こん約やくされたってぇのに、相変わらず変わんねぇな、このお二人は」

　馬車を操あやつる季雲が、そっとぼやく。

「いったい、いつになったら結婚なさるんです？」

　これはもうぼやきを通り越こして、二人への問いかけだった。

「だって……」

「しかし……」

　紅蘭と伯龍が、同時に返事をする。

　被かぶった声に、紅蘭と伯龍は思わず顔を見合わせて笑った。

　伯龍が、「しかし」の後を継ついで、季雲に語る。

「今日は粟あわの収穫だ、今日は稗ひえの収穫だ、今日は稲いねの収穫だ、と……姫様がちっともじっとしていらっしゃらないものですから、戴たい冠かん式しきの日程も結婚式の日程も決められないのですよ」

「それは……、伯龍だって。今日は江華の治水工事を視察に行かなければ、今日は新兵の練兵を視察に行かなければ、と全然じっとしていないじゃない」

　二人の言い分を聞いて、季雲は声を上げて笑った。

「国のことを考えてばかり、本当に似た者同士のお二人だ。少しは、国のことだけじゃなく、お互たがいの幸せも、ちゃんと考えてくださいよ」

「もちろんだ」

　呆あきれ声の季雲に、伯龍は憮ぶ然ぜんとして答えた。







（そう、本当は、こんなに婚礼を先延ばしにしてはいられないのだ……）

　伯龍は、昨日届いた書簡を思い出していた。

　それは、董国太子、黎奉からのもの。

「ご婚約されたとの噂うわさは漏もれ聞いたが、いまだご婚こん儀ぎはなされていないご様子。貴き殿でんが迷っておられるならば、約定通り、紅蘭殿どのを我が後宮に迎むかえ入れたい」

　そう、書かれていた。

　もちろん、このことは紅蘭にも誰だれにも告げてはいない。

　三ヶ月前の求婚の直後には、江国の子翠からも書簡を受け取っていた。

「ご婚約されたと風の噂に聞きましたが、俺はまだ姫様を諦あきらめておりません。宰相殿を超こえる者となるよう、日夜、兆江の河か賊ぞく討とう伐ばつに明け暮れ男を磨みがいています。いつか、このまま船で紅蘭殿を奪うばいに行くかもしれませんよ。お気を付けください、宰相殿」

　これも、もちろん紅蘭には黙だまったままである。

　十年、我が慢まんしてきたのだ。つい最近、姫様の魅み力りよくを知ったような輩やからに横取りされてなるものか、とばかりに、紅蘭に見せることなどせず、伯龍が丁てい重ちようなお断りの返書をしたためた。

　儀国が滅ほろびた直後。祖国を守ることすらできず、たった一人、取り残された世界で、もう何も生き甲が斐いなど見いだせないと思っていた。

　でも、伯龍は出で逢あうことができたのだ。

　今度こそ、自分の命を賭かけてでも守り抜ぬきたいと思える、〝対〟の相手に。

　この人のために共に生きよう、と思えるかけがえのない相手に。







「あ、姫様。……今日もお顔が泥どろだらけでいらっしゃいますよ」

　言いながら、伯龍は自らの袖そでで紅蘭の顔を拭ぬぐった。

「あ……ありがとう。いやだわ、伯龍ったら、まだ私のことを子ども扱あつかいしているの？」

　紅蘭は伯龍から視線をはずしながら、口を尖とがらせる。

「いいえ、確かに子どもの頃ころからまったく変わっていらっしゃらない姫様ですが……」

「もうっ」

　今度は頰ほおを膨ふくらませ、拳こぶしを作って伯龍の胸を叩こうとする紅蘭の手を、伯龍の手が押さえる。愛いとおしそうにその手を両手で包んだ後、紅蘭の耳元に顔を寄せて、そっと囁く。

「もう子どもではないのですから。私以外の者に、このように気安く肌はだに触ふれさせてはいけませんよ、これからは二度と。──もう、私だけの姫様なのです」

「い、いやだわ、なんだか伯龍じゃないみたい、そんな言葉を私に掛かけるなんて……」

「私はずっと、このように姫様に接してみたかった。それを我慢していたことに、まったく気付いていらっしゃらなかったのですね。これからは遠えん慮りよなく、いくらでも睦むつ言ごとを囁かせていただきますよ。なぜなら──」

　伯龍は取り出した手しゆ巾きんで、紅蘭の頰を丁てい寧ねいに、愛おしそうに拭ぬぐった。

　まるで、壊こわれ物を扱うかのように。大事な大事な、宝物を扱うかのように。

「あなたは、私の大切な人。私の〝対つい〟、私だけの大事な姫様なのですから。紅蘭──私がずっと……この手であなたを守ると約束いたします」




[image: ]




花か文ぶん二十一年十二月、大乱あり。董国軍、国境を脅おびやかし、王を謀ぼう殺さつす。民たみたちは皆みな大いに嘆なげき、花文王と諡号おくりなす。




花文二十三年八月、公主凰おう姫き、字あざなを紅こう蘭らん、花文王の第一子なり。宴を催もよおし、他国の公子をもてなさんとするが、宦かん官がん、伍ご会かいが謀はかりて、董国第二公子董とう進しんと通じ乱を為なす。董国太子董とう昭しよう、青せい国こく第三公子荀じゆん蒼そう、兵を発し凰姫をよく援たすく。また、この乱を安あん寧ねいに治めた宰相朱しゆ英えい、字を伯はく龍りゆう、儀ぎ徳とく王おうの第一子なり。後に凰姫と婚約す。




花か紅こう元年四月、公主鳳姫、字を紅蘭、王として戴たい冠かんす。




凰姫、朱英、共によく国を治め、後に華の地を一統せり。その姿、まさに伏ふつ羲きと女じよ媧かの再来のごとし。





『花国紅蘭帝史』より










あとがき






　こんにちは、中なか臣とみ悠ゆ月づきです。

　前作は平安時代にタイムスリップという題材でしたが、今回は何とな～く中ちゆう華かっぽい時代ものになります。中華と言えば、個人的には「三国志」！　ということで、本作も「演えん義ぎ」なんてタイトルに付けてしまったのですが……。中身には難しい歴史は全然出て来ません。あとがきのページから開いてくださった読者様、どうか安心して読み進めていただければ幸いです。

　格好いい武将が沢たく山さん出てくるお話が書きたくて、そんな夢が叶かないワクワクしながら執しつ筆ぴついたしました。皆みな様さまにもどこかでキュン！　としていただけたら……、とても嬉うれしく思います。

　最後に、皆様方にお礼を。イメージを超こえる美び麗れいなイラストを描かいてくださった伊い沢ざわ玲れい様、どのキャラも本当に素す敵てきで眼がん福ぷくで、テンションが上がり頑がん張ばることができました。そして、プロットの段階から手取り足取り一いつ緒しよに作り上げてくださった担当様。この本を手に取ってくださった読者の皆様方に心から感謝を申し上げます。感想をお寄せいただけましたら幸いです。

　最後までお付き合いいただき、ありがとうございました。またお会いできることを祈いのって。





中臣悠月













































カバー・本文イラスト／伊沢 玲

デザイン／西村弘美










凰おう姫き演えん義ぎ




救きゆう国こくはお見み合あいから!?
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中なか臣とみ悠ゆ月づき
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